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アル ミフレームに ア ル ミ シ ャフ ト採 用〃

車登い アルミニウム合金の比重は約2.7で 、銅の8.9や鉄の7.9に比べ

]童い
て%に過ぎず、非常に軽くリストの弱いプレーヤーに向きます。

特殊製法によるアルミニウム合金をラケットフレームに用い、鋼

鉄に匹敵する強さが発揮されました。

木製、スチール製に比較して柔軟性、反撓力が抜群。打球の初速

が早く、更に加速が増加してすばらしいスマッシュが打てます。

射 ヨ孝 777~ク フト

弾 む

全国運動具専門店でヨネヤマのラケットと御指定下さい。

YONEYAMA RACKET

アルミナノ



普及にむかって全力投球 しよう
覗墜聾翼綱ア響

付
‰和広

私どもも,パ ドミントンの普及向上には,大変,関
心を持っております。

将来はテニスのように,また,東京オリンピックで
人気を呼びましたサッカー,バ レーのように隆盛にな
るのを,だれよりも期待しております。
しかし,パ ドミントンが家庭的な羽根つきのかたち
で,国民に深く侵透しているわりには,まだ,なにか
が不足ではないかと思うのです。

現に,私が先きに立って,昨年十二月には部隊でバ
ドミントン大会を行ないましたし,また札幌にある真
駒内部隊は,全自衛隊の中で一番大きな駐とん地でも
あります。

ここでバ ドミントン・ クラプがないとはおかしいと

さっそく発起人として上部に働きかけ,部 としての承
認を受け,参加をつのったところ,結果はゼロでした。
北海道において,四季を通して出来るスポーツとして

最適であるのに,ほとんど理解されていないのですか
ら,われながら驚きました。
結局のところ,普及教育の不足ではないでしょうか。
現在は,マ スコミという,一夜のうちに全世界に拡が
り,影響力を持つ機関があるのです。
それなのに,バ ドミントンでは,大 きな大会にしろ
新聞の中で占める紙面はわずかなもので,1きかしそう

に載っている感じです。これがテニスであれば大見出

しで出ています。

新間に限らず,テ レビにしても,昨年,番組を注意

していましたが,二回ぐらいの報道でした。もちろん
数少い中でも,すばらしいものもありました。NHK
スポーッ・アヮーだったと思いますが,杉田さんご夫
妻で,混合ダブルスに大活躍している姿を見て,私自
身,将来ともにバ ドミントンに深い愛着心を持つ力に
なりました。

協会の方々にお願いしたいのは,バ ドミントンの普
及が見られない, と嘆くより,行動することです。
前向きの姿勢で現在の機関誌の充実をはかることか

ら,一流選手の各地域での試合,下層面の広域的,組
織的な指導,強化,また,ど うしたら観客をふやすこ
とができるかというアイデア,大会の日程の予告,電
波に乗る機会があれば,機関誌への記載など,考えれ
ば,数限りなくあると思います。
ローマは一日にしてならず,どのスボーツも長年の

地道な努力の積み重ねがあってと思いますが,い まは
スピード時代,競争も激しく,手をこまねいていては
とり残されてしまいます。

もちろん,世界一流のレベルにある日本のバ ドミン
トンは,必ずや大きく普及し,国民から支持され,愛
されるものとなるでしょう。しかし,こ うしたことに

甘えてはいけないと思います。

私自身をふくめ,関係者は常に愛を持ちスポーツ本
来のすばらしい性格を打ち出す努力を惜しんではなら

ないと思います。抽象的になったかもしれませんが,

趣旨をご理解いただければ幸いです。 (寄稿)

□

△マ
月
号
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

ロ

☆
高
本
が
二
代
目
の
女
王
に
　
第

二
回
全
日
本
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、
高
木
紀
子
が

湯
木
を
破
り
優
勝
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン

の
復
活
を
中
心
に
紹
介

（Ｐ
２
１
）

☆
フ
ァ
イ
ト
の
学
生
陣
が
快
勝

第
五
回
社
会
人

・
学
生
対
抗
戦

（男

子
）
は
、
予
想
に
反
し
て
若
さ
を
ほ

こ
る
学
生
陣
が
４
１
１
で
圧
勝
を
飾

っ
た
。

（Ｐ
６
１
）

☆
傷
害
保
険
に
は
い
ろ
う
よ
　
ス

ポ
ー
ツ
界
あ
げ
て
の
ケ
ガ
、
事
故
を

救
済
す
る
た
め

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
」
に
よ
る
傷
害
保
険
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

安
い
掛
け
金
で
、
み
ず
か
ら
を
守

ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
保
険
の
仕

組
み
、
加
入
の
仕
方
、
適
用
さ
れ
る

ケ
ー
ス
な
ど
を
、
ひ
と
わ
た
り
紹
介

し
た
。
必
読
の
こ
と
。

（Ｐ
９
１
）

☆
ア
マ
規
定
が
制
定
さ
れ
た
　
日

本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
ア
マ
チ
ュ

ア
規
定
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
上
部
団
体
の
日
本

体
育
協
会
が
つ
く
っ
た
も
の
を
借
用

し
て
お
り

″自
前
″
の
も
の
は
、
こ

れ
が
初
め
て
。

規
定
の
内
容
と
と
も
に
、
ア
マ
と

は
な
に
か
、
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。
こ
の
規
定
は
日
本
協
会
、
地

方
協
会
す
べ
て
の
登
録
者
に
適
用
さ

れ
る
か
ら
、
関
係
者
は
必
ず
よ
く
目

を
通
し
て
ほ
し
い

（Ｐ
２４
１
）

☆
本
間
選
手
は
ト
ヨ
タ
自
エ
ヘ

今
春
、
大
学
を
出
た
ト
ッ
プ

・
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
就
職
先
き
は
ど
こ
か
、
を

調
べ
た
。

（北
か
ら
南
か
ら
）
ほ
か

に
本
欄
で
は
、　
ュ
杯
選
手
の
高
橋
と

も
子
さ
ん
の
結
婚
、
宮
崎
県
協
会
の

十
周
年
記
念
、
読
者
投
稿
の
力
作
写

真
等
を
と
り
上
げ
た
。

（Ｐ
ｌ２
１
）

☆
ビ

ッ
グ

・
イ
ベ
ン
ト
も
社
会
体

育
の
場
に
　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

ｏ
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
試
合
の
合
い
問

に
、
フ
ァ
ン
の
飛
び
入
リ
ゲ
ー
ム
を

は
さ
ん
だ
。
こ
の
熱
戦
？
を
、
ト
ッ

プ
級
選
手
の
写
真
と
と
も
に
、
グ
ラ

フ
に
収
録
し
た
。

（Ｐ
ｌ８
１
）

☆
早
起
き
会
の
山
の
上
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
　
ン」
れ
は
海
外
版

″
北
か
ら
南

か
ら
″
。　
さ
き
ご
ろ
台
湾
を
訪
問
し

た
高
木
選
手
に
、
印
象
記
を
つ
づ

っ

て
も
ら

っ
た
。

（Ｐ
ｌ４
）

☆
そ
の
ほ
か
、　
一
月
の
高
校
合
宿

の
写
真
と
、参
加
者
の
感
想
（Ｐ
ｌ６
）

用
具
の
話
題
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
最
終

回
、
次
回
か
ら
は
シ
ャ
ト
ル
の
話
が

始
ま
る
。

（Ｐ
ｌ８
）

私のひとこと



第
二
回
全
日
本
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

・
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
、
ベ
テ
ラ
ン
の
高
木
紀
子
選

手

（東
海
女
短
大
教
員
）
が
優
勝
、

鮮
や
か
な
復
活
ぶ
り
を
示
し
た
。

高̈
木
選
手
と
い
え
ば
選
手
生
活
十

二
年
。
海
外
遠
征
も
十
余
回
と
い
う

豊
富
な
キ
ャ
リ
ア
を
誇
り
、
全
日
本

を
は
じ
め
数
々
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得

日
本
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
を
今
日
の

隆
盛
に
ま
で
引
き
上
げ
た
最
大
の
功

労
者
で
あ
る
。

四
十
年
前
後
に
、
と
も
に
覇
を
競

い
合

っ
た
横
山
満
子
選
手

（帝
石
秋

田
）
を
は
じ
め
、
か
っ
て
の
同
僚
は

次
々
と
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
が
、

こ
の
現
役
最
古
参
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

今
も
な
お
第

一
戦
で
活
躍
し
て
い
る

の
は
、
勝
負
に
対
す
る
異
常
な
ま
で

の
執
念
と
、
研
究
熱
心
さ
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
選
手
は
、
そ
こ
を
す
か
さ
ず

二
十
八
歳
と
い
う
年
齢
か
ら
来
る
　
見
て
と
っ
た
の
だ
ろ
う
。
第

一
ゲ
ー

体
力
の
お
と
ろ
え
は
さ
す
が
に
か
く
　
ム
か
ら
積
極
的
に
動
い
た
。
ま
ず
四

せ
ず
、
ひ
と
こ
ろ
の
よ
う
な
鋭
さ
は
　
方
に
シ
ャ
ト
ル
を
散
ら
し
て
相
手
の

影
を
ひ
そ
め
た
が
、　
″
う
ま
み
″
は
　
出
方
を
見
、
前

へ
の
動
き
が
悪
い
と

ま
す
ま
す
円
熟
味
を
加
え
て
き
た
。　
　
見
る
と
、
ネ

ッ
ト
・プ
レ
ー
に
誘
い
、

十
日
の
試
合
を
も
う

一
度
振
り
返
　
後
陣
が
お
ろ
そ
か
と
見
る
と
、　
ロ
ン

っ
て
み
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
後
方
に
決
め
た
。

準
決
勝
で
高
坂
選
手

（青
学
大
）
　

　

ま
と
も
に
打
ち
合

っ
た
ら
、
力
負

み̈
え
イ
ド
ぼ

知̈
葛
て
い

た̈
¨

ベ
テ
ラ
ン
の
味
、
さ
す
が
高
木
の
ヨ
ミ

を

一
方
的
に
く
だ
し
、
自
己
の
ベ
ー
　
け
す
る
こ
と
は
日
に
見
え
て
い
る
。

ス
を
つ
か
ん
だ
よ
う
だ

っ
た
。
決
勝
　
こ
の
あ
た
り
の
ョ
ミ
は
高
木
選
手

一

の
相
手
の
湯
木
選
手

（日
女
体
大
）
　

流
の
も
の
。

「
相
手
と
三
度
打
ち
合

は
、
第

一
回
大
会

（四
十
五
年
）
の
　

えヽ
ば
弱
点
を
見
抜
く
」
と
い
わ
れ
る

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
、
ア
ジ
ア
大
会
の
　
高
木
選
手
の
ョ
ミ
は
定
評
の
あ
る
と

女
子
単
で
も
金
メ
グ
ル
を
獲
得
し
て
　

，け
０
だ
が
、
こ
の
試
合
で
そ
れ
が
み

お
り
、
パ
ワ
ー
で
は

一
枚
上
。
だ
が
　
ご
と
に
実
証
さ
れ
た
。

準
決
勝
の
対
高
崎

（東
大
阪
短
大
）
　

　

１
１
１
の
あ
と
の
第
ニ
ゲ
ー
ム
、

戦
で
右
足
首
を
ひ
ね
っ
た
ら
し
く
、　
　
１
ポ
イ
ン
ト
と
ら
れ
た
が
す
ぐ
６
ポ

動
き
が
鈍
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ト
を
連
取
、
最
後
ま
で
余
裕
を

見
せ
た
戦
い
ぶ
り
だ

っ
た
。
得
点
の

ほ
と
ん
ど
が
湯
木
選
手
の
レ
シ
ー
プ

ミ
ス
。
そ
れ
ほ
ど
高
木
選
手
の
シ
ャ

ト
ル
が
、
受
け
に
く
い
コ
ー
ス
に
飛

ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

高
木
選
手
は
掛
川
西
高

（静
岡
）

時
代
、
練
習
の
や
り
す
ぎ
で
右
手
首

を
痛
め
、
今
で
も
左
手
と
比
べ
、
半

分
ほ
ど
し
か
う
し
ろ
へ
そ
り
返
せ
な

い
。
リ
ス
ト
が
う
ま
く
使
え
な
い
か

ら
バ

ッ
ク

ハ
ン
ド
が
弱
い
―
―
こ
の

欠
点
を
補
う
た
め
動
き
を
よ
く
す
る

工
夫
や
、
相
手
の
タ
マ
す
じ
を
ヨ
ミ

研
究
を
重
ね
た
と
い
う
。

優
勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、
六
百
人

を
越
え
る
歓
衆
か
ら
割
れ
る
よ
う
な

拍
手
が
高
木
選
手
に
送
ら
れ
た
。
高

木
選
手
の
、
こ
の
旺
盛
な
研
究
心
を

観
客
は
よ
く
知
り
、
長
く
活
躍
す
る

こ
と
を
願

っ
て
の
も
の
だ

っ
た
に
違

い
な
い
。
（読
売
新
聞

・
後
藤
昌
弘
）

第
二
回
全
日
本
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
ズ

。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、　
一
月
十

日
、
東
京

・
駒
沢
屋
内
競
技
場
で
行

な
わ
れ
た
。

前
年
度
の
国
内
、
国
際
主
要
競
技

会
で
優
勝
も
し
く
は
、
そ
れ
に
準
ず

る
選
手
だ
け
を
集
め
た
こ
の
大
会
は

相
沢
、
竹
中
（ヨ
ネ
ヤ
マ
）柴
山

（東

大
阪
短
大
）
ら
予
定
者
の
欠
場
で
、

い
さ
さ
か
さ
び
し
か
っ
た
か
、
内
容

は
充
実
、
高
木
紀
子
が
前
回
の
覇
者

湯
木
を
破
り
初
優
勝
し
た
。

私

の

観

戦

記

◎
見
習
う
べ
し
ベ
テ
ラ
ン

高
木
の

″
フ
ァ
イ
ト
と

ね
ば
り
″

「
ど
う
も
日
頃
の
練
習
が
思
う
よ

う
に
で
き
な
く
て
…
…
」
と
筆
者
に

語

っ
て
い
た
高
木
は
、
準
決
勝
で
の

対
高
坂
戦
で
第
１
ゲ
ー
ム
を
先
販
さ

れ
る
苦
戦
を
演
じ
た
。

一剛
ュ
杯

コ
ー
チ

毛

利

清

志

ス
ト
ロ
ー
ク
に
も
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
も
練
習
不
足
が
あ
り
あ
り
と
う
か

が
え
た
が
、
特
に
ク
リ
ヤ
ー
と
ロ
ン

グ

・
サ
ー
ビ
ス
に
伸
び
が
な
く
、
好

調
裡
に
石
崎
を
斥
け
て
勢
い
に
乗

っ

た
高
坂
に
先
手
先
手
と
攻
め
ま
く
ら

れ
て
８
１
２
と
リ
ー
ド
さ
れ
た
。

８
１
８
ま
で
高
木
が
追
い
上
げ
た

も
の
の
、
高
坂
の
コ
ー
ナ
ー
ワ
ー
ク

と
ネ
ッ
ト
際
の
巧
妙
な
攻
め
が
冴
え

て
Ｈ
１
８
と
高
坂
。

第
２
ゲ
ー
ム
は
よ
う
や
く
汗
を
か

き
、　
コ
ー
ト
に
も
慣
れ
て
き
た
高
木

が
す
べ
て
の
点
で
高
坂
を
上
回
り
、

対
す
る
高
坂
は
、
凡
失
の
連
続
で
■

１
０
と
高
木
の
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
勝

ち
。第
３
ゲ
ー
ム
は
、
ね
ば
る
高
木
と

あ
せ
る
高
坂
の
差
が
は
っ
き
り
現
わ

れ
、
第
１
ゲ
ー
ム
と
は
全
く
対
象
的

に
８
１
２
と
高
木
が
リ
ー
ド
。
高
坂

得
意
の
ド

ロ
ッ
プ

。
シ
ョ
ッ
ト
も
調

子
づ
い
た
高
木
に
は
通
用
せ
ず
、
高

坂
の
凡
失
も
手
伝

っ
て
ｎ
１
３
と
高

木
が
決
め
た
。

（
４０
分
）

◎
ス
ピ
ー
ド
、

高
崎
の
善
戦

一
方
、
湯
木
×
高
崎
の
準
決
勝
は
、

湯
木
が
不
調

（昨
年
１２
月
の
ア
ジ
ア

大
会
当
時
よ
り
左
脚
ア
キ
レ
ス
手
術

部
に
鈍
痛
が
あ
り
、
冬
休
み
中
、
岡

山
に
て
加
療
…
…
）
と
は
い
え
、
高



崎
の
善
戦
が
光

っ
た
。

即
ち
、
ス
ピ
ー
ド
に
溢
れ
た
ド
リ

ブ
ン
・
ク
リ
ヤ
ー
で
押
し
ま
く
り
、

第
１
ゲ
ー
ム
は
１０
１
８
と
リ
ー
ド
し

な
が
ら
、
湯
木
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
ネ

ッ
ト
際
か
ら
の
フ
ェ
イ
ン
ト
で
追
い

つ
か
れ
、
１２
１
・０
と
落
し
た
が
、第
２

ゲ
ー
ム
は
６
１
１
と
リ
ー
ド
の
後
一、

ｎ
１
７
で
も
の
に
し
て
、
フ
ァ
イ
ナ

ル
に
持
ち
こ
む
頑
張
り
を
見
せ
た
。

第
３
ゲ
ー
ム
も
湯
木
の
凡
失
で
６

１
０
と
は
な
し
て
チ
ェ
ン
ジ

ｏ
エ
ン

ド
を
取
っ
た
が
、
６
１
３
、
６
１
６

と
追
い
あ
げ
、
本
領
を
発
揮
し
て
追

い
こ
み
を
か
け
る
湯
木
に
対
し
、
高

崎
は
先
手
先
手
と
振
り
回
さ
れ
て
、

◇

一
回
戦

全
く
な
す
す
べ
な
く
ｎ
１
６
で
湯
木

が
決
勝
に
進
ん
だ
。

０
１
６
か
ら
ｎ
点
ま
で
湯
木
が
着

実
に
得
点
を
重
ね
た
間
に
、
高
崎
は

１
点
も
販
れ
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、

こ
の
辺
に
実
力
の
相
違
が
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

（”
分
）

決
勝
で
は
対
高
坂
戦
で
充
分
に
暖

っ
た
高
木
に
対
し
、
そ
の
間
、約
５０
分

高木復調、二代目の
｀
女王
クに

◇
決
　
勝

第 2回全日本女子チャンピオンズ。トーナメン ト

決 勝 で湯 木 を押 え る
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高

坂

高

つ も 面
｀
暖 第 と 動 い

た 果 ロ ア ま 2高 き た°
さ を ジ リ ゲ 木 が 湯
ん 保 ア 調 1が 重 木
と ち 大 子 ム 先 く は
秘
｀
会 の に 勝

｀ ｀

術 本 シ 上 現
°
第 冷

を 大 ン つわ 最 1え
つ 会 グ て れ 大 ゲ こ
く の ル き た の lん
し 2ス た ゛ャ ム だ

▲足の不調をおして,なお,最後まで正々堂々と戦って前回のチャンピオン湯木
(相手は準決勝の高崎)

高
木
は
練
習
不
足
で
ス
タ
ミ
ナ
的

に

「
何
と
か
し
て
ス
ト
レ
ー
ト
に
勝

ち
を
決
め
た
い
」
と

一
気
に
勝
負
に

出
た
〃
か
く
し
て
両
者
の
強
烈
な
ラ

リ
ー
の
応
酬
は
、
こ
の
日
の
決
勝
に

ふ
さ
わ
し
い
盛
り
上
り
を
見
せ
て
く

れ
た
の
で
あ
る
。

六
百
人
の
観
衆
が
惜
し
み
な
く
送

る
拍
手
の
中
で
、
内
容
の
濃
い
シ
ー

ソ
ー

・
ゲ
ー
ム
が
繰
り
返
さ
れ
、
手

に
汗
握
る
息
づ
ま
る
攻
防
戦
の
末
、

動
き
に
も
ス
ト
ロ
ー
ク
に
も
ス
ピ
ー

ド
の
上
回

っ
た
湯
木
が
１１
１
８
と
販

っ
て
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
も
つ
れ
こ
ん

だ
。

◎
不
調
の
脚
に
鞭
打

っ
て

礼
を
尽
し
た
湯
木

第
３
ゲ
ー
ム
、
観
衆
は
当
然
第
２

ゲ
ー
ム
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
熱
戦

を
期
待
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
ア
ッ
ケ
な
い
幕
切

れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
２
ゲ
ー
ム

「
さ
す
が
」
と
思
わ

せ
る
実
力
を
見
せ
た
湯
木
も
、
第
２

ゲ
ー
ム
後
半
か
ら
左
足
の
痛
み
が
ひ

ど
く
な
り

「
ア
キ
レ
ス
腱
の
手
術
部

分
が
ず
き
ず
き
痛
み
、
立

っ
て
い
る

だ
け
で
も
左
脚
全
体
が
プ
ル
プ
ル
ふ

る
え
る
」

（湯
木
談
）
第
３
ゲ
ー
ム

は
全
く
別
人
の
よ
う
に
動
き
が
止
ま

っ
て
し
ま
っ
た
。

キ
ケ
ン
も
止
む
を
得
な
い
体
調
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

「
気
を
つ
け
て
や

れ
ば
大
文
夫
と
思
い
ま
す
か
ら
…
」

木
２
一
・・９．．
‐―‐
３．． ７

１
湯

顆

』
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独
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と
、
対
戦
者
高
木
や
観
衆
に
対
す
る

札
節
を
重
ん
じ
て
、
最
後
ま
で
務
め

た
湯
木
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に

讚
辞
を
惜
し
ま
な
い
。

ま
た
、
練
習
不
足
を
持
ち
前
の
根

性
と
ね
ば
り
で
克
服
し
、
見
事
女
王

の
座
に
つ
い
た
ベ
テ
ラ
ン
高
木
の
大

活
躍
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、

大
方
の
若
手
選
手
各
位
に

″本
当
の

高
木
の
良
さ
″
を
大
い
に
見
習
う
よ

う
切
に
望
ん
で
止
ま
な
い
。
ト
ッ
プ

試
合
の
高
崎
に
対
す
る
陣
内

（本
大

会
唯

一
の
高
校
生
）
は
、
第
１
ゲ
ー

ム
中
盤
ま
で
は
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
を

演
じ
る
程
の
出
来
栄
え
だ
っ
た
。

し
か
し
、
■
１
８
で
第
１
ゲ
ー
ム

を
先
取
さ
れ
て
か
ら
は
、
ま
る
で
蛇

に
明
ま
れ
た
蛙
の
よ
う
に
動
け
な
く

な
り
、
高
崎
の
早
い
テ
ン
ポ
に
つ
い

て
い
け
ず
、
第
２
ゲ
ー
ム
は
■
１
２

と
惨
敗
に
終
っ
た
。
練
習
不
足
の
よ

う
に
も
見
え
た
が
実
力
的
に
も
順
当

な
線
だ
ろ
う
。

（２０
分
）

第
２
試
合
に
高
坂
と
対
戦
し
た
石

崎
も
、
ス
タ
ミ
ナ
に
は
自
信
を
持
ち

な
が
ら
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
面
で
高
坂

が
上
回
り
、
第
１
ゲ
ー
ム
中
盤
か
ら

は
振
り
回
さ
れ
た
タ
マ
を
追
う
の
が

精
い
っ
ぱ
い
と
な
り
、
■
１
６
、
ｎ
ｌ

４
と
高
坂
の
ベ
ー
ス
に
終
始
し
た
。

（２０
分
）

◎
着
手
に
ほ
し
い

粘
り
の
気
力

総
体
的
に
若
手
選
手
の
敗
因
は
自

滅
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
ど
ん
な
に

拾
わ
れ
て
も
ね
ば
ら
れ
て
も
、
若
さ

と
体
力
に
も
の
を
い
わ
せ
て

″
ね
ば

り
返
す
´
気
力
を
養

っ
て
欲
し
い
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
シ
ン
グ
ル
ス
に
お
け
る
最

も
大
切
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
の

一
つ
で
あ

る
こ
と
を
キ
モ
に
銘
じ
て
‥
…
。

◎
淋
し
か

っ
た

３
選
手
の
欠
場

今
回
上
む
を
得
ず
欠
場
し
た
相
沢

（腰
の
故
障
）
、
竹
中

（
ひ
ざ
の
故

障
）
、
柴
山

（母
の
病
気
）
の
三
者

が
出
場
し
て
い
た
ら
、
大
会
は
更
に

盛
り
上
り
を
見
せ
て
く
れ
た
で
あ
ろ

う
し
、
ま
た
、
勝
敗
の
地
図
も
大
巾

に
塗
り
か
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
？

そ
の
点
の
淋
し
さ
は
い
か
ん
と
も

し
が
た
い
が
、
三
者
と
も
来
年
開
催

予
定
の
第
６
回
ュ
杯
大
会
日
本
チ
ー

ム
の
強
力
な
候
補
だ
け
に
、
寸
時
も

早
く
完
全
な
体
調
や
生
活
環
境
を
整

え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

日
本
協
会
広
報
委
員

前
関
東
学
連
委
員
長

中
　
田
　
正
　
彦

（日
大
Ｏ
Ｂ
）

今
度
の
大
会
で
は
、
試
合
の
休
み

時
間
に
、　
一
般
観
客
を
集
め
て
、
ぶ

っ
つ
け
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
大
成
功
し
た
。

話
は

一
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
大成功したファンの

｀
即席ゲーム

″
たいへんだ .′ 賞品が足らないよ

会
と
は
試
合
だ
け
あ
れ
ば
い
い
と
い

う
も
の
で
は
な
い
、
と
考
え
て
い
た

日
本
協
会
広
報
委
の
秦
さ
ん
は
、
こ

の
点
に
つ
い
て
村
山
事
務
局
長
と
何

度
か
相
談
し
て
い
た
。

た
ま
た
ま
、
前

回

大
会

終
了
直

後
、
取
材
に
来
て
い
た
共
同
通
信
の

竹
市
記
者
が

「
コ
ー
ト
で
打

っ
て
み

た
い
、
と
も
ら
し
た
の
で
、
さ

っ
そ

く
ラ
ケ
ッ
ト
を
持

っ
て
き
た
。

そ
の
と
き
、　
コ
ー
ト
サ
イ
ド
で
は

フ
ァ
ン
が
湯
木
選
手
ら
に
サ
イ
ン
を

求
め
た
り
、
話
を
き
い
た
り
し
て
い

た
の
で
、
女
の
子
の
一
人
に

「
フ
ー

バ
ー

・
コ
ー
ト

（英
国
か
ら
購
入
し

た
高
価
な
マ
ッ
ト
）
で
打

っ
て
み
る

か
い
」
と
さ
そ
っ
て
み
た
。

「
う
わ
―
、
う
れ
し
い
」
そ
の
女

の
子
の
グ
ル
ー
プ
が
シ
ャ
ト
ル
を
打

ち
は
じ
め
る
と
、
帰
り
か
け
た
十
数

人
の
小
、
中
、
高
校
生
ら
も
戻
っ
て

き
て
し
ま
っ
た
。

羽
根
を
追
い
な
が
ら
、協
会
役
員
、

記
者
、
選
手
、
フ
ァ
ン
の
交
流
が
そ

の
場
で
始
ま
っ
た
。　
フ
」
れ
だ
。
こ

の
か
た
ち
を
組
織
化
し
た
ら
」
と
秦

さ
ん
は
思

っ
た
。
こ
れ
が
、
今
回
の

企
画
の
き
っ
か
け
だ

っ
た
。

さ
て
、
当
日
。
晴
天
な
が
ら
会
場

は
凍
り
つ
く
よ
う
な
寒
さ
だ

っ
た
が

開
幕

一
時
間
前
に
、
か
な
り
の
お
客

が
席
に
つ
い
て
い
た
。

よ
し
、
フ
ァ
イ
ト
が
わ
い
て
き
た
。

マ
イ
ク
で

「
集
合
」
の
呼
び
か
け
が

放
送
さ
れ
る
と
、
小
学
生
か
ら
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、中
年
？
男
性
ま
で
、
た
ち

ま
ち
フ
ロ
ア
に
は
人
垣
が
で
き
た
。

５
点
先
取
の
シ
ン
グ
ル
ス
、
と
考

え
て
始
め
た
ゲ
ー
ム
だ

っ
た
が
、
人

が
多
す
ぎ
る
た
め
、
途
中
か
ら
ダ
ブ

ル
ス
に
変
え
、
集
ま
っ
た
見
知
ら
ぬ

も
の
同
士
で
、
即
席
ペ
ア
を
組
ん
で

も
ら
っ
た
。

協
会
で
用
意
し
た
参
加
賞
が
五
十

個
で
は
た
ら
な
く
な
り
、
あ
と
で
送

る
約
束
を
す
る
と
い
う

ハ
プ

ニ
ン
グ

ま
で
お
き
た
。
さ
さ
や
か
で
も
、
こ

の
日
の
思
い
出
は
、
き

っ
と
参
加
者

の
胸
に
き
ざ
み
込
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

「
よ
か
っ
た
。
今
後
も
…
…
」
秦

さ
ん
と
私
た
ち
は
話
し
あ
っ
た
。

読
者
の
み
な
さ
ん
、
あ
あ
し
た
ら
、

こ
う
し
た
ら
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
、

よ
い
企
画
が
あ

っ
た
ら
、
日
本
協
会

ま
で
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。



第
２
回
全
日
本
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
ズ

。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、　
一
月
十

日
、
駒
沢
体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
熱
心
な
六
百
名
を
こ
え
る
人
達

の
前
で
東
京
１２
チ
ヤ
ン
ネ
ル
の
電
波

に
の
っ
た
。
第
１
回
優
勝
の
湯
木
選

手
を
阻
ん
で
考
巧
の
高
木
選
手
が
見

事
に
優
勝
し
、
輝
く
大
杯
を
い
く
つ

も
そ
の
手
中
に
収
め
た
。

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
が
年
次

主
催
大
会
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

一
堂

に
集
め
て
、
王
者
の
中
の
王
者
を
決

定
す
る
こ
の
大
会
は
、
丁
度
、
七
草

を
終
え
る
新
春
に
行
な
わ
れ
る
ビ

ッ

グ

・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
華
や
か
に

そ
の
年
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
幕
開
け

と
な
る
。

ま
た
そ
の
年
の
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

の
幸
先
を
占
な
う
も
っ
て
こ
い
の
コ

ン
パ
ス
と
も
な
り
、
引
続
き
派
遣
さ

れ
る
、
事
実
上
の
世
界
選
手
権
と
い

わ
れ
る
オ
ー
ル
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
選

手
権
大
会

へ
の
大
き
な
指
針
と
な
る

大
事
な
大
会
な
の
で
、
協
会
の
幹
部

は
勿
論
、
心
あ
る
。ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛

好
者
の
関
心
は
極
め
て
高
く
、
こ
の

大
会
の
プ
レ
ー
の
細
部
や
、
選
手
の

体
調
に
も
気
を
配

っ
て
注
目
し
て
い

る
。
周
知
の
如
く
、
日
本
は
女
子
の

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
を
重
ね

て
保
持
し
て
い
る
。
こ
の
国
別
対
抗

団
体
戦
で
は
、
第
５
回
で
タ
イ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ

力
と
対
戦
、
第
６
回
で
は
王
者
と
し

て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
対
戦
、
計
５
対

抗
戦
の
う
ち
、
最
終
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
戦
で
、
ト
ッ
プ
の
湯
木
選
手
が
ミ

ナ
ル
ニ
選
手
に
敗
れ
た
も
の
を
除
い

て
、
十
五
戦
十
四
勝
と
い
う
シ
ン
グ

ル
ス
圧
勝
の
戦
績
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
征
覇
に
導
い
た
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
も
全

英
選
手
権
大
会
で
六
九
年
、
七
〇
年

と
引
続
き
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
座
を
抑
え
て
い
る
。
こ
の

こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
、
今
や
日
本

の
シ
ン
グ
ル
ス
こ
そ
世
界
の
シ
ン
グ

ル
ス
で
あ
る
と
い
え
る
。

換
言
す
れ
ば
、
こ
の
女
子
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
ズ

・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
の
試

合
は
、
世
界
の
ど
こ
で
も
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
、
現
在
の
最
高
の
技
術

水
準
を
占
め
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ

て
、
も
し
世
界
が
、
少
く
も
関
東
地

区
位
の
エ
リ
ア
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

外
人
愛
好
者
が
観
戦
に
押
し
よ
せ
て

機
動
隊
が
整
理
に
当
る
よ
う
な
光
景

と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

幸
か
不
幸
か
、
日
本
で
は
陽
光
よ

う
や
く
当
り
初
め
の
競
技
の
た
め
、

愛
好
者
は
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
静
粛
な

品
位
を
保

っ
て
楽
し
く
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

昨
年
は
高
木
、
相
沢
両
選
手
の
病

欠
も
あ
り
、
湯
木

・
竹
中
の
新
鋭
同

士
の
激
し
い
戦
い
で
あ
っ
た
。
今
年

は
ア
ジ
ア
競
技
大
会
か
ら
の
故
障
の

た
め
、
竹
中
、
相
沢
両
選
手
を
欠
い

て
行
な
わ
れ
、
湯
木
×
高
木
の
決
勝

と
な

っ
た
。

さ
す
が
の
鉄
人
湯
木
選
手
も
決
勝

戦
第
２
ゲ
ー
ム
の
頃
か
ら
、
昨
春
断

裂
し
た
ア
キ
レ
ス
腱
の
負
担
が
見
え

て
、
名
手
高
木
選
手
の
粘
り
と
気
晩

を
つ
い
に
か
わ
し
切
れ
ず
、
連
覇
は

夢
と
な
っ
た
。

現
在
の
日
本
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

確
か
に
男
子
陣
の
充
実
と
女
子
ダ
ブ

ル
ス
の
向
上
を
計
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
世
界
に
輝
く
″
金

看
板
´
の
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
を
電
波

に
の
せ
て
広
く
世
に
示
す
こ
と
も
絶

対
に
必
要
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

こ
の
大
会
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
達
を

軸
に
、
そ
れ
に
準
ず
る
大
選
手
や
、

将
来
を
荷
う
新
鋭
選
手
を
協
会
が
選

抜
し
て
８
人
で
構
成
す
る
。
こ
れ
は

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
み
で
８
人
は
求
め

ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
が
、
出
場
の

選
手
達
が
、
こ
の
意
義
あ
る
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
か
ら
、
身
を
も
っ
て
学
び
と

る
も
の
は
極
め
て
大
で
あ
る
に
違
い

な
い
。

日
本
協
会
副
会
長

森

友

徳

兵

衛

こ
の
大
会

へ
の
出
場
そ
の
も
の
は

何
人
も
の
名

コ
ー
チ
の
指
導
に
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
８

人
の
中
心
に
選
ば
れ
て
の
出
場
そ
れ

自
体
が
極
め
て
名
誉
な
こ
と
で
あ
る

訳
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
時
期
が
、
総
合
大
会
を

終
え
て
年
末
年
始
に
か
か
る
た
め
、

選
手
達
の
体
調
の
保
持
や
練
習
量
の

確
保
に
つ
い
て
難
点
が
あ
る
こ
と
は

否
め
な
い
。
こ
の
点
を
よ
く
研
究
し

て
、
他
の
人
に
負
け
な
い
よ
う
克
服

す
る
努
力
こ
そ
、
栄
光
あ
る

″
ク
イ

ー
ン
ｏ
オ
ブ

・
ク
イ
ー
ン
ズ
″
た
り

得
る
道
で
あ
る
。

▲スタンドでは持参のランチなども開きながら,大勢のワァンが楽しむ

″世
界

一

の
内
容
に
ま
で
一品
め
よ
う

一
大
会
の
意
義
と
成
果

一

羮

懃

凸

%
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あっばれ、学生陣が 4-1で圧勝
第 5回 全日本男子社会人・学生対抗競技会

女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
に
続
く
シ

ー
ズ
ン
開
幕
の
イ
ベ
ン
ト
第
二
弾
、

第
五
回
社
会
人

・
学
生
対
抗
競
技
会

は
、
二
月
二
十

一
日
、
東
京

・
代
々

木
第
二
体
育
館
で
行
な
わ
れ
た
。

く
初
戦
を
モ
ノ
に
し
て
学
生
陣
圧
勝
の
口
火
を
切
っ
た

谷
口
選
手

全
日
本
の
ト
ッ
プ
級
男
子
を
集
め

た
こ
の
大
会
は
、
や
は
り
、
東
京
１２

チ
ャ
ン
ネ
ル

・
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ

ま
た
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
を
上
回
る

フ
ア
ン
が
ス
タ
ン
ド
を
う
ず
め
、
盛

況
だ

っ
た
。

対
戦
は
、
顔
ぶ
れ
か
ら
み
て
、
社

会
人
組
の
優
勢
か
と
思
わ
れ
た
が
、

学
生
陣
は
、
若
さ
と
フ
ァ
イ
ト
で
先

輩
を
圧
し
、
２
複
３
単
の
試
合
の
う

ち
、
イ
ン
カ
し
優
勝
者

・
杉
山

（日

大
）
が
全
日
本
総
合
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

小
島

（
ヨ
ネ
マ
マ
）
に
屈
し
た
ほ
か

は
４
点
を
制
し
、
４
１
１
で
勝
利
を

飾
っ
た
。

一
観

戦

記

一

き

い

た

谷

口

の

過
去
３
１
１
と
社
会
人
優
勢
の
う

ち
に
行
な
わ
れ
た
第
５
回
の
社
会
人

・
学
生
対
抗
戦
は
、
学
生
陣
よ
く
奮

起
し
て
４
１
１
の
大
差
で
勝
利
を
も

の
に
し
た
。

団
体
戦
の
た
め
、　
一
つ
の
試
合
の

勝
敗
が
後
続
の
試
合
に
か
な
り
の
影

響
を
与
え
、
勝
敗
の
ム
ー
ド
作
り
に

拍
車
を
か
け
る
こ
と
は
、
否
め
な
い

事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
で
、
第

一
試
合
の
栂
野
尾
を
破

っ
た
学
生
側

谷
口
の
気
迫
は
、
大
い
に
買

っ
て
良

い
と
思
う
。

日
本
協
会
審
判
委
員

山

本

洋

彦

先

制

″金
星
〃

試
合
の
流
れ
を
追

っ
て
み
る
と
、

第
１
ゲ
ー
ム
栂
野
尾
調
子
出
ず
、
加

え
て
谷
口
の
が
ん
ば
り
で
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
で
敗
れ
た
が
、
以
後
、
栂
野
尾

は
除
々
に
調
子
を
あ
げ
、
谷
口
を
押

切
る
か
に
見
え
た
。

し
か
し
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ム

で
谷
口
は
学
生
ら
し
い
フ
ァ
イ
ト
を

も
っ
て
、
素
直
に
ブ
レ
ー
し
、
金
星

を
あ
げ
た
の
は
立
派
だ

っ
た
。
栂
野

尾
の
不
出
来
と
い
う
よ
り
は
、
む
し

ろ
谷
口
の
善
戦
を
讃
え
た
い
。

抜

群
、
小

島

の

速

攻

作

戦

社
会
人
小
島
対
学
生
杉
山
の
対
決

も
、初
顔
合
せ
で
あ
り
、杉
山
が
闘
志

盛
ん
で
あ
っ
た
た
め
、
好
試
合
を
期

待
し
た
が
、
さ
す
が
王
者
の
小
島
。

ゲ
ー
ム
開
始
早
々
、
猛
然
と
ラ
ッ
シ

ュ
し
て
早
い
ペ
ー
ス
で
杉
山
を
か
く

乱
し
た
。

こ
の
た
め
、
杉
山
は
完
全
に
自
己

の
ベ
ー
ス
を
乱
さ
れ
、
第
１
ゲ
ー
ム

が
終
わ
る
ま
で
、
何
と
か
ペ
ー
ス
を

自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

ば
か
り
で
、
完
全
に

″
先
手
必
勝
″

の
見
本
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。私
は
試
合
の
前
日
、
研
修
館
で
の

合
同
練
習
後
、
夕
食
を
と
も
に
し
な

が
ら
、
杉
山
が

「
小
島
さ
ん
、
も
っ

と
ゆ
っ
く
り
や
り
ま
し
ょ
う
よ
。
と

碍

・
一

”ヽ
■
導ヽ
一ヽ



学

生
４
（鮮
２２
［‐―

１
社

会

人

杉
　山
０⌒６．．日
・５．５）２瑯
“「
○

（。騨大鴻２（・５．５日７５）０務鉾剛鴨

○．研軋鋼２（・５．５日
４６）０鰍
細
店（謝

（注
）
通
算
は
社
会
人
の
３
勝
２

敗
と
な
っ
た
。

て
も
つ
い
て
い
け
な
い
」
と
話
し
て

い
た
の
を
思
い
出
し
、
こ
の
よ
う
な

一
寸
し
た
こ
と
を
敏
感
に
と
ら
え
、

ゲ
ー
ム
に
生
か
し
た
小
島
は
、
や
は

り
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
わ
け
だ
と

感
心
し
た
し
だ
い
で
あ
る
。

そ
の
他
の
試
合
に
つ
い
て
も
、
学

生
陣
好
調
で
、
社
会
人
チ
ー
ム
を

一

方
的

と

い
え
る

ほ
ど
に
押
し
ま
く

り
、
勝
利
を
手
中
に
し
た
。

こ
の
大
会
も
第
五
回
と
な
る
が
、

学
生
と
社
会
人
が
ラ
ケ
ッ
ト
を
交
わ

す
の
は
、
全
日
本
総
合

以
外

に
な

い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
こ
の
大

会
が
更
に
内
容
を
充
実
し
、
大
き
な

盛
上
り
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

（筆
者
は
大
会
当
日
、

テ
レ
ビ
解
説
者
を
つ
と
め
た
）

○

釜谷

本口
ム
151018
111
51516

1

ヤ⌒栂
マ ヨ野Vネ
尾

01
V。．一甲螂っ（１５．５日５６）０神｝せ卍馳

う
れ
し
か
っ
た
ス
タ
ン
ド
の
声
援

装

一年

草

島

正

治

新
人
戦
が
過
ぎ
て
か
ら
ラ
ケ
ッ
ト

を
持

っ
た
の
が
数
え
る
く
ら
い
だ

っ

た
の
で
、
す
ご
く
不
安
で
あ

っ
た
。

ま
し
て
や
テ
レ
ビ
中
継
だ
と
云
う

こ
と
だ

っ
た
の
で
、
勝
ち
負
け
よ
り

も
、
内
容
の
な
い
試
合
に
な
り
は
し

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
先
に
立
っ

て
、
リ
ー
グ
戦
、
そ
の
他
の
試
合
の

前
日
と
は
ま
た
違
っ
た
不
安
が
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
も
試
合
の
と
き
に
は

隠
せ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

で
も
試
合
は
試
合
、
勝
と
う
と
思

っ
て

一
か
八
か
の
勝
負
に
賭
け
る
し

か
構
え
方
が
な
い
と
思

っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
諦
め
で
は
な

く
や
れ
る
だ
け
や
ろ
う
と
思
う
気
持

ち
で
す
。

そ
れ
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
田
所
君

は
、
少
し
走

っ
て
い
た
よ
う
で
あ

っ

た
し
、
彼
は
頑
張
り
が
き
く
か
ら
少

し
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
試
合
に
臨
む

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

試
合
に
は

一
応
勝
ち
は
し
た
け
れ

ど
、
相
手
の
選
手
の
方
や
、
試
合
を

試
験
後
す
ぐ
試
合
と
い
う
悪
コ
ン

デ
シ
ョ
ン
で
、
試
合
前
は
、
自
分
自

身
弱
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
ゲ
ー
ム
中
に
な
る
べ
く
早
く
自
分

ら
の
ベ
ー
ス
を
つ
か
も
う
と
努
力
し

た
。一
ゲ
ー
ム
は
、
最
初
が
大
事
だ
と

思

っ
て
凡
ミ
ス
を
な
く
し
、
あ
げ
な

い
で
、
相
手
に
あ
げ
さ
す
よ
う
に
し

て
、
自
分
ら
が
打

つ
、
な
ん
で
も
か

ん
で
も
打
つ
と
い
う
信
念
で
攻
撃
、

攻
撃
を
考
え
た
。

レ
シ
ー
プ
に
回

っ
た
時
は
、
レ
シ

見
に
来
て
く
だ
さ

っ
た
人
達
に
は
悪

く
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
い
つ
も
の
こ
と
で
す
が
、

拍
手
や
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
、
見
ら

れ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
気
持
が
起

っ

て
、　
一
生
懸
命
に
試
合
が
出
来
、
嬉

し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

社 会 人 ×学 生 対 抗 競 技 会 に 初 参 加 して

早
く
ペ
ー
ス
を
つ
か
も
う
と
努
力

寒

一年

田

所

光

男

―
プ
を
攻
撃
に
切
り
返
し
、
早
く
攻

撃
体
勢
を
作
る
こ
と
を
目
標

に
し

た
。
相
手
に
打
つ
ス
キ
を
与
え
な
い

う
ち
に
打
ち
勝

っ
た
よ
う
な
形
で
し

た
。
ニ
ゲ
ー
ム
は
攻
撃
に
も
余
裕
が

持
て
る
よ
う
に
な
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
試
合
が
で
き
た
。

最
後
に
、
自
分
ら
が

一
生
懸
命
や

っ
て
い
る
の
に
、
な
に
が
お
も
し
ろ

い
の
か
、
観
客
か
ら
笑
わ
れ
る
の
で

ど
う
も
や
り
ず
ら
か
っ
た
で
す
。
し

か
し
、
お
も
し
ろ
い
試
合
が
出
来
て

大
変
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

．．
一巨リ

彗
彗

一
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観
戦
の
ご
利
益
？

子
供
の
羽
根
つ
き
程
度
の
考
え
し

か
持

っ
て
い
な
か
っ
た
私
は
、
思
わ

ず
考
え
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

あ
の
静
か
な
緊
張
し
た
ふ
ん
い
気

の
中
で
、
計
算
さ
れ
た
、
そ
し
て
絵

に
か
い
た
よ
う
な
、　
一
瞬
の
ス
キ
も

与
え
な
い
、
せ
ま
い
コ
ー
ト
内
で
の

機
敏
な
動
き
。

ッ
ト
ヮ
ー
ク
の
早
さ
‥
そ
れ
を
見
つ

め
る
観
衆
。

今
ま
で
に
見
た
野
球
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
等
に
く
ら
べ
る
と
、
派
手
さ
は

な
い
が
、
地
味
な
上
品
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

私
の
会
社
で
も
、
い
ま
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
社
内
大
会
を
行
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
前
回
は

一
回
戦
で
負

け
て
し
ま
っ
た
私
も
、
今
回
は
決
勝

に
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。

き

っ
と
す
ば
ら
し
い
大
会
を
見
た

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

（川
鉄
金
属

工
業

・
習
志
野
工
場
　
ま渥
藤
和
子
）

柔
軟
な
足
腰
、
手
首
の
強
さ
、
フ

杉
山
君
が

一
番
人
気

最
近
は
フ
ァ
ン
層
に
も
大
分
、
幅

が
出
て
き
た
。
写
真

（上
）
に
並
ん

だ
大
連
隊
？
は
東
京

。
三
鷹
市
の
マ

マ
さ
ん
教
室
の
グ
ル
ー
プ
。
こ
の
話

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
次
回
に
。

さ
て
、
こ
の
大
会
で
は
、
試
合
終

了
後
ね
観
客
か
ら
の
質
問
を
受
け
た

が
、
こ
こ
で
人
気
の
あ
っ
た
の
は
杉

山
選
手
。
写
真

（下
）
で
は
照
明
が

暗
く
て
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
ど
う

や
ら
、
女
学
生
フ
ァ
ン
の
わ
ら
い
は

技
術
の
質
問
よ
リ
サ
イ
ン
に
あ

っ
た

ら
し
く
、
ご
当
人
は
大
テ
レ
。

l―
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み
ん
な
で
保
険
に
は
い
ろ
う
―
―

ス
ポ
ー
ツ
界
を
打

っ
て
一
九
と
す
る

傷
害
保
険
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
に
事
故
は
つ
き
も
の
、

と
い
え
ば
多
少
オ
ー
バ
ー
に
な
る
が

一
昨
年
の
長
崎
国
体
、
昨
春
の
全
英

選
手
権
遠
征
等
の
お
り
、　
一
線
級
選

手
が
ア
キ
レ
ス
を
切
る
な
ど
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
で
も
、
時
お
り
、
大
き
な

ヶ
ガ
が
出
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
か
っ
て
本
誌
上
で
も

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
が
、
傷
害

事
故
対
策
に
、
本
腰
を
入
れ
て
取
り

組
む
よ
う
、
問
題
を
提
起
し
た
こ
と

が
あ
る
。

今
回
、
発
足
し
た
保
険
制
度
は
、

日
本
体
育
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

そ
の
た
め
の

´
窓
口
″
ス
ポ
ー
ツ
安

全
協
会
を
つ
く
り
、
こ
の
統
括
の
も

と
に
行
な
う
も
の
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
い
え
ば
、
日
本

協
会
、
地
方
協
会
、
実
業
団
、
教
職

員
、
学
生
の
各
連
盟
の
登
録
者
ば
か

り
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
全

国
こ
ど
も
会
の
メ
ン
パ
ー
な
ど
も
加

入
で
き
る
。

自
分
の
か
ら
だ
は
自
分
で
守
る
の

が
当
然
。
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
励
め
る
よ
う
、
み
ん
な
で
加
入
を

話
し
合
お
う
。

以
下
、
参
考
ま
で
に
、
こ
の
保
険

の
仕
組
み
、
加
入
の
仕
方
、
な
ど
に

つ
い
て
、
説
明
し
て
み
る
。

ｌ

ｏ
加
入
で
き
る
人

こ
の
保
険
に
加
入
で
き
る
の
は
、

厳
密
に
い
う
と
、
個
人
で
は
な
く
、

次
ベ
ー
ジ
の

一
覧
表
に
あ
る
よ
う
な

団
体
に
属
し
て
い
る
人
で
、
①
責
任

者
を
お
い
て
　
②
団
体
の
メ
ン
バ
ー

が
明
確
に
把
握
さ
れ
て
い
る
　
③
メ

ン
バ
ー
十
人
以
上
の
団
体
―
―
の
人

々
が
対
象
。

こ
の
よ
う
に
限
定
し
た
こ
と
に
は

問
題
も
あ
る
が
、
こ
の
制
度
に
従
う

と
、
た
と
え
、
十
人
以
上
の
メ
ン
パ

体
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
か
、
市
の
体
育
館
に
あ
る
パ

ド
ミ
ン
ト
ン

・
ク
ラ
ブ
、
あ
る
い
は

マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ク
ラ
ブ

と
い
っ
た
よ
う
な
団
体
で
あ
る
。

２

ｏ
加
入
の
方
法

あ
な
た
の
グ
ル
ー
プ
が
、
財
団
法

人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
が
前
提
。
こ
の
安
全
協
会

と
い
う
の
は
、
み
な
さ
ん
方
を

一
括

し
て
、
手
続
き
を
代
行
す
る
窓
口
組

は
、
ま
だ
最
終
的
に
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
が
、
各
都
道
府
県
の
庁
内

に
お
か
れ
る
予
定
。
保
険
会
社
は
、

次
の
次
の
ベ
ー
ジ
に
出
て
い
る
東
京

海
上
火
災
の
各
支
店
、
支
社
。
事
故

が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
こ
こ
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
る
。

３

●
保
険
料
と
保
険
金

保
険
料

（
一
年
に
払
い
込
む

金

額
）
は
第

一
種
が
百
円
、
第
二
種
の

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

（Ｃ
）
に
属
す
る

４

・
対
象
と
な
る
事
故

第

一
種
と
二
種
で
は
多
少
、
事
情

が
違
う
。

第

一
種
の
場
合
は
　
①
あ
な
た
が

責
任
者

（監
督
者
）
の
下
で
、
指
示

さ
れ
た
練
習
や
試
合
を
や
っ
て
い
る

と
き
に
事
故
に
あ
っ
た
場
合
と
　
②

あ
な
た
の
団
体
か
ら
指
定
さ
れ
た
集

合
、
解
散
場
所
と
、
あ
な
た
の
住
所

と
の
通
常
の
経
路
往
復
中
に
事
故
に

あ

っ
た
と
き

（
つ
ま
り

「
あ
す
午
前

八
百
九
十
円
（年
額
）
で
満
額
は
百
万
円

十
時
ま
で
公
民
館
に
集
ま
れ
」
と
い

わ
れ
、
家
を
出
て
常
識
的
な
道
筋
を

歩
い
た
り
乗
物
に
乗

っ
た
り
し
て
い

る
時
、
途
中
で
交
通
事
故
に
あ

っ
た

よ
う
な
と
き
）

第
二
種
も
①
は
同
じ
だ
が
、
②
で

は
、
指
定
さ
れ
た
集
合
、
解
散
場
所

と
の
経
路
で
団
体
と
し
て
乗
物
に
乗

っ
て
い
て
事
故
に
あ

っ
た
と
き
に
限

ら
れ
る
。た
と
え
ば
、合
宿

（試
合
）

に
行
く
た
め
、
貸
切
リ
バ
ス
と
か
タ

ク
シ
ー
に
団
体
と
し
て
乗

っ
て
い
て

事
故
に
あ

っ
た
と
き
等
が
そ
う
で
あ

み
ん
な
で
保
険
に
加
入
し
よ
う

―
の
い
る
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ク
ラ
ブ

で
も
、
加
入
希
望
者
が
十
人
に
満
た

な
い
場
合
は
、
加
入
で
き
な
い
の
で

注
意
が
必
要
だ
。

別
表
の
区
分
け
は
、
第
二
種
が
い

わ
ば
、
試
合
を
目
的
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
や
っ
て
い
る
団
体

の

こ

と
。
つ
ま
り
、
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
い

え
ば
、学
校
。
会
社
等
の
ク
ラ
ブ
で
、

専
間
的
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
勉
強
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
だ
。

第

一
種
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ほ
ど

高
度
な
技
術
修
得
が
目
的
で
な
い
団

徴
。
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
は
こ

の
メ
ン
バ
ー
だ
か
ら
、
日
バ
ば
か
り

で
な
く
、
そ
の
地
方
協
会
、
各
連
盟

の
登
録
者
は
、
そ
れ
ら
の
組
織
や
ク

ラ
プ
を
単
位
と
し
て
、
当
然
Ｏ
Ｋ
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
も
い
い
が
、　
マ
マ
さ
ん
連
盟
や
自

衛
隊
の
ク
ラ
ブ
な
ど
で
、
ど
こ
の
協

会
や
連
盟
に
も
登
録
し
て
い
な
い
場

合
は
、
登
録
が
先
決
だ
。

次
に
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
の
地

方
支
部

へ
申
し
出
て
、
書
類
と
保
険

料
を
払
い
込
む
。
安
全
協
会
の
支
部

危
険
度
の
少
い
種
目
な
の
で
八
百
九

十
円
。
事
故
が
あ
っ
た
と
き
に
支
払
わ
れ

る
保
険
金
は
、第

一
種
が
三
十
万
円
、

第
二
種
は
す
べ
て
百
万
円
ま
で
。
死

亡
の
さ
い
は
、
こ
の
満
額
も
ら
え
る

し
、
重
大
な
後
遺
症
の
残

っ
た
場
合

も
、
そ
の
程
度
に
応
じ
、
６
割
以
上

満
額
ま
で
が
支
払
わ
れ
る
。

そ
の
他
、　
一
般
の
ケ
ガ
の
場
合
は

第

一
種
で

一
日
当
た
り
三
百
円
、
第

二
種

一
日
当
た
り
千
円
の
医
療
費
が

出
る
。



る
。
も
し
、
ほ
か
の
み
ん
な
が
バ
ス

で
行
っ
た
の
に
、
自
分
ひ
と
り
だ
け

マ
イ

・
カ
ー
を
運
転
し
て
会
場
に
む

か
う
途
中
、ダ
ン
プ
と
衝
突
し
て
も
、

当
局
は

一
切
、
関
知
し
な
い
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
選
手
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
い
つ
も
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
だ
け
練
習
し
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
。
体
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
環

と
し
て
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
を
と
り
入

れ
る
こ
と
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
場
合
は
第
二
種
の
Ｃ
な

の
で
、
Ｂ
や
Ａ
に
指
定
さ
れ
る
ス
ポ

ー
ツ
を
や
っ
て
い
て
事
故
を
お
こ
し

て
も
支
払
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
危
険
度
の
高
い
も
の
で
事
故

を
起
こ
し
て
も
ダ
メ
。
そ
の
代
わ
り

Ｃ
に
定
め
ら
れ
た
競
技
な
ら
よ
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、　
マ
マ
さ
ん
な
ら

た
っ
た
百
円
、
選
手
で
も
八
百
九
十

円
で
、事
故
を
救
済
し
て
も
ら
え
る
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
に
あ
る

一
般
の

傷
害
保
険
よ
り
ず

っ
と
、
有
利
な
制

度
だ
し
、
個
人
で
ほ
か
の
保
険
な
ど

に
は
い
っ
て
い
て
も
、
こ
れ
は
こ
れ

で
支
払
わ
れ
る
。

ア
キ
ン
ス
腱
を
切
っ
て
、
手
術
を

し
、
三
カ
月
も
休
む
、
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
考
え
た
ら
、
非
常
に
安
い

も
の
。
日
本
協
会
は
各
地
方
協
会
や
三
連

盟
が
全
登
録
者
に
積
極
的
に
働
き
か

け
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

分区 対象となる団体例およびスポーツの種目

種第

(第 2種の対象とな

らない団体とする)

☆主として幼稚園、小中学校、盲学校、聾学校、養護学

校の児童生徒により構成され、学校管理下外の活動を

目的とした団ヘ

(ス ポーツ少年団、子供会、健民少年団、ポーイスカウ

ト、YMCA、 YWCA、 スイミングクラブ等 )

☆高校、高専、大学その他これらの施設に準 した教育訓

練施設のうち、第 2種の対象とならない団偽

☆青年団体、婦人団体などの市民のスポーツ団体や社会

教育関係団体。

種第

(種 目別運動競技団

体および高校、高専、

大学およびこれらに

準 した教育訓練施設、

官公庁、民間会社の

運動 クラブ等のスポ

ーツを目的 とする団

体 とし、運動競技種

目により右記 A、 B、

Cに 区分する。)

Aレ スリング、ポクシング、相撲、空手、拳法、グライ

ダー操縦、アメリカンフットポール、ポプスレー、

リュージュ、スカイダイビング。

B登山、スキー、ホッケー、アイスホッケー、馬術、ラ
:

グビー、サッカー、硬式野球、柔道、自動車操縦、水

上スキー、ワンダーフオーグル、パイアスロン、カヌ

ー、近代五種、合気道、スキンダイビング。

C余1道、フェンシング、自転車乗用、スケー ト、卓球、

庭球、水球、軟式野球、射撃 ハンドポール、バスケ
ットポール、パレーボール、ヨット、陸上競技、重量

挙、′ヽ ドミントン、ゴルフ、ソフ トボール、弓道、ア

ーチェリー、体操、なぎなた、ポデービル、ポー ト。

注、第 2種のCの 運動競技種 目を目的とするが、対外試合、練習計画に基づ く定

期的な活動を行わない団体については第 1種 として取扱います。
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え
^支
社 550 大層市西区九条通りlT日 24■の0(住友生命九条ビル5層 )大 阪 (“)(口 !)2577(代 )

摯 晨 ,I1 666 大晨市rn逮 区新川:丁 目712■ ● (一茉ビル511)大 厳 (“)(“ 3)2131(代 )

阿佑野 ■ l1 545 燎 前日印m薔哺的

“

!T日 5■3号 (購 tン タービル4お) 大 臓 (“)(“ ,)2851(R)
稟失瞑支l1 577 東大目市2代 2T日 13`地 (ロニビル3日 )大 限(6)(22)1366(R)
茨 木 支 社 567 ミ 木 市 西 釈 虜 II S - 1(ま 木口綸■●腱4● )茨  ホ (17")(23)0335(R)
■ 中 支 ll 鰤  ●中市 オ●ri -124-,(■ ●籠息ビル1層 ), 中 (“0)(54)3165(代 )

暉 支 社 |∞  キ 市 

“

 静 ● 「r l T13(は ,澤 ビル|[) 好 (0722)(33)3525(R)
澤和田支It S" 岸 和 al ● = ネ ●r ` 1 9 ■ ● 燿和日員4(0724)(")3751(rt)
和●山支社 |●  和 歌 山 市 十 一 二 1 8 = - 2 和歌山(0734)(31)5211(R)
奈良 支社 `" 奈 良 市 高 天 , 

“

 - 5(明 治生命ビル4晴)奈 良 ("42)(23)II`:`R)
●
「
支● ||1 神 戸 市 ,日 区 海岸過 8 8(や 浩ビル4鷹 )■ 戸 (073)(■ )3:11(大R'

41戸 薔支社 6●  II戸 市民車区水木過 1の 1,(■嗜ビル4階 )II 戸(173)(65)3865(代 )

● 宮 支 性 
“

2 西宮 市六
=寺
II I`-4(山 一E=西 宮支店ビル:II)西 官 (0793)(33)` ` 7 :

に 崎 支 社 ||I F● ●市昭和●43-26-2(尼 崎硼治生命ビル6「 )大 阪
`●

)(411)9651(代 )

日 石 支 It 673 ■ 石 市 東
"の
町 11■ 0(人 た

=ホ
tt/ル 2籠 ) ■ 石 (073)(9:1)13'2.637`

薔日 ,社  |" ● ■ 市 西 ● 屋 「r 4 3 ■ ■ の 7 饉 路(17● )(6)0331(R)
田 ul支 ■ 7m 円 山 市 R綸 lr l T口 ,■ (用治■今ビル6●)日  山 (“0)(24)0261(代 )

倉 傲 支 l1 7:2 , a 市 水 島 南 ■ 打 3 - 
“

  3 ● (“
“

)(46)1:71(代 )
広 島 ,3 7●  広 島 市 ′ヽ 1 ■ 15`:1号 (セ ントラルビル3E)広  島 (●2)(2:)2155(代 )

`山
 支■ ," ■ 山 市 ■ 'r i  丁 目 2 ■ 9 号 ■ 山 (●●)(23)`5,3(R)

屁 ■ ■ 社 ,4 尾 遺 市 東
"所
lr 4■ 1 6F.(ウ ォスエビル)尾 ■ (●■)(2)|:43(R)

長

"支
■ 3“  長  ll  市  大  円  町  5  9  ■ 長 野 (●●)(33)3235(民 )

0本 支 It ," 松 本 市 大 手 3 T 日 3 ■ 9 号 松 本 (●634)(3)1090(代 )

凛 お 支 社 ,認 凛 ■ 市 凛 ■ 2T日 9■ 23号 凛 訪 (●●5)(2)6651(代 )

"3'■
951 新湖 市東■■六●町 lo3,■ ■の 1 "渭 (●,)(23)5651(R)

三 条■ lt 955 三 条市 大字―の本戸字籠口 93の
` 
二 粂(●

“

3)(3)238:(代 )

晨 目 支 社

"■
日 市 +■ lT日

``鯰
の 3■ 日 (四2)(2)7535(代 )

● 属 支 ■ 23: 横浜市中区海||■ 3丁 目 9■ ■ (輌浜ピル3■ )横 浜 (l15)(211)2571(大 R)
襦工薔口,■  2" 檜浜市西区t● 1丁 目 1二 13号 (檜浜駅●ビル5■ )檜 浜 (045)(311)6021(代 )

上大目,■ 233 ●浜 市滲南区●戸町 241(■●こ拿ビル2日 )●  浜 (OIS)(711)`010(代 )

,日 支 I1 191 "田 市■,lT日 31=:号 (渋谷ピル2時 )町 田(O12)(23)2623(代 )

● 口
'■
 210 "1 崎 市 お 口 : 1 1 - 2(薫方ビル3■ )澤 口 (“4)(● )6291(代 )

"1●
支l1 211 "l● 市日燿「rl=■ 1(11● 日●ホテルピル

`魔
) 川 崎 (“4)(24)3546(代 )

槽須

',■
 200 構 須賀市大漁 rF l 丁目 9■ 地("共 ピル)檬須賀(04“ )(2)1:16(代 )

平

'支
社 254 平 撃 市 宮 の ● 8 - 16(嗜治生命●5時 ) 平 塚 (“63)(21)0503(代 )

小田凛ilt 2, 小田原市ホII I T日
``17号

(洒曖会●:■ )“ 田ヽ● (04● )(3)1281(へ )

■●■● 160 札颯市t二 榮西
`丁
目1=■ (■●■ビルS● )■ 曖 (011)(3:)3171(R)

●千■ II“2■ 幌 市 ,平 二 魚 3丁 目{ゑゆ :「,■ 曖(ol:)(● 1)`:ol(代 )

北 兒支 It l● 北 見 市 t四 条 西 :T口 |=l号 ■ 見(01572)(4)8521(代 )

日躊支 ll l● 日 ■ 市 属 全 lr 1 2 T日 1`""■ (1154)(23)1261(代 )

=広
,II 
“

| ● 広 市 ■ ― 栞 ● 11 丁 目 7 = ● ● 広(l1552)(3)`163(代 ,

燿
"1,It 070 

な 川 市 四 条 ■ 9 丁 目(■11●●ピル
`●
)● ‖(01“ )(")027:(代 )

イヽ ● ,l1 047 小

“

市口● 2 丁目 2 ●
`号
(椰●支c2●)小 ●(O134)(3)::73(代 )

苫りヽ依支■ 153 吉 4ヽ ■ 市 責 町 10 ■ ■(工子不●嗜ビル
`饉

) 苫小牧 (01“ 2)(3)0258(代 )

室●■■ 0,:室 田 市 海 岸 lr 2 T日 3● 19号 宮 ● (01● )(2)1391(代 )

●

“
'■
 ¨  函 ● 市 書 松 , lS, 7 ,("● ビルS■ )函 ● (01■ )(23)2161(代 )

●會 ,3 鰤  ●台市中,二 丁目2=:,(山 台三●●17ビ ル) 鮨 台 (●2)(3)3311(大 民)
″▲女社 |●  ●●市長島2-10-,(ヤ マウビル3■ )'● (017)(75)242:(代 )

弘 ● ■ l1 0●  弘 爾 市 上 ●
"町
 1 3(弘

“

高工会■″3日 ) 弘 薔 (01722)(1)5110(代 )

八戸
'■
 131 人戸市大字′ヽ日■ 3 6 0 jl(窮 ―ビル3日 )人  戸(0:73)(22)1281(代 )

漱 田 支 社 110 秋田市中燿 り4-5(口 治生命秋田ピル|■ )秋  田 (ll● )(33)`101(代 )

`口
,社  |" ` 日 市 中 央 ■ 2 - ::(輛治生命ビル

`鼈

)■ 日(01“ )(2,2:37(代 )

山膠■社 輌  山形 市七 日 可 3 T 日 , ■地 : 1 号 山 形(“
“

)(21)0552(ft)

● 田 支 ■ 997 ● ■ 市 奉 " l T 日 9 ■ 2 " ● 円 (● 35,(22):024(代 )

●山支社 ,45籠 :1市 栄 町 :丁 目 27● 地 ● 山
`●“

)(8:)0114(代 )
ul il支 ■ 7●  山 口 ," 駅 4 2 - 2 - 1(会 原ビル) J[ 口(“●2)(2)752:(代 )

'3■
■ 75,都 市 中 央 口子 :]口 283号 字 s(“

“

)(3t)0483(R)

=摯
文

` ,60 
高 松 市 古 

“

 1子  3 = le '(東目ビル) 高 ¢ (“73)(21)6101(代 )

松山 ,I1 7" 松 山 市 = ` 町 4 丁 目 12 ` 地 0 松 11m")(31)5105(R)
今治 支,1 794 今治市t=ネ町:丁目5=j11`(井 Lナ ショナル会館2■ ) 今 治 ("“)(3)0230(代 )

●島 支 ,1 770 t島 市西麟■町1-14(億 島明治■今会館5層 )● 島 (086)(“ )1135(代 )

萬 知 支 社 ," 高   知   市   本  「子  8  : ヽ 匈 (033)(2)1245(代 )

● 口 支 ● 310 ■ 月 市 天 " 1 1 日 12 = た , '; ` 目 ("2)(■ )1231● ●37(|
市捏口 ,社  3:| ● 国 市 元 II― T日  43- 1(● ●ロビル)`日 (∝曖)(5,)1030(R)
北九州■l1 8“  t九 州市小倉匡米口r15:● ヵ(鮨小會ビル)ltた州("3)(52)303!(代 )

八饉■ ,1 3“  t九 州市八
"区
黒■3丁 目 1`3号 (番原ビん)tえ‖ ("3)(0)3335(代 )

P,・l■ 社 101 北 九 州 市 円 司 区 浜 rr 2 - 22 ■え州 (●3)(2)378,(代 )

1厠 支社 750 下 関 市 ● ●田 I13 の ' `地  (宮■ビル) 1 田 (“セ)(23)3:10(代 )

●塚 支■ 3" 曖 ■ 市 = ● 町 6 ` た(ロェ全凛
"ビ
ル|● )二 塚 (||●2)(2)124` 12``

久日米支,1 8" 久 日 米 市 通 町 6 0(日 榮ビル2層 )久 日ヽ ("422)(3),211(代 )

佐贅支 l1 340 佐 彙 市松 原 : 丁 目 2■ ●号(佐貿裔工会館)佐 賛(|1522X4)4335(代 )

■崎 支社 3口  晨 崎 市 大 黒 rr 13 - 13(中央ビル2階 )lt ●(olm)(22,6125(代 )

1りFfI:Iiち %市 書
島

.瀬 ‐
1」 f;li世 :旧1絡 :|:::1議 |

lt■ ■社 鰤  餞 ホ 市 花畑 ,11号 の ●(哺治生命ビル
`r)驀
 ● (o963)(S〕 5321(代 )

宮崎 贅社 帥  宮 崎 市 高 千 ● ■ 1 丁 目 7 ■ 37 号 宮 崎 (096)(a)620:(代 ,

直兄島☆
'1 3●

 ■兄島市名山IF i=3の |`号 (●児島ピル)●児島(099)(26)3131(lt)

営 業店舗 一覧表
@ xx:r-e^,r*nt**a+r,

昭和 45年 :"ヨ 1日 現在

■   = G 名 =写
"   
在   た t   ll

3山 支 It O13 8山 市 ■ ● I1 6 ● 7 号(■回生●●3層)3 10(●
`0)(認

)3225(代 )
いわ
=支
社 ,70 いわ 0市 平字●

“

|lr l-3(も わ`:こ■会●
`日
)  平 (●46)(23)1366(R)

● 口 支 日 `" 静 田 市
=●
●r l T月  ` ,t(q治 ■●籠) ● 日 (“42)(54)021:(代 )

沼 津 支 It 410 沼 津 市 ■ ,■ 三 日 rr"=亀 (コ■ビル2■ )沼 澪 (“
")(0)0150(代

)

■水支社 `a 薔 ネ 市 人 
“

 ●r 3 丁 目 6 = 地 ll 水(“●)で62),171(R)
工曖支It `“  浜 松市● 冶

“

 : 2 4 0■ (0ビル4層 )浜 松(“34,(52)0:91(lt,
全 訳 文 ● |コ  全 沢 市 尾 山 I1 3 ■ 1  8 号 全 沢 (o7● )(31,::71(代 )
4ヽ 松支■ 9●  小 松 市 ■ II 匈 - 2  `輌治■●ビル2[)"、  松(●II)(21}2,33`rt)
富 山 支 社 0●  富 山 市 " 苺 I1 6 ■ 2  2 号 富 山 (07“ )(41,161:(R)
ニ ロ ,It l●  出 目 市 + え 「r l = :  3 0 ` ■ (“

“

)(21)3447`R)
■ 丼 ,社 ,11 `井 市 大 手 3 丁 目 4 ● 1 号(■■■■会鯰) ● ■ (7■ )(24)5320(代 )
名古■■■ 4“  名古屋市中区●2丁目2● 13号 (名 古屋センタービル3日 ) 名詢里 (●2)(211)3551(大 代,
外 田 支 社 `“   名 古 墟 市 中 区 古 沢 口子 7 - 1  名古屋 (02)(21)5591(rt'
夫●根女社 `●  名古屋市t区

“

大●●lr■
`丁

目

““

口*=0大 引ロピ
"日
) 名古屋 ("2)(,11)9510(R)

今 池 支 社 ||1  名古屋市子●区●414丁目
"=●
(ロ ホ,今今池ビル輛 ) 名古屋 (●2)(732)5111(代 ,

● ● 支 l1 4●  ■  ●  市  松  彙  ●r  3  ,  2 ■ 颯 (●32)(51)131:(代 )

目 薔 支社 `“  円崎 市睾 生燿 南 2-5 2(田 ●明治t今館2層 ) 日 ||(“
“

)(21)2381(代 )

― 宮 支 ll `11 - 富 市 千 0 ■ |  : の 1  6 - 宮 (“
“

)(73)715:`R)

`島 '■ "`島
市 大 町 7,2,■ 3(0245)(2)7123(fヽ )

70 1:(二澪)



……各地の話題

▲ ―線級選手の招待試合 (上)と ,こ れらの選手をましえた技術講習会には,
ユ杯, 卜杯めざす若人がいっばい

宮
崎
県
で
は
協
会
創
設
十
周
年
を

迎
え
、　
一
月
二
十
四
日
、
宮
崎
県
体

育
館
で
招
待
試
合
な
ら
び
に
技
術
講

習
会
を
開
催
し
た
。

技
術
講
習
会
に
伊
藤
基
記
指
導
委

員
長
を
迎
え
、
招
待
試
合
に
は
、
堺

栄

一
、
工
藤
勇
参
、
西
田
寿
明
、
松

浦

一
郎
の
四
選
手
を
迎
え
単
複
各

一

試
合
を
行
な
っ
た
。

記
念
祭
は
、
は
じ
め
に
昨
年
七
月

に
死
去
さ
れ
た
井
上
孟
文
前
会
長
に

感
謝
状
を
、
そ
の
ほ
か
功
労
賞
、
技

高 橋 さ ん

に

ぎ

や

か

に

宮

崎

県

協

会

１０

周

年

祝

う

―
―

―

堺

選

手

ら

の

招

待

試

合

講

習

会
、

用

具

展

示

説

明

も
―

―

能
賞
の
表
彰
式
を
行
な
い
、
伊
藤
基

記
先
生
の
指
導
で
技
術
講
習
会
に
移

っ
た
。
講
習
会
に
は
、
小
学
生
か
ら
中
高

校
生
、
主
婦
、
体
育
関
係
者
約
二
百

名
が
参
加
、
館
内
も
い
っ
ば
い
′

堺
、
工
藤
招
待
選
手
ら
の
模
範
プ
ン

ー
と
伊
藤
先
生
の
ュ
ー
モ
ア
を
ま
じ

え
て
講
習
会
を
終
了
し
た
。

講
習
会
終
了
後
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
、

シ
ャ
ト
ル
の
貸
し
出
し
と
同
時
に
、

一
時
間
の
個
人
解
放
を
行
な
い
、
参

加
者
全
員
自
由
に
羽
根
つ
き
を
楽
し

ん
だ
。
招
待
試
合
は
、
堺
栄

一
。
松
浦

一

郎

Ｔ

ヮ
サ
き
フ
ケ
ッ
↓

対
工
藤

勇
参

。
西
田
寿
明

（熊
本
教
員
）
の

ダ
ブ
ル
ス
、
つ
づ
い
て
、
堺
対
工
藤

の
シ
ン
グ
ル
ス
を
行
な
っ
た
。
選
手

は
旅
の
疲
れ
も
み
せ
ず
懸
命
の
プ
ン

ー
、
単
複
と
も
大
接
戦
と
な
っ
た
。

ス
コ
ア
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

醐
浦

一栄
肝
２
⌒
・５．８
日
・１１５
）
０
直
略
霧
膨

堺
　
栄

一
１
一
・６．５４
‐‐―
・７．２．５
一
２
工
藤
勇
参

ま
た
館
内
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

用
品
の
展
示
も
行
な
い
、
つ
め
か
け

た
主
婦

（親
子
）
に
ラ
ケ
ッ
ト
の
選

び
方
等
を
説
明
、
女
子
高
校
生
の
日

は
ウ
ェ
ア
ー
に
集
中
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
関
係
者
は
も
ち
ろ

ん
、
県
民
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
に

対
す
る
認
識
を
深
め
、
こ
の
な
か
か

ら

一
人
で
も
金
の
卵
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

最
後
に
伊
藤
先
生
か
ら
協
会
組
織

と
運
営
、
大
会
の
も
ち
か
た
、
参
加

者
の
経
費
負
担
等
に
つ
い
て
た
く
さ

ん
の
助
言
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
わ

ざ
わ
ざ
手
紙
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た

先
生
に
対
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
堺
栄

一
、
工
藤
勇
参
、
西
田

寿
明
、
松
浦

一
郎
の
四
選
手
と
、
カ

ワ
サ
キ
ラ
ケ
ッ
ト
エ
業
Ｋ
Ｋ
、
熊
本

県
協
会
に
対
し
て
、
こ
こ
ろ
よ
く
記

念
祭
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
を
通
じ
て

お
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま

す
。

（宮
崎
県
協
会
　
松
本
行
弘
）

ユ
杯
の
高
橋
と
も
子
選
手
が
結
婚

第
四
回
、
第
五
回
ュ
杯
で
活
躍
し

た
元
全
日
本
選
手
権
者
の
高
橋
と
も

子
さ
ん

（元
北
辰
電
機
）
は
、
二
月

二
十
八
日
、
横
浜
市
華
勝
楼
で
味
蓼

志
朗
氏

（赤
井
電
機
Ｋ
Ｋ
コ
ン
ピ

ュ

ー
タ
ー
室
勤
務
、
３．
歳
）
と
結
婚
式

を
あ
げ
た
。

媒
角
は
日
本
協
会
審
判
委
員
長
内

藤
安
雄
氏
ご
夫
妻
。
新
居
は
横
浜
洋

光
台
団
地
。
今
後
は
主
婦
業
に
専
念

す
る
が

「
ヒ
マ
を
み
つ
け
て
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
普
及
に
努
力
す
る
」
と
の
こ

と
。
よ
ろ
し
く
。

豊

濃

， ■

１

・
警
一

趾
鮨

Jしから南力)ら



愛読者の小林さん
°(朝 )

から力作写真の寄稿

読
者
の
小
林
平
司
さ
ん

（長
野
県

岡
谷
市
）
か
ら
、
先
日
、
写
真
と
と

も
に
、
次
の
よ
う
な
写
真
が
寄
せ
ら

れ
た
の
で
、
ご
紹
介
す
る
。

本
誌
で
は
、　
一
度
、
読
者
の
皆
さ

ん
か
ら
の
写
真
で
、
楽
し
い
グ
ラ
フ

を
組
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
ど
し
ど
し
、
寄
稿
し
て
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

採
用
の
分
に
は
薄
謝
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。

Ｘ

　

　

Ｘ

　

　

Ｘ

私
は
昨
年
の
夏
ま
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
を
め
ざ
し
て
、
練
習
に
励
ん

で
い
た
高
校
三
年
生
で
す
。

先
日
、
暗
室
中
を
整
理
し
て
お
り

ま
し
た
と
こ
ろ
、
同
封
の
写
真
が
出

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
、
私
が

ク
ラ
プ
の
仲
間
を
撮
影
し
た
も
の
で

す
が
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

・
チ
ャ
ン
ス
が

よ
い
の
で
、
友
に
み
せ
て

「
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
上
達
法
」
に
出
て
い
る
写
真

と
く
ら
べ
て
み
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
友
が

「
よ
い
写
真
で

あ
る
か
ら
パ
ネ
ル
に
し
て
部
室
に
お

い
て
、
後
輩
の
参
考
に
し
ろ
」
と
い

い
ま
し
た
。

ま
た

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
に
送

っ
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
で
の
技
術

指
導
の
一
部
に
し
て
み
ろ
」
と
い
い

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
同
封
い
た
し

ま
し
た
。
も
し
、
ネ
ガ
が
必
要
で
し

た
ら
、あ
と
で
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

な
に
か
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
　
　
　
　
　
　
（小
林
平
司
）

編
集
部
か
ら
小
林
さ
ん
え
―
―
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
同
封
の

写
真
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
、

し
か
る
べ
き
先
生
に
、
短
評
で
も
い

た
だ
き
、
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
写
真
に
趣
味
を
お
持
ち
の
よ
う

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

……各地の話題

学
生
選
手
の
就
職
先
き

本
間
は
ト
ヨ
タ
自
エ
ヘ

【中
央
大
】
▼
本
間
順
次

（
ト
ョ

タ
自
動
車
工
業
＝
愛
知
県
豊
田
市
）

▼
今
泉
勉

（富
山
県
高
岡
市
役
所
）

▼
岩
下

一
雄

（岩
下
美
宝
＝
山
梨
県

甲
府
市
）

【
日
本
大
】
▼
赤
塚
正
三
、
平
山

三
城

（札
幌
電
々
）
▼
秋
本
清

（山

口
相
互
銀
行
）
▼
藍
原
敏
雄

（群
馬

県
桐
生
市
役
所
）

【
早
稲
田
大
】
▼
杉
本
準

（九
六

株
式
会
社
＝
東
京

。
日
本
橋
）
▼
佐

倉
和
明

（日
立
電
子
＝
東
京

。
小
平

市
）
▼
野
並
俊
治

（ト
ヨ
タ
自
販
）

▼
矢
口
重
夫

（神
戸
製
鋼
＝
東
京

・

千
代
田
区
丸
の
内
）

【
立
教
大
】
▼
高
橋
宣

（巽
建
設

＝
新
潟
県
米
山
市
）

【
慶
応
大
】
▼
福
島
由
明

（第

一

中
央
汽
船
）
▼
中
村
久
男

（静
岡
県

庁
）
▼
中
村

一
郎

（北
陸
銀
行
）
▼

古
沢
信
次

（鹿
島
道
路
株
式
会
社
）

▼
栗
城
幸
輔

（日
新
製
鋼
）

【
明
治
大
】
▼
遠
藤
修

（森
永
製

菓
＝
東
京
。港
区
）
▼
相
沢
英
成
（ア

イ
ヮ
株
式
会
社
＝
東
京

。
文
京
区
湯

島
）【
日
体
大
】
▼
森
田
昇

（栃
木
県

教
員
）
▼
佐
藤
光
伸

（和
歌
山
県
教

員
）
▼
谷
浦
隆

（北
海
道
教
員
）
▼

和
田
修

（石
川
県
教
員
）
▼
清
水
教

永

（東
大
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
セ
ン
タ

ー
）
▼
小
野
秀
和

（大
阪
府
教
員
）

【
関
東
学
院
大
】
　

▼
宮
川
秀
樹

（河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
＝
東
京
）
▼
山
崎

幸
夫

（関
東
自
動
車
）
▼
金
子
英
司

（ト
ヨ
タ
神
奈
川
）

【
法
政
大
】
▼
藤
永
慎

一
朗

（富

山
銀
行
日
富
山
県
高
岡
市
）
▼
油
野

徳
公

（金
沢
乾
物
株
式
会
社
＝
石
川

県
金
沢
市
）
▼
中
村
典
生

（三
重
県

警
）
▼
我
妻

一
郎

（プ
リ
ジ
ス
ト
ン

タ
イ
ヤ
仙
台
）

【
日
女
体
大
】
▼
湯
木
博
江

（河

崎
ラ
ケ
ッ
ト
＝
東
京
）
▼
本
間
恵
美

子

（新
潟
県
信
用
組
合
銀
行
＝
新
潟

市
）
▼
浦
口
恵
子

（国
鉄
岡

山
管

理
局
）
【
東
女
体
大
】
▼
加
藤
洋
子

（和

歌
山
県
教
員
）

【
千
葉
大
】
▼
茂
木
恒
子

（神
奈

川
県
教
員
）
▼
松
村
朋
子

（埼
玉
県

教
員
）
▼
林
由
美
子
（東
京
都
教
員
）

▼
清
水
け
い
子

（横
浜
市
教
員
）

【
明
治
学
院
】
▼
白
石
伸
子

（三

井
航
空
サ
ー
ビ
ス
＝
東
京

。
新
橋
）

【
昭
和
女
大
】
　

▼
佐
藤
伊
律
子

（広
撚
株
式
会
社
＝
東
京

。
日
本
橋
）

▼
宇
多
美
知
子

（協
和
銀
行
四
谷
支

店
＝
東
京

。
四
谷
）
　

▼
木
村
成
子

（昭
和
学
院
職
員
）

▼
平

野
照

美

（電
通
＝
港
区
）
▼
高

橋

き

よ

子

（野
村
証
券
）()

()

摯

=F

北から南から



《特別寄稿》

高木紀子
(東海女短大教員 )

三度目

▲山上の展外コート早起き会の老人

達が楽しんでいる

感
心
し
た

〃山
の
上
″
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

一
線
級
レ
ベ
ル
も
急
激
に
上
昇
中

昨
年
末
、
台
北
で
行
な
わ
れ
た
台

湾
選
手
権
大
会
に
、
日
本
か
ら
男
子

の
秋
山

・
窪
田

（山
梨
）
女
子
の
高

木

・
天
野

（東
海
女
短
大
教
）
の
各

選
手
が
招
か
れ
て
遠
征
し
た
。
そ
こ

で
印
象
記
を
高
木
さ
ん
に
ま
と
め
て

も
ら
っ
た
。

一
度
目
の
訪
台
で
、
特
に
印
象
深

か
っ
た
の
は
、
三
年
前
に
く
ら
べ
て

国
民
全
体
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
対
す

る
熱
が
、
非
常
に
あ
が
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

台
北
市
の
中
央
に
あ
る
、
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
は
な
い
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
専
用
の
体
育
館
に
、
観
衆
が
ど
っ

と
押
し
か
け
、　
コ
ー
ト
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
座
り
込
ん
で
し
ま
い
、
選
手
の
プ

レ
ー
に

一
喜

一
憂
す
る
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
現
象
は
他
の
東
南
ア
ジ
ア

（
タ
イ
、　
マ
ン
ー
シ
ア
）
な
ど
で
は

そ
れ
ほ
ど
驚
か
な
い
が
、
台
湾
で
は

予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
協
会
自
身
も
、
若
い
プ
ン

ー
ヤ
ー
の
育
成
に
つ
と
め
て
お
り
、

特
に
女
子
の
レ
ベ
ル
が
急
激
に
上
が

っ
て
い
る
よ
う
す
が
、
う
か
が
わ
れ

た
。
小
学
生
が
長
い
ラ
ケ
ッ
ト
を
器

用
に
振
り
ま
わ
し
て
い
る
の
も
、
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
日
本
の
中
学
生
も

顔
負
け
す
る
よ
う
な
試
合
を
展
開
す

る
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

ま
た
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
試
合
（日

本
で
い
え
ば
オ
ー
ル
・
ジ
ー
ハ
ビ

も
甲
、
乙
組
に
分
か
れ
て
お
り
、
甲

組
は
最
上
級
の
も
の
た
ち
数
名
で
、

乙
組
は
そ
れ
以
外
の
も
の
た
ち
で
組

合
わ
さ
れ
て
お
り
、
乙
組
で
何
回
か

優
勝
な
ど
し
た
場
合
に
、
は
じ
め
て

甲
組
に
転
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
る

た

め
、
日
本
と
く
ら
べ
、
ト
ッ
プ
に
立

つ
ま
で
に
は
、
相
当
、
試
合
経
験
が

豊
富
に
な
っ
て
く
る
。

こ
れ
は
、　
一
日
に
し
て
オ
ー
ル
・

ジ
ャ
バ
ン
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
、
果

し
て
よ
い
か
、
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た

一
件
で
あ
る
。

こ
の
二
、
三
年
で
急
激
に
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
た
の
は
、
前
回
、
訪
門
し

た
毛
利
先
生

（注
、
前

ュ
杯

コ
ー
チ

山
陽
学
園
教
）
が
熱
心
に
指
導
さ
れ

た
こ
と
が
実
を
結
ん
だ
の
だ
ろ
う
、

と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
も
い
つ
ま
で

も
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
座
に
あ
ぐ
ら
を

か
い
て
は
い
ら
れ
な
い
、
と
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
。

な
お
、
も
う

一
つ
、
忘
れ
ら
れ
な

い
印
象
と
し
て
、
山
の
上
で
や
っ
た

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
こ
と
が
あ
る
。

早
起
き
会
の
メ
ン
パ
ー
が
、
台
北

市
の
山
の
中
腹
を
開
拓
し
て
コ
ー
ト

を
つ
く
り
、
ネ
ッ
ト
を
張

っ
て
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
や
っ
て
い
る
。

四
十
、
五
十
歳
ぐ
ら
い
の
お
じ
さ

ん
、
お
ば
さ
ん
た
ち
が
、
風
に
舞
う

シ
ャ
ト
ル
を
無
心
に
追
い
か
け
て
い

る
姿
は
、
本

当

に
す
ば
ら
し

か
っ

た
。
飛
び
入
り
で
、
私
達
も
参
加
し

た
が
、屋
外
の
経
験
が
少
な
い
の
で
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
苦

戦
し
て
し
ま
っ
た
。

と
か
く
、
施
設
う
ん
ぬ
ん
と
い
い

た
が
る
日
本
の
現
状
、
私
た
ち
も
大

い
に
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思

っ
た
。

試
合
の
と
き
、
あ
つ
う
は
公
用
語

と
し
て
英
語
で
審
判
の
コ
ー
ル
が
あ

る
の
が
当
然
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
台

湾
語
で
や
ら
れ
た
の
で
、
た
ま
ら
な

か
っ
た
。

自
分
が
何
点
だ
っ
た
か
、
し
ま
い

に
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

審
判
に
通
訳
が
つ
い
た
り
し
て
、
前

代
未
聞
の
経
験
も
さ
せ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
こ
れ
は
余
談
に
な
る
が

台
湾
は
も
と
も
と
日
本
の
領
土
で
あ

っ
た
関
係
か
ら
、
今
で
も
日
本
的
色

彩
が
濃
く
、
年
配
の
人
々
は
ほ
と
ん

ど
日
本
語
を
話
す
た
め
、
外
国
に
い

る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ

う
で
あ
っ
た
。

特
に
、
更
衣
室
な
ど
で
、
女
子
中

学
生
が
美
空
ひ
ば
り
の
歌
を
口
ず
さ

ん
で
い
る
の
を
聞
い
て
い
る
と
、
な

お
さ
ら
で
あ
っ
た
。

（第
十
二
回
台
湾
選
手
権
大
会
成

績
）
▼
青
年
男
子
　
単
優
勝
＝
秋
山

真
男
、
複
優
勝
＝
秋
山

。
窪
田
組

▼
青
年
女
子
　
単
優
勝
＝
高
木
紀

子
、
複
優
勝
＝
高
木

。
天
野
組
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キャリーラケットにオフシーズン無し

キ ャリー 7は静 か
に その優秀 性 を発 揮

しつつ、チ ャンピオ

ンか ら初心者迄 、ォ

ール ラウ ン ドのパ ド

ミン トンラケ ッ トと

して、巾広 く、深 く、

浸透 してお り、東京の

中、高校 、実業団 では爆.発
的な人気 と、好評 を博
してお ります。

発 売以来 の折損発生宰 40
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悟 の上で。
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3 イ ンターナ シ ョナルは日本′ヽ ドミン トン
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ためになつた大学生との練習試合

参加者は語る……全国高校選抜合宿から
^Jし
へごしへJしへ́レヘ▲′ヽι′VL′Vしへんへιへ●υヽ●ハ″ こ`ν`″ ι`へJV｀お ″` ハ`ハυν`″ ″`へ″ MV｀″ ″`へ″

へ‐へ″へ″ヘム ″` ″` ″` ●`ハuぃ″へ▲′`
^ハ
″ヽ

恒
例
の
全
国
高
校
選
抜
合
宿
は
さ

る

一
月
十
四
日
か
ら
四
日
間
、
東
の

京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
記
念
青
少
年
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
。

男
女
十
八
人
の
代
表
が
参
加
し
、

日
本
協
会
指
導
委
員
会
の
伊
藤
委
員

長
は
じ
め
、
毛
利
、
遠
井
、
佐
藤
、

脇
坂
、
大
世
古
各
先
生
の
指
導
で
基

礎
体
カ
ト
ン
ー
ニ
ン
グ
、
基
礎
技
術

の
練
習
を
中
心
に
、
大
学
生
相
手
の

試
合
、
ビ
デ
オ
観
研
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
、
短
期
間
な
が
ら
多
彩
な
目

程
を
す
ご
し
た
。

こ
こ
で
は
、
参
加
者
の
感
想
を
収

録
し
て
み
た
が
、
大
方
の
声
は

「
大

学
生
に
相
手
し
て
も
ら
い
、
た
め
に

な
っ
た
」
し
、
技
術
的
に
は

「
ハ
イ

パ

ッ
ク
の
練
習
が
よ
か
っ
た
」

日
本
協
会
で
は
、
せ
っ
か
く
の
機

会
を
よ
り
多
く
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
与

え
る
た
め
、
新
年
度
か
ら
は
、
中
央

ば
か
り
で
な
く
、
各
地
区
プ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
も
、
こ
の
種
の
合
宿
を
ふ
や

し
て
い
き
た
い
、
と
い
っ
て
い
る
。

Ｘ

　

　

Ｘ

　

　

Ｘ

Ａ
　
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
を
し
よ
う

と
思

っ
て
き
ま
し
た
が
、
実
力
に
差

が
あ
り
す
ぎ
て
恥
か
し
い
気
持
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て

は
本
当
に
参
加
し
て
ょ
か
っ
た
と
思

いつ
。Ｂ
　
こ
こ
に
来
る
前
に
も
相
当
き

び
し
い
合
宿
に
参
加
し
て
い
た
。
こ

の
合
宿
は
楽
し
さ
の
中
に
、
中
味
の

あ
る
合
宿
だ
と
思
う
。

Ｃ
　
六
時
半
起
床
は
こ
た
え
た
。

第

一
日
目
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
正

直
い
っ
て
苦
し
か
っ
た
。
大
学
生
の

方
に
練
習
試
合
を
し
て
い
た
だ
い
た

が
、
少
じ
で
も
あ
げ
る
と
、
角
度
の

あ
る
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
た
ち
ま
ち
た
た

か
れ
た
。
高
校
生
同
志
も
う
少
し
や

り
た
い
気
持
も
あ
っ
た
。

Ｄ
　
大
学
生
の
方
と
や
る
と
が
た

が
た
で
、
ア
ガ
っ
て
し
ま
っ
た
。
も

と
も
と
こ
の
合
宿
に
参
加
す
る
つ
も

り
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
得
る
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
県
内
の
合
宿
と

は
随
分
と
内
容
が
違
い
。
あ
ん
く
ら

っ
た
。科

学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
接
し
た

Ｅ
　
今
ま
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い

う
と
、
持
久
走

一
点
張
り
で
あ
っ
た

が
、
科
学
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
接

し
た
気
が
す
る
。
大
学
生
と
の
練
習

は
、
サ
ー
ビ
ス
が
浮
く
と
す
ぐ
た
た

か
れ
、
球
の
ス
ピ
ー
ド
に
も
違
う
も

の
を
感
じ
た
。

Ｆ
　
対
大
学
生
練
習
で
、
ス
ピ
ー

ド
の
相
違
を
痛
感
し
た
。
今
ま
で
の

学
校
の
練
習
で
は

ハ
イ

・
バ

ッ
ク
は

や
っ
て
い
な
か
っ
た
。

コ
ー
ス
の
狙

い
方
、
ド

ロ
ッ
プ
の
リ
タ
ー
ン
は
理

解
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

Ｇ

皆
の
て
ヘ
ル
の
高

さ

に
驚

い
た
。
色
々
の
練
習
法
を
勉
強
で
き

た
。
男
子
の
模
範
試
合
は
特
に
参
考

に
な
っ
た
。
室
が
別
々
で
あ
る
の
が

つ
ま
ら
な
か
っ
た
。

痛
感
し
た
基
本
の
不
足

Ｈ
　
サ
ー
キ

ッ
ト

・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
は
女
子
が
男
子
と

一
緒
に
、
少

し
も
ひ
け
を
と
ら
ず
に

や

っ
て

い

た
。
大
学
生
と
比
較
し
て
み
て
、
今
更

の
よ
う
に
基
本
の
不
足
を
感
じ
た
。

▲バックハンドは……と佐藤茂雄先生
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Ｉ
　
レ
ベ
ル
の
違
い
に
驚
い
た
。

ハ
イ
バ

ッ
ク
の
練
習
は
き
び
し
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
進
歩
し
て
う
れ
し
か

っ
た
。ハ

イ
パ
ッ
ク
に
苦
し
む

Ｊ
　
最
初
は
出
す
べ
き
声
も
で
な

か
っ
た
が
、
終
り
方
に
は
そ
の
声
も

出
せ
た
。　
ハ
イ
バ

ッ
ク
は
む
づ
か
し

い
。
自
分
に
あ
っ
た
方
法
を
発
見
し

た
い
。
伊
藤
先
生
考
案
の

「
滑
る
椅

子
―
―

ロ
ー
ラ
ー

・
シ
ー
ト
」
は
よ

く
考
え
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。

Ｋ
　
女
子
の
方
が
ず

っ
と
多
い
の

に
び
っ
く
り
し
た
。
男
子
は
少
な
か

＞
伊
藤
先
生
考
案
の
ロ
ー
ラ
ー

・
シ

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
友
達
に
な
れ
て

よ
か
っ
た
。
よ
り
科
学
的
な
練
習
法

を
知

っ
た
。
欲
を
い
え
ば
、
基
礎
練

習
に
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
も
ら
い

た
か
っ
た
。
ゲ
ー
ム
で
は
も
っ
と
攻

撃
に
力
を
い
れ
た
い
。

ハ
イ
パ

ッ
ク
が
以
前
よ
り
も
よ
く

飛
ば
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
収
穫

で
あ

っ
た
。
　

・

Ｌ
　
規
律
正
し
い
生
活
を
普
と
で

き
た
。
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
い
て
参
加

し
た
が
、
昨
年
に
も
増
し
て
役
に
立

っ
た
。　
ハ
イ
バ

ッ
ク
は
ま
だ
早
い
と

思

っ
て
練
習
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

色
々
と
指
導
し
て
も
ら
い
、
飛
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
自
分
の
欠
点
も

わ
か
っ
た
。

ュ
杯
の
ビ
デ
オ
フ
ィ
ル

ム
も
見
た
が
、
別
の
観
点
か
ら
勉
強

で
き
た
。

Ｍ
　
ハ
イ

バ
ッ
ク
は
昨
年
に
ひ
き

つ
づ
い
て
習

っ
た
が
、
今
年
は
タ
イ

ミ
ン
グ
を
つ
か
め
た
よ
う
に
思
う
。

う
れ
し
か

っ
た

新
し
い
シ
ャ
ト
ル

Ｎ
　
ダ
ブ
ル
ス
の
と
き
、
シ
ョ
ー

ト
・
サ
ー
ビ
ス
を
し
よ
う
と
す
る
と
、

相
手
が
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
イ
ン
す
れ
す

れ
に
構
え
て
、
突
き
こ
ん
で
く
る
姿

勢
に
あ
る
の
で
、
圧
迫
感
が
あ
っ
た
。

い
つ
も
新
し
い
シ
ャ
ト
ル
が
使
用
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
。

０
　
皆
う
ま
い
の
で
手
も
足
も
で

な
か
っ
た
。
い
つ
も
同
じ
こ
と
ば
か

り
い
わ
れ
た
。

Ｐ
　
地
元
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ア
人

口
も
少
な
く
、
上
手
な
人
も
い
な
い

の
で
、
す
べ
て
の
こ
と
が
耳
や
限
に

新
し
か
っ
た
。
自
分
の
と
こ
ろ
に
も

レ
ベ
ル
の
高
い
指
導
者
が
欲
し
い
。

最
初
か
ら
　
　
　
　
・

や
り
直
し
た
い

Ｑ
　
全
部
を
最
初
か
ら
や
り
直
し

た
い
と
思

っ
た
。
女
の
人
で
も
．ハ
ッ

ク

ハ
ン
ド

・
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
や
る
の

で
び
つ
く
り
し
た
。

（ネ
ッ
ト
近
く

に
浮
い
た
も
の
を
処
理
し
た
の
を
見

て
、
驚
い
た
も
の
と
思
う
。
）

Ｒ
　
参
加
者
が
少
な
く
、
自
分
の

力
を
充
分
試
し
て
み
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
相
手
を
し
て
い
た
だ
い

た
大
学
生
か
ら
は
い
つ
も
攻
撃
力
が

な
い
と
い
わ
れ
た
。
学
校
に
帰

っ
た

ら

ハ
イ
パ

ッ
グ
と
、
追
い
こ
ま

れ

た
と
き
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
練
習
し
た

い
。Ｓ
　
フ
ェ
イ
ン
ト
を
マ
ス
タ
ー
し

よ
う
と
思

っ
て
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ

基
礎
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

り
、
大
変
た
め
に
な
っ
た
。

Ｔ
　
も
っ
と
参
加
者
を
ぶ
や
し
て

欲
し
い
。
年
二
回
位
や
っ
て
も
ら
え

な
い
も
の
か
。

Ｕ
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
も
っ
と
沢

山
や
っ
て
欲
し
い
。

Ｖ
　
口
数
を
も
っ
と
多
く
し
て
欲

し
い
。
　

　

（文
責

。
伊
藤
基
記
）

学
校
の
予
算
は
最
高
十
三
万
最
低

四

・
五
万
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

▲グループ指導だけでなく,コ ーチは個人的にも行なわれ,一人=人にていねいに教えこまれた。左から
伊藤基記,脇坂安隆,遠井稔男の本誌でおなじみの各先生
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《ラケットの巻》
日本協会用具委員会

委員長 松 本 弘 充

シャフトカゞ ぐらついたら

使 うのをやめよう

載

0

一２　一

く:ふ :

（七
）
ラ
ケ
ッ
ト
の
製
造

ま
え
が
き
に
、
日
本
の
パ
ド
ミ
ン

ト
ン
は
ラ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
発
し
、
発

展
し
た
と
書
き
ま
し
た
が
、
わ
が
国

の
ラ
ケ
ッ
ト
の
製
造
は
、
そ
の
技
術

と
い
い
、
そ
の
品
質
と
い
い
優
秀
で

す
。
現
在
、
選
手
用
ラ
ケ
ッ
ト
が
諸

外
国
に
多
く
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
ラ
ケ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
エ

程
で
製
作
さ
れ
て
い
る
か
、
パ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
愛
好
す
る
も
の
が
知

っ
て

い
る
こ
と
は
、
無
意
味
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
の
で

一
通
り
な
が
め
て
み

る
こ
と
に
し
ま
す
。

現
在
は
そ
の
製
造
工
程
が
い
ろ
い

ろ
工
夫
さ
れ
、
機
械
化
も
相
等
進
ん

で
い
ま
す
。

ス
チ
ー
ル
・
シ
ャ
フ
ト

・
ラ
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
み
ま
す
と

１

・
フ
レ
ー
ム
部
分

①
材
質
の
選
択

②
合
板
の
作
製

③
乾
燥

④

一
本
分
に
切
断

⑥
ガ
ッ
ト
を
通
す
穴
あ
け

⑥
磨
き

⑦
塗
装

な
ど
、
工
程
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、

合
板
作
製
の
場
合
の
接
着
剤
選
択
の

苦
労
。
ガ

ッ
ト
を
通
す
穴
は
三
十
四

の
三
倍
、
六
十
八
あ
り
、
そ
の
方
向

は
全
部
が
同
じ
で
は
な
い
の
で
す
か

ら
、
そ
の
位
置
と
方
向
を
定
め
て
、

穴
を
あ
け
る
た
め
に
は
多
く
の
工
夫

と
苦
労
が
い
る
わ
け
で
す
。

合
板
を
フ
レ
ー
ム
型
に
つ
く
り
、

そ
れ
を

一
本
分
の
厚
さ
に
切
断
す
る

に
も
、
な
み
た
い
て
い
で
な
い
研
究

と
工
夫
の
重
な
り
で
あ

っ
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
ま
す
。
塗
装
の
技
術
に
し

て
も
、
塗
装
に
よ
っ
て
う
ま
っ
た
穴

を
き
れ
い
に
す
る
に
も
多
く
の
人
手

を
必
要
と
し
ま
す
。

合
板
の
素
材
と
な
る
材
料
の
良
否

は
ラ
ケ
ッ
ト
の
生
命
を
左
右
す
る
も

の
で
す
か
ら
、
そ
の
選
択
は
慎
重
に

し
か
も
充
分
な
研
究
が
必
要
と
な
る

わ
け
で
す
。

２

・
グ
リ
ッ
プ
部
分

グ
リ
ッ
プ
の
材
料
の
選
択
と
そ
の

型
に
つ
い
て
は
大
変
な
研
究
工
夫
が

は
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

３

●
シ
ャ
フ
ト

材
質
は
ラ
ケ
ッ
ト
の
弾
力
性
に
影

響
し
ま
す
の
で
そ
の
選
択
に
は
意
を

用
い
ま
す
。
弾
力
が
あ
っ
て
も
重
量

が
あ
り
す
ぎ
て
は
困
り
ま
す
し
、
軽

く
て
も
弾
力
と
強
靭
性
に
欠
け
て
は

い
け
な
い
の
で
す
か
ら
、
慎
重
な
選

択
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

４

ｏ
い
ち
ょ
う
部
分

以
上
の
四
つ
の
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ

作
製
し
、
フ
レ
ー
ム
部
分
に
い
ち
ょ

う
を
取
り
付
け
、
シ
ャ
フ
ト
と
グ
リ

ッ
プ
を
取
り
つ
け
て
ラ
ケ
ッ
ト
の
形

態
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
こ
の
際
、

最
も
意
を
用
い
ら
れ
る
の
が
接
着
剤

で
す
。

金
属
と
木
と
を
接
着
す
る
、
す
な

わ
ち
異
質
の
物
質
を
接
着
す
る
の
で

す
か
ら
、
接
着
剤
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
そ
の
接
着
効
果
が
な
く
、
ぐ
ら

っ
い
た
り
、
抜
け
て
し
ま
っ
た
り
す

る
わ
け
で
す
し
、
接
着
剤
の
つ
け
方

に
ム
ラ
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
わ
け

で
す
か
ら
、
そ
の
選
択
と
使
用
に
は

工
夫
、
研
究
、
技
術
と
が
要
求
さ
れ

ま
す
。

５

ｏ
仕
上
げ

ラ
ケ
ッ
ト
の
形
が
で
き
あ
が
る
と

塗
装
。磨
き
。乾
燥
と
段
階
を
経
て
、

商
標
を
張
り
、完
成
す
る
わ
け
で
す
。

少
し
で
も
選
手
に
よ
ろ
こ
ば
れ
る

ラ
ケ
ッ
ト
、
技
術
の
上
達
に
適
し
た

ラ
ケ
ッ
ト
、
選
手
か
ら
要
求
さ
れ
る

あ
ら
ゆ
る
条
件
に
か
な
っ
た
ラ
ケ
ッ

ト
を
作
製
す
る
た
め
に
、
メ
ー
カ
ー

は
大
変
な
努
力
と
研
究
を
し
て
い
ま

す
。前
に
述
べ
ま
し
た
が
、
金
属
と
木

材

・
異
質
の
素
材
を
つ
ぎ
合
せ
る
た

め
に
、
接
着
剤
を
充
分
研
究
し
使
用

し
て
い
ま
す
が
、
完
合
接
着
と
い
か

な
い
場
合
も
あ
り
一
数
多
い
ラ
ケ
ッ

ト
の
中
に
は
、
長
く
使
用
し
て
い
る

と
、
接
着
部
分
が
グ
ラ
つ
い
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

こ
の
よ
う
に
な
っ
た

ラ
ケ

ッ
ト

は
、危
険
防
止
の
意
味
か
ら
も
、絶
対

使
用
し
な
い
心
が
け
が
必
要
で
す
。

老
婆
心
な
が
ら
注
意
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
こ
の
項
お
わ
り
）
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今
回
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は

予
定
さ
れ
て
い
た
全
日
本
総
合
の
単
複
の
優
勝

者
、
相
沢

。
竹
中
が
故
障
の
た
め
ま
た
柴
山

（東
大
阪
短
大
）
が
家
事
の
都
合
、
高
校
界
の

雄
、
秋
本

（
四
条
畷
学
園
）
は
地
元
の
試
合
の

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
欠
場
と
い
う
ハ
メ
に
な
り
、

顔
ぷ
れ
の
点
で
は
、
ぐ
っ
と
さ
び
し
か
っ
た
。

″女
王
の
座
″
に

い
ど
む
選
手
た
ち

し
か
し
、
出
場
六
選
手
は
、
い
ず
れ
も
、
よ
く

が
ん
ば
り
、
集
ま

っ
た
ス
タ
ン
ド
を
わ
か
せ
た

と
く
に
、
こ
の
と
こ
ろ
体
力
の
限
界
が
　
」
な

ど
と
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
ペ
テ
ラ
ン
の
高
木

紀
子
が
、
ア
ジ
ア
大
会
の

ヵ女
王
″
湯
木
を
し

り
ぞ
け
て
優
勝
を
飾

っ
た
の
は
、
特
筆
に
あ
た

い
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
試
合
の
合

い
間
に
は
、

ス
タ
ン
ド
の
愛
好
者
に
呼
び
か
け
た
余
興
も
あ

り
、
楽
し
い

一
日
だ

っ
た
。
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日
本
協
会
ア
マ
規
定
制
定
さ
れ
る

全
文
七
章
、

二
十
五
条
、

一
月
に
さ
か
の
ぼ
り
施
行

地
方

を
含

む
全

登
録
者

に
適

用

馴≡ |≡‖≡ !|≡‖≡ ‖≡ |1轟 i≡

“

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

第

一
章

総
　
則

第
１
条
　
こ
の
規
定
は
、
ア
マ
チ
ュ

ア
競
技
団
体
で
あ
る
日
本
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
（以
下
、
本
会
と
称
す
る
）

の
会
員
に
適
用
さ
れ
る
。

第
２
条
　
本
規
定
の
会
員
と
は
、
本

会
の
登
録
競
技
者
、
登
録
役
員
、
登

録
加
盟
団
体
お
よ
び
そ
の
会
員
、
そ

の
他
、
本
会
規
定
に
よ
る
構
成
員
を

い
いつ
。第

二
章

登
録
競
技
者

第
３
条
　
本
会
の
登
録
競
技
者
は
、

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
で
得
た
名
声
を

商
業
宣
伝
の
た
め
に
使

っ
て
は
な
ら

な
い
。

第
４
条
　
本
会
の
登
録
競
技
者
は
、

参
加
し
た
競
技
会
で
、
賞
状
、
ト
ロ

フ
ィ
、
カ
ッ
プ
、
タ
テ
等
以
外
の
賞

ま
た
は
副
賞
、
記
念
品
ま
た
は
、
こ

れ
に
準
ず
る
も
の
以
外
の
金
品
を
受

け
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
上
記
の
賞
、
副
賞
、記
念
品

等
を
金
銭
に
変
え
て
は
な
ら
な
い
。

第
５
条
　
本
会
の
登
録
競
技
者
は
、

放
送
、
座
談
会
そ
の
他
の
行
事
等
に

出
演
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
あ
ら
か

じ
め
本
会
に
届
け
出
て
、
承
認
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
い
な
。

第
６
条
　
本
会
の
登
録
競
技
者
は
、

本
会
が
関
係
も
し
く
は
承
認
し
て
い

な
い
競
技
会
、
あ
る
い
は
禁
上
し
て

い
る
競
技
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

本
条
に
疑
義
あ
る
場
合
は
、
登
録

競
技
者
は
あ
ら
か
じ
め
本
会
に
問
い

合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
７
条
　
本
会
の
登
録
競
技
者
は
、

競
技
の
た
め
に
直
接
使
用
す

る
被

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
新
し

い
ア
マ
チ
ュ
ア
規
定
が
制
定
さ
れ
、

二
月
十
四
日
の
総
会
で
採
択
、　
一
月

一
日
に
さ
か
の
ば
り
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
規
定
は
、
全
部
で
七
章
二
十

五
条
と
付
則
か
ら
な
り
、
日
本
協
会

★
　
　
★
　
　
★

「
ア
マ
規
定
な
ん
て
、
さ
っ
ば
り

わ
か
ら
な
い
」

「
読
ん
で
も
ち
っ
と

も
面
白
く
な
い
」
―
―
こ
ん
な
声
が

多
い
よ
う
だ
。

規
定
と
い
う
の
は
、
法
律
み
た
い

な
も
の
だ
か
ら
、
表
現
は
無
味
乾
燥

だ
し
、
内
容
が
面
白
い
わ
け
は
な
い

が
、
知
ら
な
く
て
も
違
反
す
れ
ば
罰

せ
ら
れ
る
の
が
法
律
と
い
う
も
の
。

ア
マ
規
定
と
天
下
国
家
の
法
律
を

い
っ
し
ょ
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
も
し
、
み
な
さ
ん
が

「
ア
マ

規
定
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
は
知

ら
な
か
っ
た
」
と
い
っ
て
も
、事
実
、

ア

マ

チ

ュ
ア

規

定

ば
か
り
で
な
く
、
地
方
協
会
、
実
業

団
、
教
職
員
、
学
生
各
連
盟
の
全
登

録
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
。

こ
こ
に
、
規
定
の
全
文
を
か
か
げ

る
と
と
も
に
、
規
定
各
条
項
制
定
の

趣
旨
、
解
釈
、
さ
ら
に
は
ア
マ
チ
ュ

★
　
　
★
　
　
★

違
反
し
た
ら
、
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、
不
名
誉

な
話
で
あ
る
。

規
定
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
原

因
は
、
そ
も
そ
も

「
ア
マ
チ
ュ
ア
と

は
な
に
か
」
と
い
う
こ
と
が
、
よ
く

理
解
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
の
話
か
ら
さ

き
に
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ア
マ
チ
ュ
ア
、
と
い
う
こ
と
ば
は

日
本
語
で

″
し
ろ
う
と
ψ
な
ど
と
表

現
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
プ
ロ

（プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
・
ア
ス
リ
ー
ト
＝
職
業
的
運
動

ア
と
し
て
守
る
べ
き
道
、
な
ど
に
つ

い
て
も
解
説
を
つ
け
た
の
で
、
す
べ

て
の
役
員
、
競
技
者
は
、
こ
れ
を
よ

く
理
解
し
、
守

っ
て
い
く
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。
日
本
協
会
は
近
く
、
主

な
関
係
者
に
は
規
定
を
配
布
す
る
。

★
　
　
★
　
　
★

競
技
者
）
と
対
照
し
て
い
わ
れ
る
こ

と
ば
で
あ
る
。

も
と
も
と
は

´
愛
好
者
″
と
い
う

ほ
ど
の
意
味
で
、
こ
れ
が
プ
ロ
の
反

対
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
十
八
世
紀
の
英
国
の
ポ
ー

ト
や
陸
上
に
お
い
て
で
あ
る
、
と
い

わ
れ
る
。

古
代
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
、
優
秀
競

技
者
の
プ

ロ
化
の
た
め
、
つ
ぶ
れ
さ

っ
た
話
は
有
名
だ
が
、　
そ

の
む

か

し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
貴
族
階
級
や
大
金
持
ち

な
ど
、　
一
部
の
特
権
階
級
が
お
も
だ

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
に

は
、
ヒ
マ
と
お
か
ね
が
必
要
だ
か
ら

で
あ
る
。

金
銭
的
な
報
酬
を
求
め
な
い

自
ら
の
楽
し
み
の
た
め
に
や
る



服
も
し
く
は
用
器
具
等
に
広
告
を
記

載
し
た
も
の
を
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。

第
二
章

本
会
お
よ
び

本
会
加
盟
団
体

第
８
条
　
本
会
は
、
本
会
規
定
の
趣

旨
に
基
き
、
競
技
会
を
開
催
す
る
に

当
た
っ
て
、
本
会
構
成
員
以
外
の
団

体
を
共
催
、
後
援
、
あ
る
い
は
協
賛

者
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
団
体
が
競
技
会
を
利
用
し
て

商
業
宣
伝
を
行
な
う
恐
れ
の
あ
る
場

合
は
、
本
会
は
当
該
団
体
と
協
議
す

る
。
た
だ
し
、
競
技
会
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
、ポ
ス
タ
ー
を
利
用
す
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

第
９
条
　
本
会
は
、
本
会
成
員
以
外

の
団
体
か
ら
申
し
出
に
よ
る
競
技
会

に
、
本
会
の
登
録
競
技
者
を
参
加
さ

せ
、
も
し
く
は
当
該
競
技
会
の
共
催
、

後
援
、
協
賛
者
と
し
て
加
わ
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ

の
場

合

は
、
当
該
団
体
と
あ
ら
か
じ
め
協
議

す
る
。

第
１０
条
　
本
会
加
盟
の
団
体
が
競
技

会
の
開
催
に
当
た
っ
て
本
会
構
成
員

以
外
の
団
体

に
協
力
を
求
め
る
場

合
、
も
し
く
は
、
協
力
を
求
め
ら
れ

た
場
合
は
本
会
の
場
合
に
準
じ
、
第

８
条
お
よ
び
第
９
条
の
定
め
を
適
用

す
る
。

第
■
条
　
本
会
は
本
会
構
成
員
お
よ

び
、　
一
般
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
愛
好

者
が
使
用
す
る
競
技
用
器
具
等
の
正

確
を
期
し
、
あ
る
い
は
競
技
者
の
技

術
向
上
、安
全
等
を
図
る
た
め
、検
定

料
、
公
認
料
、
推
奨
料
等
を
と
っ
て
、

そ
れ
ら
の
も
の
を
検
定
、
公
認
、
推

奨
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章

本
会
お
よ
び
本

会
加
盟
団
体
役
員

第
１２
条
　
本
会
お
よ
び
本
会
加
盟
の

団
体
役
員
は
、
競
技
者
が
模
範
と
す

る
に
足
る
社
会
人
と
し
行
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１３
条
　
ンア
」
に
い
う
役
員
と
は
、

当
該
団
体
の
議
決
、
執
行
に
関
係
す

る
す
べ
て
の
も
の
の
ほ
か
、
本
会
構

成
員
の
技
術
、
体
力
、　
マ
ナ
ー
等
に

関
し
、
指
導
的
立
ち
場
に
あ
る
す
べ

て
の
も
の
を
い
う
。

第
１４
条
　
一則
条
の
役
員
は
、
本
規
定

の
趣
旨
を
体
し
、
登
録
競
技
者
が
本

規
定
に
違
反
し
な
い
よ
う
、
常
に
指

導
、
助
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１５
条
　
第
１３
条
に
規
定
す
る
役
員

の
つヽ
ち
、　
コ
ー
チ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
あ

る
い
は
、　
一
時
的
に
編
成
さ
れ
る
チ

ー
ム
の
諸
役
員
等
に
つ
い
て
は
、
必

ず
し
も
当
該
者
の
身
分
が
ア
マ
チ
ュ

ア
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
１６
条
　
第
１３
条
に
規
定
さ
れ
る
役

員
は
本
規
定
お
よ
び
本
会
規
定
の
定

め
に
基
き
、
必
ず
し
も
本
会
に
登
録

基
本
的
に
は
モ
ラ
ル
の
問
題

角
度
を
変
え
て
い
う
と
、
こ
う
し

た
人
た
ち
は
、
ヒ
マ
が
あ
る
た
め
、

絵
を
か
い
た
り
、
詩
作
に
ふ
け
っ
た

り
す
る
こ
と
と
同
様
、
純
粋
の
楽
し

み
、
気
ば
ら
し
、
ヒ
マ
つ
ぶ
し
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
た
。

技
術
が
い
く
ら
上
達
し
て
も
、
勝

負
に
勝

っ
て
も
、
名
誉
が
満
た
さ
れ

れ
ば
、
そ
れ
で
よ
く
、
金
銭
的
な
報

ゴ
ル
フ
や
競
馬
に
は
、　
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
と
い
う
も
の
が
つ
い
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、
条
件

（実
力
）
が

違
い
す
ぎ
る
も
の
が
戦

っ
て
は
、
公

平
な
試
合
と
は
い
い
に
く
い
か
ら
、

強
い
も
の
に
負
荷
を
与
え
て
、
条
件

を
同
じ
に
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
い
う
こ
と
が
い
え

る
。
人
力
車
夫
や
飛
脚

（む
か
し
は

走

っ
て
配
達
し
た
）
の
よ
う
な
仕
事

を
し
て
い
る
人
が
、
週
に

一
、
二
回

し
か
、
か
け
っ
こ
の
練
習
を
し
て
い

な
い
も
の
と
、
い
っ
し
ょ
に
距
離
競

走
を
す
る
こ
と
は
い
い
の
か
。

い
ま
な
ら
、
こ
ん
な
論
議
が
お
こ

る
と
は
思
え
な
い
が
、
考
）え
て
み
れ

ば
、
確
か
に
問
題
で
は
あ
る
。
飛
脚

は
走
る
の
が
商
売
だ
か
ら
、
か
け
っ

こ
で
強
い
の
は
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い

か
、
と
い
う
わ
け
だ
。

時
代
は
変
わ
っ
た
。
現
代
は
、
非

酬
は
必
要
で
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
る
の
は
、
い
や
し
い
人
間
と
み

な
さ
れ
た
。

一
方
、
競
技
や
勝
負
の
た
め
に
は

一
定
の

″
土
俵
ψ
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
は

「
同
じ
条
件
」
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
れ
が

，
フ
ェ
ア
・
プ
レ
ー
●

と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
根
本
的
な
考

え
方
だ
。

常
に
多
く
の
人
々
が
ス
ボ
ー
ツ
に
参

加
し
、
そ
の
国
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
達

や
普
及
の
度
合
い
が
、
文
化
や
経
済

生
活
の
レ
ベ
ル
を
は
か
る

。
も
の
さ

し
夕
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。

だ
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
や
世
界

選
手
権
に
出
て
、
メ
グ
ル
を
と
る
に

は
、
む
し
ろ

″
職
業
的
夕
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
く
ら

い
だ
。
し
か
し
、
基
本
的
な
、
も
の
の
考

え
方
は
、
変
わ
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
ス
ボ
ー
ツ
を
好
き
だ
か

ら
や
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
競
技
の

成
果
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
競
技
者

と
し
て
の
名
声
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
、
金
銭
的
な
報
酬
を
求
め
な
い
の

が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
だ
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

ス
ボ
ー
ツ
以
外
の
分
野
、
た
と
え

ば
芸
術
、
芸
能
関
係
な
ど
で
も
、
し

ろ
う
と
と
プ

ロ
の
別
は
、
も
ち
ろ
ん

存
在
す
る
が
、
し
ろ
う
と

（
ア
マ
）

に
関
し
て
、
規
定
が
あ

っ
て
、
そ
の

人
た
ち
を
抱
束
す
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
。
な
ぜ
、
ス
ボ
ー
ツ
の
世
界
だ
け
は

ア
マ
を
う
る
さ
く
い
う
の
か
。
こ
う

反
論
さ
れ
る
と
、
正
直
な
と
こ
ろ
、

い
い
答
え
が
見

つ
か
ら
な
い
。

た
だ
、
い
え
る
こ
と
は
、
以
上
述

べ
た
よ
う
な
こ
と
が
、
ア
マ
の
考
え

方
で
あ
り
、
こ
の
考
え
方
が
、
何
か

の
思
想
や
理
論
に
照
ら
し
て
、
正
し

い
と
か
正
し
く
な
い
と
か
、
い
う
も

の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
単
な
る
モ
ラ
ル
の
問
題

だ
か
ら
、
こ
の
考
え
に
賛
成
す
る
人

だ
け
が
、
守
れ
ば
い
い
こ
と
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
だ
け
が
持
つ
特
殊
性

登
録
す
な
わ
ち

「
規
定
を
守
る
」
約
束

逆
に
い
う
と
、
ア
マ
・
ス
ボ
ー
ツ

の
組
織
、
団
体
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
に

対
す
る
、
以
上
の
よ
う
な
考
え
方
に

賛
成
す
る
人
々
が
集
ま
っ
て
出
来
て

い
る
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
組
織
に

加
入
し
た
い
人
し
て
い
る
人
は
、
考

え
方
に
賛
成
で
な
け
れ
ば
こ
ま
る
の

だ
。そ
し
て
、
そ
の
考
え
方
を
、
具
体

的
に
表
現
し
た
も
の
が

「
ア
マ
チ
ュ

ア
規
定
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
中
で
、
ア



す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
五
章

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
と
の
関
係

第
１７
条
　
本
会
は
、
本
会
登
録
競
技

者
の
技
術
向
上
あ
る
い
は
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
普
及
発
展
の
た
め
に
、
本

会
登
録
競
技
者
を
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
競
技
者
が
出
場
す
る
競
技
会

に
、
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
本
会
登

録
競
技
者
の
資
格
、
お
よ
び
本
会
の

当
該
競
技
会
へ
の
関
与
は
、
本
規
定

に
抱
束
さ
れ
る
。

第
１８
条

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で

あ
っ
た
も
の
が
、
本
会
に
登
録
競
技

者
と
し
て
申
請
し
た
場
合
は
、
別
に

定
め
る
機
関
お
よ
び
手
続
き
に
よ
っ

て
審
議
、
決
定
す
る
。

第
１９
条
　
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
に
関

す
る
事
項
は
前
各
条
に
定
め
に
か
か

わ
ら
ず
、
国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

含
〓
お
【・
Ｒ
ざ
・
”
】

”
”
ヽ
日
ｒ
ざ
●

「
＆
ｏ８
一中ｏ
●
＝
略
称
Ｉ
Ｂ
Ｆ
）
の

規
定
を
優
先
す
る
。

第
六
章

ア
マ
チ
ュ
ア
資

格
審
査
委
員
会

第
２０
条
　
本
規
定
の
円
滑
な
る
運
用

を
は
か
る
た
め
本
会
に
ア
マ
チ
ュ
ア

資
格
審
査
委
員
会
を
設
け
る
。
本
委

員
会
は
、本
会
会
長
の
依
嘱
に
よ
り
、

本
会
役
員
お
よ
び
学
識
経
験
者
若
千

名
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
細
則
は
別

に
定
め
る
。

第
２．
条
　
本
会
の
構
成
員
が
、
本
規

定
に
違
反
し
た
疑
い
が
あ

る

と

き

は
、
本
委
員
会
が
審
議
し
、
理
事
会

に
答
申
す
る
。

第
２２
条
　
一則
条
よ
り
、
本
会
は
当
該

違
反
者
、
も
し
く
は
団
体
に
対
し
、

処
分
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
細

目
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
七
章

補
　
則

第
２３
条
　
本
規
定
に
定
め
の
な
い
事

項
に
つ
い
て
は

（
１
）
国
内
に
あ
っ
て
は
財
団
法

人
日
本
体
育
協
会
ア
マ
チ
ュ
ア

規
定

（２
）
国
外
に
あ
っ
て
は
Ｉ
Ｂ
Ｆ

の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
２４
条
　
本
規
定
の
適
用
も
し
く
は

解
釈
し
て
疑
義
あ
る
場
合
は
、
す
み

や
か
に
本
会
の
ア
マ
チ
ュ
ア
資
格
審

査
委
員
会
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
２５
条
　
本
規
定
の
改
廃
に
あ
た
っ

て
は
理
事
会
の
議
を
経
て
、
財
団
法

人
日
本
体
育
協
会
に
申
し
出
て
、
そ

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

付
　
則
　
本
規
定
は

一
九
七

一
年

一

月

一
日
よ
り
施
行
す
る
。

マ
規
定
を
読
ん
で
み
て

「
こ
ん
な
バ

カ
バ
カ
し
い
も
の
に
は
反
対
だ
し
、

自
分
は
守
れ
な
い
」
と
思
う
人
が
い

た
ら
、
登
録
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ

し
、
登
録
会
員
で
あ
っ
て
も
、
登
録

を
取
り
消
し
て
、
自
由
の
身
に
な
っ

て
さ
し
つ
か
え
な
い
。

事
実
上
の
問
題
と
し
て
、
し
か
し

協
会
に
登
録
し
て
い
な
い
人
は
、
協

会
が
関
係
す
る
試
合
な
ど
に

（例
外

は
あ
る
が
）
出
ら
れ
な
い
。

登
録
料
を
払
う
こ
と
は

「
ア
マ
規

定
を
守
る
か
ら
協
会
が
や
る
試
合
に

出
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
意
味
だ
。

大
切
だ
か
ら
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。
こ
の
観
点
に
立
ち

「
ア

マ
規
定
と
は
大
会
参
加
者
規
定
だ
」

と
の
説
も
有
力
な
の
で
あ
る
。

登
録
料
は
協
会
の
運
営
財
源
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
ぼ
う
大
な
地
方
登
録

者
の
名
簿
を
日
本
協
会
に
上
げ
る
に

は
、
事
務
上
の
困
難
が
あ
る
こ
と
、

な
ど
の
理
由
も
あ
る
。
　

″

し
か
し
、
こ
れ
を
ア
マ
規
定
上
か

ら
み
る
と
、
や
は
り
問
題
が
あ
る
。

日
本
協
会
に
登
録
し
て
い
な
い
人

に
は
、
本
来
、
規
定
の
抱
束
が
及
ば

な
い
と
考
え
て
い
い
わ
け
だ
が
、
そ

う
す
る
と
　
①
地
方
だ
け
の
登
録
者

は
、
プ
ロ
行
為
を
や
ろ
う
と
、
何
を

や
ろ
う
と
か
ま
わ
な
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
　
②
現
実
問
題
と
し
て

は
、
そ
れ
ら
の
選
手
が
規
定
違
反
に

な
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
た
り
、
法

律
違
反
を
犯
し
た
り
、
重
大
事
故
を

起
こ
し
た
り
し
た
場
合
、
日
本
協
会

と
し
て
は

「
こ
ち
ら
に
関
係
の
な
い

選
手
だ
か
ら
、　
一
切
、
関
知
い
た
し

ま
せ
ん
」
と
い
っ
て
済
ま
さ
れ
な
い

か
ら
だ
。

改
正
の
要
あ
る
バ
ド
の
登
録
規
定

そ
れ
で
は
、
今
度
、
制
定
さ
れ
た

規
定
の
問
題
に
移
ろ
う
。

み
ん
な
に
ア
マ
規
定
を
守

っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
あ
る
い
は
、
守

っ
て

く
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
つ
ね
づ
ね

チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
は
、
日
本
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
は
、
登
録
さ
れ
た

人
々
を
、
よ
く
把
握
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
全
員
の
登
録
等

を
持

っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
な
ん

で
、
こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
い

う
の
か
、
と
い
う
と
、
こ
れ
に
は
次

の
よ
う
な
わ
け
が
あ
る
。

ひ
と
口
に
登
録
者
、
と
い
っ
て
も

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
、
そ
の
全
員
が

日
本
協
会
に
届
け
ら
れ
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
、
×
県
で
、
県
協
会
の
登

録
者
が
千
人
い
た
と
し
て
も
、
そ
の

う
ち
、
日
本
協
会
に
も
登
録
さ
れ
て

い
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
二
百
人
だ
、

と
い
う
よ
う
な
の
が
、　
ふ
つ
う
だ
。

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、
ひ
と

つ
は

「
日
本
協
会
に
登
録
し
て
い
な

い
も
の
は
、
日
本
協
会
が
主
催
す
る

全
国
的
競
技
会

（そ
れ
以
上
の
レ
ベ

ル
の
国
際
試
合
も
ふ
く
む
）
に
出
ら

れ
な
い
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め

「
全
国
大
会
に
出
る
望
み
の
な
い
レ

ベ
ル
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
ま
で
、
わ
ざ
わ

ざ
日
本
協
会
に
登
録
す
る
必
要
が
な

い
」
と
の
考
え
方
だ
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

ク
レ
ー
射
撃
の
二
の
舞
は
ご
め
ん

日
本
協
会
に
責
任
だ
け
あ

っ
て
、

権
限
が
な
い
、
と
い
う
の
は
、
い
か

に
も
変
な
話
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

よ
う
な
例
が
、
し
ば
し
ば
あ
る
わ
け

は
な
い
し
、
あ

っ
て
は
こ
ま
る
。
し

か
し
、
な

い
よ
う

に
す
る
た
め
に

も
、
ま
た
、
あ

っ
た
と
き
に
、
本
当

に
責
任
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
も
、
地
方
協
会
登
録
者
は
、
す
な

わ
ち
、
日
本
協
会
の
登
録
者
で
あ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

と
い
う
わ
け
で
、
日
本
協
会
に
加

盟
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
競
技
団
体

は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
ち
が
い
、
地

方
協
会
登
録
者
と
日
本
協
会
登
録
者

が
同
じ
に
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

日
本
体
育
協
会
は
、
日
本
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
に
対
し

「
登
録
制
度
を
早

急
に
改
め
る
よ
う
」
指
示
し
て
き
て

い
る
。



イ
ン
ド
ネ
シ
ア
遠
征
の

″
ア
マ
規
定
違
反
か
ｏ
と
新
聞
紙

上
に
大
き
く
騒
が
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
遠
征
は
、
結
局

「
問
題
に
す
る
よ

う
な
事
実
は
な
か
っ
た
」
と
し
て
、

落
着
、
解
決
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
遠
征
と
い
う
の
は

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
ア

ジ
ア
大
会
直
前
の
昨
年
十

一
月
末
か

ら
十
二
月
上
旬
に
か
け
て
、
ア
ジ
ア

大
会
の

″
小
手
調
べ
″
と
し
て
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
協
会
の
招
待
に
応
じ

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
遠
征
し
、
男
女
の
団

体
戦
で
、
親
善
試
合
を
行
な
っ
た
も

の
。こ
れ
に
つ
い
て
、
新
聞
各
紙
で
大

き
く
書
き
立
て
ら
れ
た

´
ア
マ
規
定

違
反
か
″
と
の
容
疑
点
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

①
　
大
会
に
テ
イ
ジ
ン
杯
が
か
け

ら
れ
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
協
会

の
主
催
、
招
待
大
会
と
い
っ
て
も
、

実
質
的
に
は
、
テ
イ
ジ
ン
が
バ

ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

②
　
こ
の
た
め
、
テ
イ
ジ
ン
か
ら

日
本
協
会
に
、
選
手
団
の
渡
航
費
の

大
部
分
を
カ
バ
ー
す
る
費
用
が
出
て

い
る
。
③
　
日
本
選
手
団
が
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
、
テ
イ
ジ
ン
が
開
い
た
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
シ
ョ
ウ
に
出
演
し
た
が
、
こ

違
反
は
容
疑
は

″
シ
ロ
〃
で
解
決

れ
は

″
商
業
宣
伝
″
に
協
力
し
た
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
①
に
つ
い
て
は
、
事
実
そ
の

通
り
で
あ
る
が
、
テ
イ
ジ
ン
杯
が
出

さ
れ
る
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
遠
征
前
、
す
で
に
日
本
体

育
協
会
の
鈴
木
良
徳
ア
マ
委
員
長
に

質
問
し

「
そ
の
こ
と
自
体
は
問
題
な

い
」
と
Ｏ
Ｋ
を
得
た
。

ま
た
、
同
社
か
ら
に
限
ら
ず
、
ア

マ
団
体
が
協
会
運
営
、
選
手
強
化
、

普
及
な
ど
の
た
め
、
経
済
的
協
力
を

仰
ぐ
の
は
、
ご
く
普
通
の
こ
と
で
あ

り
、
お
か
し
く
な
い
。

（日
本
協
会

は
こ
の
寄
金
を
、
機
関
誌
広
告
代
と

し
て
受
け
て
い
る
）

さ
ら
に
、
シ
ョ
ウ
出
演
と
い
う
の

は
オ
ー
バ
ー
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側

か
ら

「
こ
の
席
に
大
臣
等
の
高
官
が

多
数
出
席
す
る
の
で
、
あ
い
さ
つ
し

て
ほ
し
い
」
と
い
わ
れ
、
川
端
監
督

が
、
大
臣
と
握
手
し
た
だ
け
で
あ
り
、

そ
れ
以
上
、
な
に
も
な
か
っ
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
報
道
は

一
部
は

誤
解
、　
一
部
は
ア
マ
規
定
の
解
釈
に

つ
い
て
の
見
解
の
相
違
が
も
た
ら
し

た
も
の
。
日
本
協
会
は
、
事
実
調
査

の
上
、
会
議
で

´
無
罪
″
を
確
認
、

日
本
体
協
も
こ
れ
を
了
承
し
た
。

極
端
な
例
だ
が
、
昨
年
、
新
聞
を

に
ぎ
わ
し
た

″
ク
レ
ー
射
撃
事
件
″

は
、
こ
う
し
た
登
録
制
度
の
不
備
か

ら
、
問
題
が
大
き
く
こ
じ
れ
た
。

日
本
協
会
が
´
ア
ニ
遅
反
処
分
者
″

の
リ
ス
ト
を
公
表
し
た
の
に
、
ク
レ

ー
は
日
本
協
会
の

´
登
録
者
夕
は
地

方
協
会
そ
の
も
の
で
、
競
技
者
は
す

べ
て
地
方
協
会
登
録
者
だ
か
ら

「
日

本
協
会
に
処
分
の
権
利
は
な
い
」
と

地
方
が
反
発
し
た
の
だ
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
残
念
な
こ
と

に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

″
登
録

一
本

化
ψ
が
で
き
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で

は
、
ア
マ
規
定
の
運
用
が
こ
ま
る
と

い
う
の
で
、
日
本
協
会
に
は
登
録
し

て
い
な
い
も
の
に
も
、
抱
束
力
が
及

ぶ
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
が
第
２
条
の

定
め
で
あ
る
。

以
下
、
各
条
は
、
こ
ま
か
な
事
例

を
あ
げ
る
と
、
か
え
っ
て
複
雑
で
、

わ
か
り
に
く
く
な
る
の
で
、
基
本
的

な
事
項
だ
け
を
表
現
す
る
に
と
ど
め

て
あ
る
。

し
た
が

っ
て

「
こ
ん
な
こ
と
は
い

い
か
」
と
い
う
疑
間
を
持
つ
よ
う
な

ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
、

日
本
協
会
に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。

読
ん
で
、
わ
か
ら
な
い
と
い
う
個

所
は
、
そ
う
多
く
な
い
は
ず
だ
が
、

商
業
宣
伝
行
為
と
の
関
係
は
、
実
際

上
、
や
っ
か
い
な
の
で
、
若
千
、
説

明
の
必
要
が
あ
る
。

常
識
的
な
謝
礼
は

受
け
て
も
よ
い

プ
ロ
に
つ
い
て
は
、
プ

ロ
も
技
術

指
導
の
役
員
に
な
れ
る

（第
１５
条
）

し
、
ま
た
、
ア
マ
が
プ

ロ
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
試
合
す
る
の
も
さ
し
つ
か
え

な
い

（第
１７
条
）
。
し
か
し
、
プ
ロ

と
の
試
合
で
、
ア
マ
が
勝

っ
た
と
か

参
加
費
の
代
わ
り
に
、
と
い
っ
て
賞

金
や
そ
れ
に
類
す
る
金
銭
を
も
ら
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
プ

ロ
に
つ
い
て
は

「
一
つ

の
競
技
で
プ
ロ
で
も
、
別
の
競
技
で

は
ア
マ
」
と
い
う
考
え
方
が
通
説
化

し
て
い
る
の
で
、
た
と
え
ば
、
テ
ニ

ス
の
プ
ロ
選
手
が

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に

ア
マ
と
し
て
登
録
し
て
も
か
ま
わ
な

い
、
と
の
考
え
も
あ
る
。

金
銭
上
の
報
酬
に
つ
い
て
付
け
加

え
る
と
、
試
合
や
指
導
を
た
の
ま
れ

て
、
実
際
の
交
通
費
や
食
事
代
を
も

ら
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
お
か
し
く

な
い
し
、
番
組
に
出
た
り
、
原
稿
を

た
の
ま
れ
て
、
常
識
的
な
謝
礼
を
受

け
と
る
こ
と
も
、
か
ま
わ
な
い
。

と
か
く
、
こ
の
種
の
規
定
に
ひ
っ

か
か
っ
た
り
す
る
の
は
、
多
く
が
ト

ッ
プ
級
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
指
導
者
、

役
員
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
こ
の

人
々
に

″名
声
夕
す
な
わ
ち

´
利
用

価
値
ψ
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
だ
け

に
戒
心
し
て
ほ
し
い
。

（綱
集
部
か
ら
）
ア
マ
規
定
に
関

す
る
質
問
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

注
意
し
た
い
企
業
と
の
関
係

一
切
の
商
業
宣
伝
を
排
す
の
が
建
前

第
４
条
で
い
う
副
賞
、記
念
品
、
ア」
　

に
協
会
に
聞
い
て
イ
エ
ス
、
ノ
ー
を

れ
に
準
ず
る
も
の
に
つ
い
て
は

「
こ
　
決
め
て
も
ら
う
と
よ
い
。

れ
以
上
は
ダ
メ
、
こ
れ
な
ら
い
い
」
　

　

第
８
条
１
１０
条
は
、
競
技
会
を
開

と
い
う
基
準
は
つ
く
り
に
く
い
。
し
　
く
と
き
の
問
題
。
あ
る
企
業
、
会
社

か
し
、
た
と
え
、
さ
さ
や
か
な
副
賞
　
な
ど
が
大
会
を
計
画
し
て
協
会
側
に

で
あ

っ
て
も
、
メ
ー
カ
ー
等
が
宣
伝
　
働
き
か
け
て
き
た
場
合
、
逆
に
協
会

の
た
め
に
出
す
品
物
な
ど
は
、
原
則
　
側
が
ス
ポ
ン
サ
ー
や
協
力
者
と
し
て

と
し
て
好
ま
し
く
な
い
わ
け
だ
。　
　
　
メ
ー
カ
ー
、
特
定
企
業
、
会
社
等
に

ま
た
、
テ
レ
ビ
放
送
等
に
出
る
場
　
お
願
い
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
大
会

合
も
、
ス
ボ
ー
ツ
本
来
の
こ
と
や
バ
　

が
宣
伝
の
場
に
な
ら
ぬ
よ
う
気
を
つ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
話
が
テ
ー
マ
で
あ
れ
　
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
な

ば
別
に
問
題
は
な
い
が
、
明
ら
か
に
　
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
話
し
合

芸
能
番
組
で
あ
る
よ
う
な
も
の
の
場

　

っ
て
、
問
題
が
お
こ
ら
ぬ
よ
う
に
す

合
は
、
好
ま
し
く
な
い
の
で
、
事
前
　
る
こ
と
で
あ
る
。



……協会の動き

初

の
全

国
中
学
大

会

は
七
月

実
施
要
項
決
ま
る

〈
日
本
協
会
総
会
〉

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
は
、
二

月
十
四
日
、
東
京

・
神
田
駿
河
台
の

山
の
上
ホ
テ
ル
で
総
会
を
開
き
、
新

年
度
の
事
業
方
針
、
競
技
日
程
、
予

算
な
ど
を
決
め
た
ほ
か
、
今
後
二
年

間
、
協
会
を
運
営
す
る
役
員
を
選
出

し
た
。
競
技
日
程
は
次
の
と
お
り
で
、
い

よ
い
よ
、
念
願
の

″
全
国
中
学
生
選

手
権
大
会
″
が
登
場
、
七
月
二
十
六

日
―
二
十
八
日
の
三
日
間
、
東
京

・

千
駄
ケ
谷
駅
前
の
東
京
体
育
館
で
開

か
れ
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

要
項
の
主
な
点
は

①
都
道
府
県
対
抗
の
男
女
団
体
戦

と
す
る
。

②
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
優
勝
を

決
め
、
三
位
決
定
は
や
ら
な
い
。

③
各
都
道
府
県
代
表
は
、
男
女
と

も
に
監
督

一
、　
マ
ネ
ジ
ャ
ー

一
、
選

手
四
名
以
上
六
名
以
内
の
編
成
。

④
各
都
道
府
県
は
男
女
と
も

一
チ

ー
ム
ず
つ
。
た
だ
し
、
開
催
地

（今

回
は
東
京
都
）
は
、
ニ
チ
ー
ム
づ
つ

⑤
各
対
抗
戦
は
１
複
２
単
の
三
試

合
と
す
る
。
た
だ
し
同

一
選
手
が
単

複
と
も
に
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

③
参
加
資
格
は
、
昭
和
三
十

一
年

四
月

一
日
以
降
に
出
生
し
た
も
の
で

本
年
四
月
二
十
日
現
在
、
同

一
都
道

府
県
中
学
校
体
育
連
盟
加
盟
校
の
生

徒
で
あ
る
こ
と
、
同
時
に
都
道
府
県

教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
た
生
徒
で

あ
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
各
都
道
府
県
協
会
の
加

盟
者
で
、
日
本
協
会
に
、
本
年
六
月

十
四
日
ま
で
に
会
員
登
録
を
完
了
し

た
も
の
。

こ
の
件
は
大
切
な
の
で
注
意
を
要

す
る
。
中
学
生
は
従
来
、
原
則
と
し

て
、
登
録
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か

っ
た
が
、
今
回
、
大
会
が
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
に
伴
な
い
、
総
会

の
席
上

「
登
録
料
は
無
料
だ
が
、
登

録
さ
せ
る
」
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

⑦
使
用
シ
ャ
ト
ル
は
現
行
ど
お
り

な
お
、
会
期
に
つ
い
て
は
、
全
国

中
体
連
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
競
技
の
全

国
大
会
に
対
す
る
要
望
と
し
て

「
八

月
下
旬
」
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
場
合
、
こ
の
時
期
に

は
教
職
員
関
係
の
大
会
の
影
響
等
で

手
不
足
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
七
月

に
し
た
も
の
。

第

一
回
実
施
の
結
果
を
み
た
上
で

改
め
て
次
年
度
か
ら
の
日
程
は
検
討

し
直
す
用
意
が
あ
る
。

【主
要
日
程
】

本

田
会

長
、
川
端

理
事

長

を

再

選

撃

役
員
改
選
で
は
、
本
田
会
長
、
川

端
理
事
長
が
再
選
さ
れ
た
。
こ
れ
で

第
二
期
川
端
内
閣
が
発
足
し
た
こ
と

に
な
る
。

な
お
、
実
際
の
業
務
を
遂
行
す
る

各
種
専
問
委
員
会
の
メ
ン
パ
ー
は
四

月
の
常
務
理
事
会
で
決
ま
る
。

▼
会
長
　
本
田
弘
敏

▼
副
会
長
　
村
岡
四
郎
、
広
田
兼

敏
、
森
友
徳
兵
衛
、
松
下
正
寿
、
栗

本
義
彦
、
宮
田
豊
太
郎

▼
理
事
長
　
川
端
昇
市

▼
副
理
事
長
　
小
官
淳
宏
、
高
倉

正
治▼
常
務
理
事
　
相
場
清

一
、
五
十

嵐
正
信
、
市
嶋
智
二
郎
、伊
藤
基
記
、

岡
村
英
男
、菊
地
利
明
、佐
藤
芳
朗
、

内
藤
安
雄
、
毛
利
清
志
、遠
井
稔
男
、

並
木
万
次
郎
、
牧
野
武

▼
理
事
　
伊
藤
鉱

一
、
上
原
正
士
、

小
飼
栄

一
、
松
本
弘
充
、秋
元
信

一
、

榎
本
彦
次
、神
谷

一
三
、吹
田
修

一
、

布
引
修
二
、増
田
保
夫
、
山
本
邦
彦
、

後
藤
忠
弘
、
浅
岡

武
、
菅

原
幸

雄

（以
上
会
長
推
薦
）

▼
内
田
正
博

（北
海
道
）
板
垣
隆

房

（東
北
）
高
橋
重
夫

（関
東
）
金

子
幸
男

（京
浜
）
中
島
寿
轄

（北
信

越
）
渡
辺
成
雄

（東
海
）
青
木
昭
二

（近
畿
）
石
原
幸
雄

（中
国
）
機
山

正
雄

（四
国
）
和
田
寿

（九
州
）
桐

竹
賢
、
鈴
木
信
夫

（学
連
）
里
見
光

徳

（教
連
）
ほ
か
に
実
連
代
表
未
定

▼
監
事
　
加
藤
三
夫
、
福
田
武

▽
第
１
回
全
国
中
学
生
選
手
権

（７
月
２６
１
２８
日

ｏ
東
京
）

▽
第
２２
回
全
国
高
校
選
手
権

（８

月
１
日
１
７
日

・
香
川
善
通
寺
市
）

▽
第
１０
回
全
日
本
教
職
員
選
手
権

（８
月
９
日
１
１２
日

・
岡
山
市
）

▽
第
２６
回
国
体

（
１０
月
２５
１
２８
日

・
和
歌
山
湯
浅
町
）

▽
第
２２
回
全
日
本
学
生
選
手
権

（
■
月
上
旬

・
仙
台
市
）

▽
４６
年
度
全
日
本
総
合
選
手
権

（・２
月
８
日
１
１２
日

・
東
京
）

こ
の
ほ
か
、
第
１４
回
全
日
本
社
会

人
選
手
権
は
、
茨
城
県
が
返
上
を
申

し
出
た
の
で
、
代
わ
り
の
候
補
地
を

調
査
、
交
渉
中
。
七
月
に
予
定
さ
れ

る
第
２．
回

全
日
本
実
業
国
選
手
権

（鹿
児
島
）
も
、
地
元
協
会
に
開
催

方
を
再
度
依
頼
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
総
会
で
決
ま
っ
た
事

項
に
は
①
年
末
の
懸
案
と
な
っ
て
い
た
登

録
料
に
つ
い
て
は
、
値
上
げ
し
な
い

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
分
担

金
は
各
都
道
府
県
協
会
、
学
連
、
教

連
が
二
万
円
に
、
実
連
は
十
万
円
に

そ
れ
ぞ
れ
値
上
げ
さ
れ
た
。

②
高
校
合
宿
の
規
模
や
回
数
を
ひ

ろ
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
指
導
委

員
会
と
し
て
も
賛
成
で
あ
り
、
今
年

度
か
ら
は
中
央
で
年

一
回
ば
か
り
で

な
く
、
地
区

（地
方
プ
ロ
ッ
ク
）
ご

と
に
数
回
や
れ
る
よ
う
、
前
向
き
で

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｘ

　

　

Ｘ

　

　

Ｘ

★
和
歌
山
県
協
会
　
野
島

一
翁
会

長
が
辞
仕
、
後
任
に
寺
西
清
氏
が
決

ま
っ
た
。
寺
西
氏
は
本
年
度
の
国
体

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
開
催
地
で
あ
る

和
歌
山
県
湯
浅
町
の
町
長
を
つ
と
め

て
い
る
。

★
群
馬
県
実
業
団
連
盟
　
事
務
局

が
左
記
に
移
転
し
た
。

群
馬
県
新
田
郡
尾
島
町
大
字
岩
松

八
〇
〇
、
三
菱
電
機
群
馬
製
作
所
内

高
橋
勝
美
気
付
、
〒
３
７
０
１
０
４

電
０
２
７
６
５

・
２

・
１
１
１
１

硼
創
‐
同
氏

（も
と
日
本
協
会
理

事
、
も
と
兵
庫
県
協
会
理
事
長
）
二

月
二
十
二
日
午
後
二
時
死
去
。

値 登

[層
ず は

告 知 板



……協会の動き

【収入の部】

総 務 収 入  3,080,0∞
会   費  2,480,lXXl
補 助 金  ∞0,lXlll

事 業 収 入  5,830,000

シー ル 代  3,720,CllXl

審 査 費  1,950,KKXl
印刷物収入   1∞ ,CXXl

剛皮力補助金  1,91111,0∞

国際交流費積立   200,0011

雑 収 入   6“ ,lul

【支出の部】

総 務 費 7,0611,lXXl

諸 会 計 費  2,回 ,tXXl
選 営 費  5,lXXl,tXXl

事 業 費 2,Hlll,lXXl

大 会 補 助  1,llXl,m
委員会事業  1,4CXl,lXXl

競技力向上 費  1,yxl,Olxl

雑  支  出   HXl,Ol10
予  備  金   1∞ ,lXXl

新
年
度
予
算
は

一
千
百
六
十
六
万
円

前
年
比
百
八
十
四
万
円
の
増

４６
年
度
の
予
算
は
収
支
と
も
に

一
　

ル
売
却
代
の
増
加
に
収
益
増
を
見
込

千
百
六
十
六
万
円
で
、
前
年
度
に
く
　
ん
で
お
り
、
実
際
上
は
喜
し
い
ふ
と

ら
べ
、
百
八
十
四
万
円
ふ
え
た
。　
　
　
こ
ろ
。

し
か
し
、
こ
れ
は
登
録
料
の
値
上
　
　
支
出
面
も
、
こ
の
た
め
楽
で
は
な

け
が
見
送
ら
れ
た
た
め

（別
表
、
会
　
く
、　
ュ
杯
、
卜
杯
、
全
英
派
遣
等
の

費
と
い
う
の
は
、
登
録
料

と
分
担
　
壺既
技
力
向
上
費
は
前
年
に
く
ら
べ
三

金
）
、
代
わ
っ
て
シ
ャ
ト
ル
の
シ
ー
　

十
万
円
減
と
な
っ
て
い
る
。

11,6611,0∞ 11,6611,tXXl

自 昭和45年 4月 1日
至 昭和45年 12月 31日 (誰

1器
)

京  都     128    119   27
兵  庫     270    131   401
大  阪
奈  良
和 歌 山

滋  賀
岡  山
鳥  取
広  島
島  根
山  口
香  川
愛  媛
高  知
徳  島
福  岡
長  崎
大  分
熊  本
鹿 児 島      103    113   216
宮  崎       0     0    0
,中   縄         34       85     119

佐  賀     58     0   58
総    言+         6,467      11,112    17,579

道

森

田

手

城

形

島

玉

城

馬

木

葉

梨

京

川

潟

野

山

川

井

岡

知

阜

海

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

奈

北

青

秋

岩

官

山

福

埼

茨

群

栃

千

山

東

神

新

長

富

石

福

静

愛

岐

80       182

165      216

1,451   02,372

664 ⑤ 836
656 ④ 891

85       147

490 ③ 721
61       100

25        80

369 ◎ 583
684 ②l,399

601 ⑥ 779
376       456

∞

88

78

140

89

40

70

141

61

101

65

102

51

921

172

235

62

231

39

55

214

715

178

80

10D

l∞

17

138

280

219

140

230

158

199

381

284

223   283

46       134

170       248

32       172

6ul ⑦ 749

459    922 ①l,381

59        210      "

155          123       278

101         400     0)511

162        323      485

28    40   68

47        37      84

30    138   168

99         110       209

76         106       182

46          72       118

"    60   8011         52       63

322         105       427

70    "   90

28          21        49

173         163       336

昭和45年度都道府県別会員登録数

二  重

告 知 板
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高木がまず単複を制す

女子快調,小島ハル トノに惜敗
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全
英
な
ど
恒
例

の
海
外
遠
征

へ
男
女
六
選
手

ネ（ノ、シイノレ“■
・５‐５４墨

恒
例
の
春
季
海
外
遠
征
の
第

一
戦
　
で
ま
た
、
同
士
打
ち
が
あ
っ
て
、竹
中

　
　
一
方
、
男
子
は
シ
ン
グ
ル
ス
で
初

全
デ
ン
マ
ー
ク
選
手
権
で
、
日
本
は
　
が
高
木
に
や
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、　
　
出
場
の
栂
野
尾
が
早
く
も

一
回
戦
で

女
子
の
単
複
ニ
タ
イ
ト
ル
を
手
に
し
　
決
勝
は
、
昨
年
の
遠
征
で
負
傷
し
た
　
敗
退
の
浮
き
目
を
み
た
が
、
小
島
は

た
。

（詳
報
は
近
作
号
に
）
　
　
　
　
高
木
と
湯
木
の
対
戦
と
な
り
、
ベ
テ
　
順
調
に
決
勝
ま
で
進
み
、　
ハ
ル
ト
ノ

大
会
は
二
月
十
五
日
か
ら
四
日
間
　
ラ
ン
高
木
が
優
勝
し
た
。　
　
　
　
　
　
と
顔
を
合
わ
せ
た
。
小
島
は
ゲ
ー
ム

コ
ベ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
か
れ
た
。　
　
　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
は
や
は
り
、
日
本
　
を
先
行
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
も
、
あ
と

一

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
日
本
の
同
　
ペ
ア
同
士
が
王
座
を
争
い
、
高
木

。
　

歩
で
勝
つ
と
こ
ろ
ま
で
リ
ー
ド
し
た

士
打
ち
で
相
沢
が
湯
木
に
屈
し
た
が
　
湯
木
組
が
相
沢

。
竹
中
組
を
ス
ト
レ
　
が
一
こ
こ
か
ら
驚
異
的
な

ハ
ル
ト
ノ

ベ
ス
ト
４
に
は
二
人
が
残
り
、
こ
こ
　

―
卜
で
し
り
ぞ
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
の
粘
り
に
あ
い
、
フ
ル
・
ゲ
ー
ム
の

恒
例
の
春
の
海
外
遠
征
メ
ン
バ
ー

が
決
ま
り
、　
一
行
は
三
月
十

一
日
午

後
十
時
半
羽
田
発
の
日
航
機
で
、
元

気
に
出
発
し
た
。

メ
ン
パ
ー
は
日
本
協
会
の
競
技
力

向
上
委
員
で
も
あ
る
高
木
紀
子
選
手

を
チ
ー
フ
に
、
男
子
が
小
島
、
栂
野

尾

（
ョ
ネ
ヤ
マ
）
女
子
が
湯
木

（河

崎
）
相
沢
、
竹
中

（
ヨ
ネ
マ
ヤ
）
の

計
六
人
。

日
程
は
、
別
記
の
と
お
り
で
、
高

木
、
湯
木
両
選
手
は
全
米
に
も
出
場

の
上
、
四
月
二
十
日
に
帰
国
す
る
。

∠一口Ｈ一一一口出”Ｆ
　̈裁勧ゆ呻れｍ″猫蝶赳卸剤湖確

こ
の
大
会
で
、
日
本
女
子
は

一
昨
年

に
湯
木
、
昨
年
は
竹
中
が
シ
ン
グ
ル

ス
優
勝
を
飾
り

″
世
界
の
女
王
夕
と

な
っ
て
い
る
。

来
年
六
月
に
は
、
団
体
の
世
界
選

手
権

ュ
ー
パ
ー
杯
の
三
度
目
の
防
衛

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
欧
米
諸
国
の

″
手
の
う
ち
ψ
を
知
る
上
で
も
、
今

度
の
大
会
は
重
要
で
あ
る
。

一
行
の
成
績
や
、
楽
し
い
お
話
な

ど
は
、
選
手
団
が
帰
国
し
だ
い
、
本

誌
で
特
集
し
て
、
お
知
ら
せ
す
る
。

【
日
　
程
】

▼
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
招
待
競
技
会

（３
月
１９
１
２０
日
、
ベ
ル
フ
ァ
ー
ス

ト
）▼
第
６．
回
全
英
選
手
権

（３
月
２４

‐
２７
日
、
ウ
エ
ン
プ
レ
↓

＝
栂
野
尾
選
手
は
帰
国
予
定
＝

▼
第
“
回
カ
ナ
ダ
選
手
権

（４
月

２
１
４
日
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
）

＝
小
島
、
相
沢
、
竹
中
の
三
選
手

は
４
月
ｎ
日
午
後
１０
時
１５
分
着
の

日
航
機
で
帰
国
＝

▼
第
３５
回
全
米
選
手
権

（
４
月
ｎ

ｌ
・４
日
、
ラ
４
ヘ
ガ
乙

＝
高
木
、
湯
木
選
手
は
４
月
２０
日

午
後
１０
時
５５
分
、
羽
田
着
の
日
航
機

で
帰
国
＝

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
準
決
勝

（ブグマンナゆ”″な一‐‐３９）０仙鴨辟評

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

高
木
紀
子
２
（
・１１．
日
４７
）
０
湯
木
博
江

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

漏林
臨
時
２（・５．５日
３．０）０靴
沖
マ悦好

子

す
え
、
惜
敗
し
た
。

ま
た
、
小
島

・
栂
野
尾
の
ダ
ブ
ル

ス
も
、
準
決
勝
で
、
ア
ジ
ア
大
会
の

雄
グ
ナ
ラ
ン
組
の
鋭
い
攻
め
に
ス
ト

レ
ー
ト
で
敗
れ
た
。

最
終
ラ
ウ
ン
ド
記
録
次
の
と
お
り

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

ifY-"-7

島/1ヽ

沢

竹 中

１
小
島

一
平



【遠
征
メ
ン
パ
ー
】

▼
男
子

◎
小
島

一
平

（２６
）
ヨ
ネ
ヤ
マ
・
ラ

ヶ
ッ
ト
、
６９
年
全
英
単
複
三
位
、

第
６
回
ア
ジ
ア
大
会
代
表

◎
栂
野
尾
昌

一

（２３
）
ヨ
ネ
ヤ
マ
・

ラ
ケ
ッ
ト
、
第
６
回
ア
ジ
ア
大
会

代
表
、
全
英
は
初
参
加

▼
女
子

◎
高
木
紀
子

（”
）
東
海
女
短
大
教

員
、
６７
年
、
６９
年
全
英
単
二
位

◎
湯
木
博
江

（２３
）
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト

６９
年
全
英
単
優
勝
、
第
６
回
ア
ジ

ア
大
会
女
子
単
優
勝

◎
竹
中
悦
子

（２．
）
ョ
ネ
ヤ
マ
・
ラ

ヶ
ッ
ト
、
７０
年
全
英
単
優
勝
、
全

米
オ
ー
プ
ン
単
優
勝
、
第
６
回
ア

ジ
ア
大
会
代
表

◎
相
沢
マ
チ
子

（２．
）
ョ
ネ
ヤ
マ
・

ラ
ケ
ッ
ト
、
７０
年
全
英
複
三
位
（竹

中
）
第
６
回
ア
ジ
ア
大
会
代
表

■ハ日経‐』７■ンフニ年一直纂「神々
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第
三
回
ア
ジ
ア
選
手
権

（略
称
Ａ
　
大
会
と
銘
打
た
れ
た
た
め
、
正
式
回
　
　
日
本
は
六
五
年
の
第

一
回
大
会
か

Ｂ
Ｃ
）
が
、
本
年
八
月
、
イ
ン
ド
ネ
　
数
の
中
に
は
入
れ
て
い
な
い
。　
　
　
　
ら
出
場
、
こ
の
と
き
は
準
決
勝
で
タ

シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
か
れ
る
こ
　
　
創
設
大
会
は
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
　

イ
に
３
１
２
で
、
第
二
回
の
六
九
年

と
に
な
り
、
そ
の
要
項
が
こ
の
ほ
ど
　
で
開
か
れ
、
男
子
団
体
は
マ
ン
ー
シ
　
も
準
決
勝
で
マ
レ
ー
シ
ア
に
３
１
２

日
本
に
と
ど
け
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
ア
、
第

一
回

（
ラ
ク
ノ
ー
）
も
マ
ン
　

で
、
敗
れ
て
い
る
。

一
一
一
一
一
』
¨
」
中
準
一
¨
一
¨
　
　
　
　
ヵ

ル

ガ
″
り

古
”

（
カ

ナ

げ
・島 ）
、
、゙妙
一
い
」
″
待

状̈

の
個
人
戦

（男
女
単

・
複
、
ジ
ュ
ニ
　
　
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
市
が
、
恒
例
　
待
さ
れ
る
。

ア
男
女
単

。
複
）
が
行
な
わ
れ
る
。　
　
の
記
念
博
覧
会
の

一
環
と
し
て
七
月
　
　
九
カ
国
は
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

日
本
協
会
で
は
、
費
用
が
少
な
く
　
に
開
く
国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
　

日
本
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
米
国
と
と
も

て
す
む
こ
と
、
こ
の
時
期
に
国
内
で
　
日
本
の
小
島

一
平

（
ヨ
ネ
ヤ
マ
）
本

　
に
Ｃ
組
。
リ
ー
グ
戦
で
各
組

一
ゴ
一、

ト
ッ
プ
級
の
選
手
の
試
合
が
な
い
こ
　
間
順
次

（ト
ヨ
タ
自
工
）
の
両
選
手
　
一二
位
を
決
め
、
各
組
の

一
位
は
、
二

と
、
男
子
に
と
っ
て
は
、
ア
ジ
ア
大
　
が
招
待
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
リ
ー
グ
で
同
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、

会
同
様
、
強
敵
が
多
く
て
卜
杯
の
た
　
　
同
地
は
石
油
の
産
地
と
し
て
知
ら
　
最
終
順
位
を
決
め
る
が
、
大
会
当
局

め
の
絶
好
の
練
習
に
な
る
こ
と
、
な
　
れ
、
油
田
の

´
お
祭
り
広
場
″
と
も
　
は
、
す
で
に
予
想
順
位
に
も
と
ず
い

ど
の
点
か
ら

「
参
加
す
る
方
向
で
検
　
い
う
べ
き

″
焔
の
広
場
ψ
で
、
毎
年
　
て
、
日
本
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、　
マ
レ

討
す
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
盛
大
な
催
し
も
の
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
　
―
シ
ア
を

´
ビ

ッ
グ
３
夕
に
内
定
し

こ
の
大
会
は
、
ア
ジ
ア
・
バ
ド
ミ
　
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
。

ン
ト
ン
連
盟
（Ａ
Ｂ
Ｃ
）
の
設
立

（
一　
　
今
年
度
の
催
し
の
テ
ー
マ
は
ス
ボ
　
　
招
待
さ
れ
る
選
手
は
、
い
ず
れ
の

九
五
九
年
）
に
と
も
な
っ
て
始
め
ら
　
―
ツ
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
　
国
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ラ
ン
キ
ン
グ

れ
た
も
の
で
、
過
去
六
二
年
、
六
五
　

一
環
と
し
て
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　

一
、
二
位
に
限
ら
れ
て
い
る
。
大
会

年
、
六
九
年
の
三
度
、
実
施
さ
れ
た
　
に
は
日
本
を
は
じ
め
計
九
カ
国

（地
　
は
七
月
八
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、
十

が
、
六
二
年
は
″
Ａ
Ｂ
Ｃ
創
設
記
念
ψ
　
一九
カ
ナ
ダ
を
ふ
く
む
）
の
男
子
が
招
　
日
間
に
ま
た
が

っ
て
い
る
。



「
ス

リ

ン
グ
」

は

ホ

ー

ル
デ

ィ
ン
グ

と

同

じ

ペ
ア
が
続
け
て
打
つ
の
は
ダ
ブ
ル
・タ
ツ
チ

１０

。
フ

ォ
ル

ト

（前
号
続
き
）

間
８４
　
次
の
三
つ
は
全
部
打
球
関

係
で
す
ね
。

答
　
そ
う
で
す
。
ヒ
ッ
テ
ィ
ン
グ

含
”Ｌ
ｏ
¨
）
つ
ま
り
狭
い
意
味
の
シ

ョ
ッ
ト

（争
ｏ
絆）
に
関
す
る
三
つ
の

フ
ォ
ル
ト
で
す
。
条
文
で
は
第

一
項

に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

１０
・
ド
リ
ブ
ル

Ｈ

・
ダ
ブ
ル
・
タ
ッ
チ

・２
・
ス
リ
ン
グ

シ
ャ
ト
ル
が
ラ
ケ
ッ
ト
で
保
た
れ

（と
ら
え
ら
れ
あ
る
い
は
ふ
り
投

げ
ら
れ
）
た
り
、
同
じ
ブ
レ
ー
ヤ

ー
に
ス
ト
ロ
ー
ク
で
続
け
て
度
打

た
れ
た
り
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
そ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
が
続
け
て
打
っ
た
と

き
。
　
　
―
第
１４
条
　
第
８
項
―

ド
リ
ブ
ル
と
ダ
ブ
ル
・
タ
ッ
チ
は

似
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
全
然
違
う

事
柄
で
あ
る
こ
と
は
わ

か
り
ま
す

ね
。
ド
リ
ブ
ル
は

一
人
の
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
続
け
て
シ
ャ
ト
ル
を
打
つ
こ
と

で
あ
り
、
ダ
ブ
ル
・
タ
ッ
チ
は
ダ
ブ

ル
ス
の
ペ
ア
ー
が
続
け
て
打
つ
こ
と

で
す
。
次
に

「
ス
リ
ン
グ
」
で
す
が
、
こ

れ
は
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
と
同
じ
と
考

灘機器器驀
器
辮
鍵

早

Iタ

え
て
下
さ
い
。
シ
ャ
ト
ル
を
ラ
ケ
ッ

ト
で
保
つ
こ
と
で
す
。

昭
和
１２
年
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
、

現
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
副
会
長

広
田
兼
敏
氏
の
ご
指
導
の
下
に
、
パ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
、

い
ろ
い
ろ
プ
レ
ー
に
つ
き
研
究
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
折
リ
ド

ロ
ッ
プ

・
シ
ョ
ッ
ト

の
各
種
打
法
が
試
み
ら
れ
た
の
で
す

よ
る
左
回
転
の
ド

ロ
ッ
プ
を
用
い
は

じ
め
た
の
で
す
。

こ
の
カ
ッ
ト
打
法
は
、
わ
が
国
が

世
界
の
ど
の
国
に
も
さ
き
が
け
て
考

案
し
た
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
と
い

う
の
は
、
昭
和
”
年
、
当
時
の
世
界

選
手
権
者

マ
ラ
ヤ
の
オ
ン
・
ポ
ー

・

リ
ム
、
ウ
イ

ｏ
テ
イ

・
ホ
ッ
ク
の
２

選
手
が
来
日
し
た
際
、
日
本
選
手
の

オ
ー
バ
ー

・
ヘ
ッ
ド
か
ら
の
カ
ッ
ト

て
い
た
も
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
３７
年
夏
の
第
４

回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
は
、
優
勝
し

た
地
元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
は
じ
め
各

国
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
こ
の
カ
ッ
ト

打
法
を
用
い
、
日
本
は
す
っ
か
り
お

株
を
奪
わ
れ
た
よ
う
な
形
だ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

現
在
で
は
、
ど
ん
な
主
審
で
も
、

カ
ッ
ト
打
法
を

「
ス
リ
ン
グ
」
と
判

定
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

問
８５
　

「
タ
ツ
チ
・ザ
。ボ
デ
ィ
」

は
身
体
に
当

っ
た
ブ
レ
ー
ヤ
ー
の
フ

ォ
ル
ト
に
な
る
ん
で
し
よ
う
ね
。

答
　
勿
論
そ
う
で
す
。
条
文
を
読

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

第
９
項
は
、

「
タ
ッ
チ
・
ザ

・
ボ

デ
ィ
」
を
主
限
と
し
た
条
項
で
は
な

く
、
打
者
が
コ
ー
ト
の
外
に
い
て
も

打
球
す
る
か
、
身
体
に
シ
ャ
ト
ル
が

当
れ
ば
、　
コ
ー
ト
内
で
や
っ
た
の
と

ち
っ
と
も
変
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

述
べ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
文
面
で
、
シ
ャ
ト
ル
に
ふ
れ

た
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
フ
ォ
ル
ト
に
な
る

こ
と
は
、
よ
く
お
わ
か
り
と
思
い
ま

す
。
た
ま
に
見
る
こ
と
で
す
が
、　
コ

ー
ト
上
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
不
意
を

つ
か
れ
た
り
な
ど
し
て
、
シ
ャ
ト
ル

を
ラ
ケ
ッ
ト
で
打
つ
ヒ
マ
が
な
く
、

手
で
受
け
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

シ

ャ
ト

ル

を

よ

け

そ

こ

な

っ
て
も
フ

ォ
ル
ト

ま
た
、
明
ら
か
に
ア
ウ
ト
し
て
い

る
の
で
、
逃
げ
よ
う
と
し
た
の
に
、

逃
げ
そ
こ
な
っ
て
身
体
に
シ
ャ
ト
ル

が
さ
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
、
と
き

ど
き
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
も
同
じ
フ

ォ
ル
ト
で
あ
る
こ
と
は
説
明
の
必
要

も
な
い
く
ら
い
か
と
思
い
ま
す
。

問
８６
　
で
は
、
最
後
に

「
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ヤ
ー
」
に
つ
い
て
。

答
　
第
１４
条
１０
項
で
す
が
、
サ
ー

ビ
ス
の
と
き
の
特
種
な

「
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ア
ー
」
が
第
１６
条
に
、
ま
た
ネ
ッ

ト
ぎ
わ
で
の
ラ
ケ
ッ
ト
の
保
持
に
つ

い
て
第
２０
条
に
説
明
が
あ
り
ま
す
。

1蓮|1載 |

l,

競

技

00婦

が
、
カ
ッ
ト
打
法
に
よ
っ
て
シ
ャ
ト
　
打
法
を
見
て

「
ス
リ
ン
グ
じ
ゅ
な
い

ル
を
ス
ピ
ン
さ
せ
る
方
法
が
、
案
出
　
か
」
さ
さ
や
い
て
お
り
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
　
　
親
善
試
合
だ

っ
た
の
で
主
審
に
は

は
、
右
手
の
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
の
場
合
　
何
も
い
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
正
式

で
は
、
シ
ャ
ト
ル
は
右
回
転
だ
け
で
　

の
大
会
だ
っ
た
ら
抗
議
し
た
と
考
え

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
よ
う
す
で
し
た
。

戦
後
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
、
千
代
　
　
そ
れ
か
ら
５
年
目
、昭
和
譴
年
に
、

田
区
の
永
田
町
小
学
校
の
体
育
館
で
　

タ
イ
国
の
チ
ャ
ロ
ン
・
ワ
タ
ナ
シ
ン

練
習
を
始
め
た
と
き
、
指
導
の
安
村
　
と
マ
ラ
ヤ
の
テ
イ
。キ
ュ
ウ
・
サ
ン
、

正
和
主
事
に
、
左
回
転
の
力
，
卜
は
　
リ
ム
・
セ
イ
・
ハ
ィ
フ
の
３
選
手
が
、

で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
話
し
し
　
や
は
り
全
英
、
全
米
両
大
会
に
優
勝

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後

　

の
直
後
、
日
本

へ
立
ち
寄

っ
て
親
善

し
ば
ら
く
し
て
確
か
立
教
大
学
だ
っ
　

試
合
が
行
な
わ
れ
た
折
り
に
も
、
同

た
と
思
い
ま
す
が
、
カ
ッ
ト
打
法
に
　

じ
よ
う
な
情
況
で
し
た
。
内
心
驚
い

問
?
●

①
日本教職員連盟

審 判 部 監 修

一″コ「ャ‐‐籍嘲籍を獅鴫」ほ
一

サ
ー
ビ
ス
で
も
プ
レ
ー
中
で
も
、

シ
ャ
ト
ル
が
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
身
体

や
着
衣
に
ふ
れ
た
と
き
。

―
第
１４
条
　
第
５
項
―

コ
ー
ト
の
内
で
も
外
で
も
シ
ャ
ト

ル
が
正
し
い
打
返
し
を
さ
れ
な
か

っ
た
り
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
当

っ
た

と
き
。
　

―
第
１４
条
　
第
９
項
―



（サ
ー
バ
ー
と
レ
シ
ー
バ
ー
は
そ

れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
・

コ
ー
ト
の
内
に
立
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
）
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
ナ

ー
は
サ
ー
バ
ー
や
レ
シ
ー
バ
ー
を

相
手
か
ら
見
せ
な
く
し
た
り
、
妨

害
し
た
り
し
な
け
れ
ば
ど
ん
な
位

置
を
と
っ
て
も
よ
い
。―
第
１６
条
―

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
シ
ャ
ト
ル
を
ネ
ッ

ト
の
す
ぐ
近
く
て
下
方

へ
打
つ
と

き
は
、
相
手
は
シ
ャ
ト
ル
が
は
ね

返
る
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
状
態

で
ネ
ッ
ト
の
近
く
で
ラ
ケ
ッ
ト
を

上
げ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
第
１４
条
第
１０
項
の
妨
害

で
あ
る
。
し
か
し
プ
レ
ー
ヤ
ー
は

相
手
を
惑
わ
さ
な
け
れ
ば
、
顔
を

防
ぐ
た
め
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
上
げ
て

も
よ
い
。　
　
　
　
―
第
２０
条
―

「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
ー
」
は
要
す

る
に

「
妨
害
」
で
す
。
オ
プ
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン

（３
ｏ一〓
〓
ｏ
こ

と
い
う

語
も
同
じ
意
味
に
解
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
バ
ー
・
ザ

・
ネ
ッ
ト
が

「
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ア
ー
」
の
一
種
で
あ
る
こ

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
お
申
し
込
み
に

つ
い
て
「
ル
ー
ル
ー
０
０
間
」
の
原
本
で

あ
る

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
の
第

一
編
＝
競
技
規
則
１
０

と
は
前
に
申
し
ま
し
た
。
ラ
ケ
ッ
ト

や
身
体
で
対
手
コ
ー
ト
を
犯
し
た
場

合
で
す
ね
。

ま
た
、
わ
が
国
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
直
前
な
ど
に
大
声
や
奇
声
を
発
す

る
の
は
、
対
手
を
精
神
的
に
妨
害
し

た
も
の
と
考
え
て
、
フ
ォ
ル
ト
と
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
フ
ォ

ル
ト
に
と
る
よ
り
、
主
審
が
よ
く
注

意
を
与
え
、
そ
ん
な
こ
と
を
ブ
レ
ー

ヤ
ー
に
さ
せ
な
い
こ
と
が
先
決
か
と

思
い
ま
す
。

問
８７
　
も
し
、
フ
オ
ル
ト
が
同
時

に
起
き
た
ら
、
ど
う
し
ま
す
か
。

答
　
イ
ン
サ
イ
ド
と
ア
ウ
ト
サ
イ

ド
が
フ
ォ
ル
ト
を
犯
し
、
し
か
も
そ

れ
が
同
時
の
場
合
で
す
ね
。主
審
が
、

全
く
同
時
と
認
め
た
と
き
は
、

「
レ

ッ
ト
」
と
し
ま
す
。

解
説
１
１
３
）

間
８８
　

「
一
般
規
定
」

っ
て
何
で

す
か
。

０
問
集

（付

Ｎ

Ｂ

Ａ
現
行
競
技
規

則
）
を
、
つ
ぎ
の
要
領
で
発
売
し
て

い
ま
す
。

◎
申
し
込
み
＝
東
京
都
練
馬
区
旭

ケ
丘

一
の
五

一

（〒
１
７
６
）
日
本

序
に
整
理
し
記
録
し
て
み
ま
し
ょ
う

一
般
規
定
と
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（続
‘

（規
則
第
１５
１
２２
条

答
　
並既
技
規
則
の
う
ち
、

「
コ
ー

ト
」
か
ら
始
ま
っ
て

「
フ
ォ
ル
ト
」

に
終
り
、
さ
て
、
そ
の
後
に
残

っ
た

全
般
に
通
ず
る
規
定
で
す
。
こ
れ
を

犯
し
て
も
第
１６
条
以
外
は
、　
フ
ォ
ル

ト
に
な
り
ま
せ
ん
。

フ
ォ
ル
ト
に
判
定
す
る
と
い
う
も

の
で
な
く
て
、
こ
れ
に
違
反
し
な
い

よ
う
プ
レ
ー
ヤ
ー
も
審
判
員
も
協
力

し
て
、
試
合
を
円
滑
に
進
行
す
べ
き

事
柄
な
の
で
す
。
ま
た
、
フ
ォ
ル
ト

の
条
項
に
つ
い
て
の
説
明
も
書
か
れ

て
い
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら

「
こ
れ
は

フ
ォ
ル
ト

で
は
な

い
」
と
念
の
た

め
、
こ
と
わ
っ
て
い
る
条
項
も
あ
り

ま
す
。
前
の
章
ま
で
に
出
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
で
、
疑
間
の
点
を
次
々
と
質
問

し
て
下
さ
い
。
そ
の
質
疑
応
答
を
、

一
般
規
定
と
解
説
の
関
係
条
項
の
順

教
職
員
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

。
前
田

耕
作
あ
て

◎
代
金
払
い
込
み
＝
三
菱
銀
行
江

古
田
支
店
、
日
本
教
職
員
連
盟

。
前

田
耕
作

11
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Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

回
昭
和
４５
年
度
近
畿
総
合
選
手
権
大

会

（４６
年
１
月
１０
日
、
奈
良
県
立

橿
原
体
育
館
）

◆

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
々
決
勝

確
朝ほ雛）。　２１
１
帥
岬
Ｃ（獄
．

動
額近（献）。　２１
１
観期金（脚）．

▼
三
位
決
定
戦

和
　
　
田

　

キ
ケ
ン
　

厚
　
　
地

▼
決

勝

藤
一　
　
一原
２
（
・５．５
日
・４
）
０
折
］
　

一原

◆

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

小
林
、
阪
本
　
　
　
　
酒
井
、
吉
岡

（大

。
関
西

２
１
０
　
（大

・
Ｆ
Ｋ

大
）　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
）

。口（
遠
中
Ｋイヒ・ 、
い
『

２
１
０

近
（
三
郷
）・ 、
動
額

▼
三
位
決
定
戦

三
木
、
竹
原

２
１
０

酒
井
、
吉
岡

▼
決
　
勝

跡
　
　
林
２
（
・５．５
日
８．２
）
０
継
　
　
睡

◆

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

帥
鴇
」
戦
園。　
２
１
０

却
却
電
（阪
）。

秋
本

（大

・

四
条
畷
学
園

２
１
０

高
）

一佐
条伯
高⌒V奈

▼
三
位
決
定
戦

佐

伯

２
１
０

池

田

▼
決
　
勝

西
　
　
尾
２
一・・１１７
‐‐１
８０．．
一
．
秋
　
　
本

◆

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

池
田
、
篠
山
　
　
　
　
佐
伯
、
古
谷

（兵

・
三
菱

２
１
０
　
（奈

。
一
条

電
機
）　
　
　
　
　
　
高
）

西
尾
、
秋
本
　
　
　
　
本ヽ
井
、
山
下

（大

。
四
条

２
１
０
　
（京

・
三
菱

畷
学
園
高
）
　
　
　
　
自
工
）

▼
三
位
決
定
戦

永
井
、
山
下

２
１
１

佐
伯
、
古
谷

▼
決
　
勝

師
　
　
相
２
一・５．７．０
‐―‐
・・・４．５
一
・
帥
　
　
岬

◆
成
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

輔
酬
Ｄ（球
。　キ
ケ
ン
婿
臥
日（板
電．

線
）

献鮒
Ｄ（獣
。　２１
０
帥
蹄
会（珠
．

▼
三
位
決
定
戦

寺

田

２
１
０

神

吉

▼
決
　
勝

武
一　
　
」何
２
（
・５．５
日
６．
）
０
浩
嗜　
　
・淵

◆
成
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

武
村
、
溝
淵

（大

・
Ｋ
Ｄ

２
１
０

Ｄ
）

教会（神一に馴棚
キケン日（吉脚電。、隣「

▼
三
位
決
定
戦

武
田
、
俗
ロ

キ
ケ
ン

士
口田
、
清
水

▼
決
　
勝

献
一　
　

剛̈
２
（
・５‐５
‐‐
３．２
）
Ｏ
Ｍ
　̈
　
・結

◆
壮
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

襲麺
電（級）。　２１
０
精
琳詮船
竃

熱林
重（車）。　２１
０
割
印
近（級
）．

▼
三
位
決
定
戦

青

木

２
１
０

池

田

▼
決
　
勝

尾
　
　
崎
２
一・５．３．８
‐‐―
・０・５．３
一
・
八
　
　
木

◆
壮
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

池
田
、
青
木
　
　
　
　
吉
田
、
吉
持

近（縁
、。規
木々
２１
０
Ｃ（嫉ヽ
．柑
副

工
高
教
）　
　
　
　
　
商
高
教
）

重電
（
尾
¨
｝
摯
赫

２
１
０

店
（
降
瑯
、・
嶋
商

▼
三
位
決
定
戦

吉
田
、
吉
持

２
１
０

降
井
、
嶋

▼
決
　
勝

鳩
　
　
柿
２
（
・５．５
日
・０７
）
０
動
　̈
　
一利

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

品
川
、
柿
本
　
　
　
　
広
瀬
、
竹
内

（大

。
電
電

２
１
０
　
（兵

・
Ｙ
Ｍ

近
畿
）　
　
　
　
　
　
Ｃ
Ａ
）

¨
¨
一「
囃
２１
１
諮
近（谷編
）。久聯

▼
三
位
決
定
戦

広
瀬
、
竹
内
キ
ケ
ン
木
谷
、
久
保
田

▼
決
　
勝

価
　　剌
２
一・５．５３‐‐１
９７．５一・か
　　鵜

回
昭
和
４５
年
度
石
川
県
高
校
新
人
大

会

（
４６
年
１
月
２４
日
、
石
川
県
体

育
館
）

◆
男
子
団
体

▼
準
々
決
勝

金
沢
市
工
　

３
１
０
　

大
聖
寺
実

七

尾

商

　

３
１
０
　

金
沢
二
水

七

尾

工
　

３
１
０
　

金
沢
泉
丘

金

沢

高

　

３
１
０
　

松

陵

工

▼
準
決
勝

金
沢
市
工
　

３
１
〇
　

七

尾

商

七

尾

工
　

３
１
０
　

金

沢

高

▼
決
　
勝

金
沢
市
工
　

３
１
〇
　

七

尾

工

○
齢　
鴨
２（・５．５日
３８）０柿
　
嚇

○麻
　田
２（・５．７日
３．６）０相
　一

一０来̈
　ｍ口２（・５．５＝］・・６）０宮ロ　エハ

◆
女
子
団
体

▼
準
々
決
勝

津

幡

高

　

３
１
０
　

星

稜

高

金

沢

商

　

３
１
１
　

金
沢
二
水

藤

花

高

　

３
１
２
　

七

尾

商

短
大
付
高

　

３
１
０
　

大

聖

寺

▼
準
決
勝

津

幡

高

　

３
１
２
　

金

沢

商

藤

花

高

　

３
１
２
　

短
大
付
高

▼
決
　
勝

津

幡

高

　

３
１
０
　

藤

花

高

○鉢
　欲
２（・５．５日
３６）０慨
　肺

○踊
　　２（・５．５Ｈ
・３）０榊
川輔

〇小
　
原
２（・５．５日
２４）０光　
林

日
昭
和
４５
年
度
岡
山
県
新
人
選
手
権

大
会

（
４６
年
１
月
１７
日

・
岡
山
大

学
清
水
記
念
体
育
館
）

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
々
決
勝

岡

　

（岡
大
）
２
１
１
小
俗
（玉
Ｓ
）

安
立

（化
水
）
２
１
０
岡
本
（岡
大
）

平
田

（玉
Ｓ
）
２
１
０
守
屋
（岡
大
）

氏
家

（玉
Ｓ
）
２
１
１
水
口
（岡
大
）

▼
準
決
勝

岡
　
　
　
　
２
１
０
　

安

　

立

平

田

２
１
１

氏

家

▼
決

勝

高高⌒武
教教奈田

正一谷
強 条 口

岡

2

15815
111
12154

1

平

田



◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
々
決
勝

（藤緩ｒ
珈
口
２１
１　
（水剛だ当南

綱昨妍
Ⅶ
　
２１
１
（安位が当村

（自躙
ガ
珀田
２１
０　
（坪剛ガ珊本

（氏該射評
田
２１
０　
（山剛だ
「崎

▼
準
決
勝

岡
、
片
山

　

２
１
０

藤
長
、

氏
家
、
平
田

２
１
０

白
神
、

▼
決
　
勝

転
　
　
隊
２
（
・５．５
日
・２９
）
０
胴

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
々
決
勝

板
谷

（岡
大
）
２
１
０
広
山
（美
作
）

生
田

（岡
大
）
２
１
１
北
原
（美
作
）

浅
野

（清
心
）
２
１
０
金
子
（岡
大
）

松
本

（岡
大
）
２
１
１
杉
谷
（玉
野
）

▼
準
決
勝

板
　
　
谷

　

２
１
０
　
生

松

　

本

　

２
１
１
　

浅

▼
決
　
勝

|●

内 樋
田 口野 田

一板
　　ハ含２（・１１２日
８．０）０松一　　・不

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
々
決
勝

（板路ガ
一本
２１
０　
（山町ガ準
木

賊漸
ご鞍
東
２１
１
（影動ぼ
一
原

（広知ば彰
田
２１
１
（住距ガⅧ本

Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

（杉酪
駆珠
田
２１
０　
（生剛だヽ

▼
準
決
勝

板
谷
、
松
本

２
１
０

浅
野
、
安
東

杉
谷
、
藤
田

２
１
１

広
山
、
杉
田

▼
決
　
勝

回
関
西
学
生
秋
季
リ
ー
グ

（４５
年
１２

月

７

日

Ｉ

Ｔｌ

日

、

１４

日

１

１６

日

・

大
阪
市
立
中
央
休
育
館
）

◆
男
子

一
部

▼
第

一
日

近
　
大

８
１
１

同

関
　
学

５
１
４

阪

関
　
大

６
１
３

龍

▼
第
二
日

近
　
大

８
１
１

龍

関
　
学

６
１
３

同

関
　
大

５
１
４

阪

▼
第
二
日

近
　
大

９
１
０

阪

関
　
大

５
１
４

関

同
　
大

６
１
３

龍

▼
第
四
日

近
　
大

７
１
２

関

関
　
学

７
１
２

龍

同
　
大

６
１
１

阪

▼
第
五
日

近
　
大

６
１
３

関

同

大

５
１
４

関

阪
　
大

５
１
１

龍

松板

週本谷
2

1517
11
414

0
:藤杉

||ふ |

|1日 谷

大 大 学  大 大 大 大 学 大  大 大 大 大 大 大

▼
順
位
　
①
近
幾
大
②
関
西
学
院

大
③
関
西
大
④
同
志
社
大
⑤
大
阪
大

⑥
龍
谷
大

◆
男
子
二
部

▼
第

一
日

一界
　
大

５
１
４

神

ユエ
　
命

６
１
３

経

甲
　
南

６
１
３

工

▼
第
二
日

神
　
大

５
１
４

工

経
　
大

５
１
４

京

エエ
　
命

５
１
４

甲

▼
第
二
日

エユ
　
命

５
１
４

神

甲

南

６
１
３

経

一界
　
繊

６
１
３

京

▼
第
四
日

甲

南

５
１
４

神

経
　
大

６
１
３

京

エエ
　
命

６
１
３

京

▼
第
五
日

神

大

５
１
４

経

大

京

大

６
１
３

甲

南

ユエ
　
命

６
１
１

京
　
繊

▼
順
位
　
①
立
命
館
大
②
甲
南
大

③
神
戸
大
④
大
阪
経
大
⑤
京
大
⑥
京

都
工
繊
大

◆
男
子
二
部

（順
位
）

①
神
戸
商
大
②
滋
賀
大
③
大
阪
産
大

④
京
都
教
大
⑤
和
歌
山
大
⑥
大
阪
市

大

大 繊 大  大 大 大  南 大 繊  繊 大 大

◆
男
子
四
部

（順
位
）

①
奈
良
教
大
②
大
阪
府
大
③
京
都
産

大
④
大
阪
工
大
⑤
桃
山
大

◆
男
子
五
部

（順
位
）

①
京
都
府
大
②
姫
路
工
大
③
関
西
大

Ⅱ
④
天
理
大
⑤
仏
教
大
⑥
神
戸
学
院

大◆
女
子

一
部

▼
第

一
日

東
大
阪

５
１
０

樟

武
庫
川

５
１
０

松

大

教

３
１
２

奈

▼
第
二
日

東
大
阪

５
１
０

奈

武
庫
川

３
１
２

樟

大
　
教

４
１
１

松

▼
第
三
日

東
大
阪

５
１
０

松

武
庫
川

４
１
１

大

樟

蔭

３
１
２

奈

▼
第
四
日

東
大
阪

５
１
０

大

武
庫
川

４
１
１

奈

樟
　
蔭

５
１
０

松

▼
第
五
日

東
大
阪

３
１
０

武
庫
川

樟

蔭

３
１
２

大

教

奈

教

３
１
２

松

蔭

▼
順
位
　
①
東
大
阪
短
大
②
武
庫

川
女
大
③
大
阪
樟
蔭
大
④
大
阪
教
大

⑤
奈
良
教
大
⑥
松
蔭
短
大

蔭 教 教  教 教 蔭 蔭 蔭 教  教 蔭 蔭

◆
女
子
二
部

▼
第

一
日

一示
　
教

３
１
２

大
阪
市
大

神
　
大

３
１
２

同
　
女

一示

女

３
１
２

親

和

▼
第
二
日

親
　
和

３
１
２

市
　
大

神
　
大

４
１
１

京
　
教

京

女

４
１
１

同

女

▼
第
三
日

市
　
大

３
１
２

同

神
　
大

３
１
２

京

親
　
和

４
１
１

京

▼
第
四
日

一示
　
女

３
１
２

市

神
　
大

４
１
１

親

同
　
女

３
１
２

京

▼
第
五
日

神

大

３
１
２

市

一界
　
女

３
１
２

京

親

和

４
１
１

同

▼
順
位
　
①
神
戸
大
②
京
都
女
大

③
親
和
女
大
④
大
阪
市
大
⑤
同
志
社

女
大
⑥
京
都
教
大

◆
女
子
二
部

（順
位
）

①
関
西
学
院
大
②
京
都
府
大
③
大
阪

大
④
甲
南
大
⑤
神
戸
女
学
⑥
和
歌
山

大◆
女
子
四
部

（順
位
）

①
金
蘭
短
大
②
立
命
館
大
③
山
手
短

大
④
滋
賀
大
⑤
薫
英
短
大
⑥
四
天
王

寺
短
大
⑦
常
盤
会
短
大
③
奈
良
女
大

女 教 大  教 和 大  教 女 女



家
庭
婦
人
の
た
め
の
教
室
　
０
　
完

日
本
協
会
指
導
委
員
長

伊

藤

基

記

う
ち
の
子
供
は
よ
く
運
動
す
る
。

親
の
欲
限
か
ら
で
な
く
、
う
ま
く
や

っ
て
い
る
。
と
い
う
親
さ
ん
は
今
回

は
お
読
み
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。多
少
と
も
、
ど
う
も
う
ち
の
子
は

運
動
能
力
や
体
力
が
劣
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
今
の
う
ち
に
な
ん
と
か
し
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
親
さ
ん
方
に

向
け
て
、
ベ
ン
を
走
ら
せ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
つ
も
り
で

ご
ら
ん
下
さ
い
。

音
楽
の
面
で
お
く
れ
て
い
る
の
を
音

痴
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
運
動
の

面
で
お
く
れ
て
い
る
か
ら

″運
痴
″

と
い
う
こ
と
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
ど
う
も
響
き
、
い
や
香

り
の
よ
く
な
い
言
葉
な
の
で
″
動
痴
″

と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

人
間
は
多
少
と
も
、
こ
の
″
動
痴
″

の
面
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
、
小
さ

い
時
に
、
近
所
の
同
年
の
子
供
に
比

べ
て
少
し
お
く
れ
て
い
る
か
ら
と
い

っ
て
、
あ
ま
り
神
経
質
に
な
る
の
は

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
ま
り

放
置
し
て
お
き
ま
す
と
、
生
涯
に
悔

を
残
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

か
ら
、
神
経
質
に
な
っ
た
り
、
急
上

昇
を
願

っ
て
、
焦
っ
た
り
、
無
理
強

い
を
す
る
の
は
さ
け
る

一
方
で
、
着

々
と
計
画
的
に
、
普
通
な
み
に
追
い

つ
き
、
追
い
こ
す
方
策
を
た
て
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
処
方
箋
を
か
く
に
当

っ
て
、

そ
の
基
底
に
な
る
大
切
な
着
限
点
を

申
し
あ
げ
て
お
き
ま
す
か
ら
、
以
下

の
点
だ
け
は
し
っ
か
り
と
守

っ
て
下

さ
い
。子

供
心
を
傷
つ
け
る
な

第

一
に
、
不
用
意
に

″
う
ち
の
子

は
、
ど
う
も
下
手
で
す
か
ら
″
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
軽
々
し
く
口
に
し

な
い
こ
と
で
す
。　
一
寸
の
虫
に
も
五

分
の
魂
の
た
と
え
の
通
り
、
子
供
心

に
も
、
プ
ラ
イ
ド
や
し
ゅ
う
恥
心
が

あ
り
ま
す
。

恥
か
し
い
思
い
を
す
る
と
こ
ろ
に

は
遠
ざ
か
り
た
い
の
が
人
情
で
す
。

一
度
い
や
だ
と
逃
げ
る
よ
う
に
な
る

と
、　
一
層
、　
ヘ
タ
に
な
る
、　
ヘ
タ
だ

か
ら
寄
り
つ
か
な
い
…
…
と
い
う
悪

順
環
の
泥
沼
の
中
に
は
い
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

大
人
の
不
用
意
な
言
葉
が
、
ど
ん

な
に
子
供
の
心
を
き
ず
つ
け
る
か
、

想
像
以
上
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
反
対
に
、
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
が
う

れ
し
く
て
、
そ
れ
か
ら
暇
さ
え
あ
れ

ば
そ
れ
と
と
り
組
む
よ
う
に
な
り
、

本
当
に
う
ま
く
な
っ
た
例
は
数
え
切

れ
ま
せ
ん
。

第
二
に
、
お
前
は

ヘ
タ
だ
か
ら
、

上
手
の
人
に
も
ん
で
も
ら
え
と
ば
か

り
、
強
者
に
ぶ

っ
つ
け
ま
す
と
、
子

供
心
は
、
奮
発
す
る
よ
り
も
縮
ん
で

し
ま
う
こ
と
の
方
が
多
い
の
で
す
。

時
に
は
圧
倒
的
に
強
い
者
の
胸
を

か
り
る
、
時
に
は
張
り
合
う
相
手
と

せ
り
合
う

（
こ
の
時
が

一
番

ハ
ッ
ス

ル
す
る
は
ず
で
す
）
ま
た
時
に
は
、

よ
り
下
級
の
者
の
相
手
を
し
て
、
優

位
に
立
つ
場
の
中
に
ひ
た
ら
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

六
才
児
の
中
で
は
劣
っ
て
い
て
も

四
才
児
の
と
こ
ろ
に
行
け
ば
、
立
派

な
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
ぶ
り
を
発

揮
し
ま
す
。
こ
れ
は
と
思
う
ほ
ど
、

し
っ
か
り
と
世
話
を
し
、
自
分
の
動

作
に
も
自
信
を
も
っ
て
や
る
も
の
で

す
。第
二
に
、
極
力
お
せ
っ
か
い
を
し

な
い
こ
と
で
す
。　
″
動
痴
″
の
子
供

の
お
母
さ
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

大
変
お
せ
っ
か
い
で
す
。
見
つ
め
る

鍋
は
な
か
な
か
煮
た
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
見
つ
め
る
子
供
は
な
か
な
か
上

手
に
な
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

安
全
教
育
は
、
危
険
す
れ
す
れ
に

近
づ
く
こ
と
も
敢
え
て
す
る
教
育
だ

と
、
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
危
い
、

汚
れ
る
。
も
っ
た
い
な
い
。
あ
あ
し

ろ
、
こ
う
し
ろ
で
は
子
供
は
本
当
に

息
が
つ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

け
が
を
し
な
い
よ
う
に
、
注
意
し

な
が
ら
、　
一
定
の
棚

（本
当
の
棚
で

は
な
く
、
限
界
を
い
う
）
の
中
に
子

供
を
放
牧
的
に
遊
ば
せ
て
、
そ
れ
と

な
く
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

喜
ぶ
課
題
を
与
え
よ
う

第
四
に
サ
ー
キ
ッ
ト
式
に
、
子
供

に
課
題
を
与
え
る
こ
と
で
す
。
こ
の

サ
ー
キ
ッ
ト
方
式
の
内
容
は
、
子
供

に
選
ば
せ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
、
と
ん
で
、
尻

も
ち
つ
い
て
、
起
き
あ
が
り
、
何
回

か
や
っ
た
あ
と
、
気
が
む
け
ば
、
下

の
マ
ッ
ト
の
上
に
と
び
降
り
、
降
り

た
ら
、
す
ぐ
前
転
し
、
低
鉄
に
、
腕

立
て
と
び
上
り
、
前
転
し
て
、　
一
体

み
、
ま
た
ト
ラ
ボ
リ
ン
に
の
ぼ

っ
て

跳
ぶ
、
…
…
と
い
う
よ
う
な

一
連
の

運
動
遊
び
に
し
ま
す
と
、
い
ち
い
ち

何
を
や
れ
と
や
か
ま
し
く
い
わ
な
く

て
も
、
そ
の
運
動
と
と
も
に
、
こ
の

移
り
か
わ
り
や
連
続
が
面
白
く
て
、

意
外
に
運
動
量
を
消
化
す
る
も
の
で

す
。遅
れ
た
子
供
に

一
番
こ
わ
い
こ
と

は
、
焦

っ
た
大
人
の
強
制
で
す
。

叱
っ
た
り
、
無
理
に
や
ら
せ
る
前

に
、
自
然
に
や
り
た
く
な
る
よ
う
な

環
境
の
お
ぜ
ん
だ
て
、
舞
台
づ
く
り

を
、
そ
れ
と
な
く
や
る
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
を
力
説
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

（お
わ
り
）

焦 りや強制は絶対、禁物
運1動 1遅1滞 1児 を1持 っ|た |お 1母 さ|ん |ヘ

まず必要な
｀
遊びたくなる

″
条件づくり

百万 人のバ ドミン トン上達 法



中
学
校
編

（
続
）
　

連
載
０

日
本
協
会
競
技
力
向
上
委
員

佐

藤

茂

雄

― … … … … …

ど ヽ

一
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「
正
確
性
の
原
則
」

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
非
常
に
デ
リ
ケ

ー
ト
な
競
技
で
あ
る
だ
け
に
、
少
し

て
も
気
を
抜
い
た
り
、
あ
る
い
は
神

経
を
散
漫
に
す
る
と
、　
つ
い
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
乱
れ
て
し
ま
う
。

常
に
集
中
力
を
持

っ
て
、　
一
つ
一

つ
の
ラ
ケ
ッ
ト
・
ヮ
ー
ク
を
慎
重
に

行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

コ
ー
ナ
ー
の
き
わ
ど
い
個
所
は
、

だ
れ
し
も
が
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。「

入
れ
る
」

確
信
を
持
っ
て

従

っ
て
、
考

えヽ
る
ア」
と
、
思

２ヽ
」

と
、
狙
う
場
所
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、

そ
こ
へ
は

「
は
い
る
か
ど
う
か
」
で

打
つ
の
で
は
な
く

「
入
れ
る
か
ど
う

か
」
の
確
信
を
持

っ
て
の
ぞ
む
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

そ
う
で
な
い
と
、
せ
っ
か
く
の
考

え
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み

で
ラ
ケ
ッ
ト

・
ヮ
ー
ク
が
乱
れ
、
ア

ウ
ト
に
な
っ
た
り
、
中
途
半
端
な
球

足
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。

い
か
に
素
晴
し
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
と

か
、
カ
ッ
ト
な
り
を
持

っ
て
い
て
も
、

ミ
ス
を
連
発
す
る
よ
う
で
は
、
宝
の

持
ち
ぐ
さ
れ
、
せ
っ
か
く
の
技
術
を

殺
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
強
く

な
る
こ
と
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

時
に
で
も
、
思

っ
た
所

へ
、
思

っ
た

球
を
、
思
い
き
っ
て
返
球
す
る
こ
と

に
つ
き
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
は

「
正
確
」
を
大
原
則
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
本
の
ミ
ス
が
命
と
り

特
に
、
実
力
が
接
近
し
て
い
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
わ
ず
か

一
本
の
ミ

ス
が
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
、
致

命
傷
と
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ

Ｚつ
。正
確
に
返
球
す
る
に
は
、
日
頃
、

大
き
な
動
き
の
あ
る
中
で
の
、　
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
つ
け
る
練
習
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

苦
労
し
て
鍛
え
た
成
果
の
発
表
会

で
、
無
雑
作
な

一
球
に
泣
く
こ
と
の

な
い
よ
う
留
意
し
、
悔
い
の
な
い
試

合
を
や
る
た
め
に
も
、
ン」
の
「
正
確
」

と
い
う
こ
と
を
特
に
心
が
け
よ
う
。

「
安
全
性
の
原
則
」

勝
敗
を
決
す
る
の
に
、
策
も
な
く

無
暴
に
バ
ー
ド
を
ひ
っ
ば
た
く
の
み

で
は
、　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ロ
ス
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
試
合
の
主
導
権
を

握
り
、　
マ
イ
ベ
ー
ス
で
試
合
を
有
利

に
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
は
お
ぼ

つ
か

な
い
。

追
い
込
ま
れ
た
り
、
窮
地
に
陥

っ

た
り
し
た
場
合
は
、
い
き
お
い
無
理

な
体
勢
か
ら
の
レ
シ
ー
プ
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。

無
理
は
通
ら
な
い

よ
く
、
無
理
な
体
勢
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
無
理
な
ス
ト
ロ
ー
ク

を
し
て
い
る
選
手
を
見
か
け
る
が
、

こ
れ
で
は
有
効
打
に
は
な
る
は
ず
も

な
く
、
体
勢
は
ま
す
ま
す
不
利
に
な

る
ば
か
り
だ
。
打
球
も
中
途
半
ば
に

な
り
、
相
手
に
労
せ
ず
し
て
ボ
イ
ン

ト
を
与
え
る
結
果
を
招
く
。

こ
ん
な
場
合
に
は
、
あ
ま
り
策
を

ろ
う
す
る
こ
と
を
捨
て
、
不
利
な
体

勢
、
不
自
然
な
体
勢
を
立
て
な
お
す

こ
と
だ
け
を
考
え
た
、
す
な
わ
ち
、

「
安
全
」
第

一
主
義
を
と
る
の
が
賢

明
で
あ
る
。

時
と
し
て
は
安
全
を
無
視
し
て
冒

険
し
、
図
に
当
る
こ
と
も
あ
る
が
、

そ
の
確
率
は
極
め
て
低
い
。

惜
し
い
と
こ
ろ
ま
で
球
を
運
ん
で

も
、
ミ
ス
を
す
れ
ば
な
ん
に
も
な
ら

な
い
。
た
と
え
１
セ
ン
チ
で
も
ア
ウ

ト
は
ア
ウ
ト
で
あ
る
。

ア
ウ
ト
を
０
点
と
す
れ
ば
イ
ン
は

１
０
０
占
いで
あ
る
。
０
占
かヽ
１
０
０

点
か
の
冒
険
を
す
る
の
は
、
実
に
ば

か
ら
し
い
話
で
あ
る
。

冒
険
と
危
険
は
紙

一
重

冒
険
は
危
険
と
紙

一
重
で
あ
る
。

そ
し
て
危
険
は
０
点
を
意
味
す
る
も

の
で
し
か
な
い
。

わ
ざ
わ
ざ
苦
労
し
て
練
磨
し
て
き

た
も
の
を
発
揮
す
る
の
に
、
あ
え
て

０
点
に
挑
戦
す
る
の
は
愚
で
あ
る
。

消
極
的
か
も
知
れ
な
い
が
、
安
全

な
る
逃
げ
を
行

っ
て
体
勢
を
立
て
な

お
し
、
最
初
か
ら
出
な
お
す
こ
と
の

方
が
、
イ
チ
か
バ
チ
か
の
バ
ク
チ
的

行
動
よ
り
も
、
真
に
勇
気
が
あ
る
と

い
え
よ
う
。

―
―
と
は
い
え
、
常
に
安
全
ば
か
り

を
考
え
て
お
ど
お
ど
し
な
が
ら
ゲ
ー

ム
を
行
な
っ
た
の
で
は
お
話
に
な
ら

な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
不
利

。
無
理
な
時

に
限

っ
て
の
話
で
あ
る
。

け
だ
し
、
ひ
と
た
び
自
分
に
有
利

か
、
あ
る
い
は
正
常
な
態
勢
に
戻
れ

ば
、
常
に

「攻
め
」
に
回
る
積
極
的

態
度
が
得
策
で
あ
る
。

相
手
を
防
戦

一
方
に
追
い
や
り
、

ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
や
す
く
す
る
。

「
安
全
か
攻
め
か
」
―
―
も
ち
ろ
ん

瞬
間
的
に
判
断
を
下
だ
し
、
ケ
ー
ス

・
バ
イ

。
ケ
ー
ス
で
こ
と
に
当
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

前
述
の

「
正
確
性
の
原
則
「
と
「
安

全
性
の
原
則
」
と
あ
い
ま
っ
て
こ
そ
、

内
容
の
充
実
し
た
、
ミ
ス
の
少
い
、

ス
ピ
ー
ド
と
迫
力
の
あ
る
ゲ
ー
ム
展

開
が
な
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
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・
岩
下
選
手
を

モ

デ

ル

に

ダ
ブ
ル
ス
・
ゲ
ー
ム
で
は
ネ
ッ
ト

・
プ
レ
ー
と
、
相
手
側
の
前
衛
を
ド

ラ
イ
プ
で
抜
く
う
ま
さ
が
特
徴
と
し

て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
問
題
は
、
相
手
か
ら
の
ス

マ
ッ
シ
ュ
が

バ
ッ
ク
に
き
た
と
き
、

ド
ラ
イ
プ
で
返
球
す
る
際
に
、
ネ
ッ

ト
に
ひ
っ
か
け
た
り
、
相
手
に
続
け

＞
プ
レ
ー
中
の
岩
下
選
手

／
ダ
ブ
ル
ス
・
ゲ
ー
ム
の
接
戦
で
勝

っ
た
結
果
を
か
え
り
み
ま
す
と
、
パ

ー
ト
ナ
ー
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
状
態

が
多
い
。

岩
下
選
手
自
身
も

「
了
解
し
た
」

と
い
う
意
味
の
返
答
を
し
て
お
り
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
ラ
リ
ー
中
断
の
折
に

話
し
合
う
と
き
の
方
が
、
よ
い
結
果

が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

互
に
無
口
に
な
る
よ
り
よ
い
わ
け
で

す
。岩
下
選
手
達
の
ダ
ブ
ル
ス
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
問
題
は
ル
ー
ル
で
禁

上
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の

掛
け
声
と
か
、
ラ
リ
ー
が
中
断
し
た

か
ら
と
い
う
の
で
長
い
打
合
せ
を
す

て て を ら と て  で た ま て
ゆ ゆ
V`が
も 相 す 表 う ド

き け 少 前 で よ 手
°
情 と ラ

ま ば し 衛 き い 側  を ｀イ
す
｀
で が ず か の  試 自 プ°
勝 も シ

｀
ら 前  合 信 を

利 崩 ヤ捕 ⌒ 衛  中 を ス
の す 卜 ら 前 に  に な ト
距 よ ル れ 衛 ス  見 く ツ
離 う を て を 卜 か し プ
は に と も ｀ ツ  け ｀さ
縮 返 る よ 抜 ブ  る 当 れ

ヽ
さ

縮 返 る よ 抜 ブ  る 当 れ

る
の
も
感
心
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
と

も
各
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
お
互
に
注
意
を

し
ま
し
ょ
う
。

バ

ッ
ク
打
ち
に
つ
い
て
い
え
ば
、

地
面
に
近
い
位
置
の
捕
球
と
、
ヒ
ザ

か
ら
胸
の
高
さ
ま
で
の
捕
球
に
難
点

が
あ
り
ま
す
。

要
す
る
に
ネ
ッ
ト
を
越
え
て
落
ち

込
む
低
い
ド
ラ
イ
ブ
や
、
ス
マ
ッ
シ

ュ
の
フ
ラ
イ
ト
を
い
か
に
ン
シ
ー
プ

す
る
か
が
課
題
で
す
。

相
手
側
か
ら
攻
め
ら
れ
っ
ば
な
し

で
な
く
、
攻
撃

へ
の
転
機
に
結
び
つ

け
る
上
手
な
ン
シ
ヨ
プ
を
、
早
く
身

に
つ
け
る
よ
う
考
え
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

捕
球
位
置
と
い
う
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
横
で
打
つ
、

ま
た
は
下
で
打
つ
場
合
に
、
シ
ャ
ト

ル
を
自
分
の
体
に
ひ
き
つ
け
過
ぎ
て

い
る
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
に
の
っ
た
シ

ャ
ト
ル
を
押
し
返
す
の
に
、
ス
ピ
ー

ド
の
あ
る
レ
シ
ー
プ
が
で
き
な
い
こ

と
が

一
つ
の
理
由
で
す
。

し
か
し
、
最
も
大
き
な
原
因
は
ネ

ッ
ト
の
高
さ
を
計
算
に
入
れ
て
い
な

い
、
と
い
，
こ
と
で
し
ょ
う
。

相
手
側
が
攻
撃
中
の
と
き
は
、
ト

ッ
プ

・
ア
ン
ド

・
パ

ッ
ク
の
陣
型
に

な
っ
て
お
り
、
前
衛
は
だ
い
た
い
エ

ン
ド
中
央
の
ネ
ッ
ト
前
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
た
め
、
前
衛
の
脇
を
抜
い
て

後
衛
に
拾
わ
せ
る
ン
シ
ー
プ
が
望
ま

し
い
の
で
す
。

左
ス
ミ
に
打
た
れ
た
シ
ョ
ー
ト

・

サ
ー
ビ
ス
や
ス
マ
ッ
シ
ュ
の
ン
シ
ー

プ
を
、
ド
ラ
イ
プ
で
相
手
側
の
フ
ォ

ア
と
コ
ー
ス
を
仮
定
し
、
ネ
ッ
ト
す

れ
す
れ
に
返
す
な
ら
ば
、
ポ
ス
ト
の

高
さ
に
近
い
１

・
５
５
所
の
ネ
ッ
ト

上
を
通
過
さ
せ
る

こ
と

に
な
り
ま

す
。す
な
わ
ち
、
ネ

ッ
ト
中
央
の
高
さ

１

●
５
２
４
研
と
の
差
、
２
・
６
つ

セ
ン
チ
を
計
算
に
入
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
か
ら
、
飛
行
中
の
シ
ャ
ト

ル
を
、
可
能
な
か
ぎ
り
前
方
の
、
よ

り
高
い
所
で
捕
ら
え
る
技
術
を
マ
ス

タ
ー
す
べ
き
で
す
。

肩
よ
り
上
の
左
耳
あ
た
り
に
飛
ん

で
く
る
ド
ラ
イ
ブ
な
ら
ば
、
バ

ッ
ク

で
打
つ
よ
り
は
ラ
ウ
ン
ド

・
ザ

・
へ

ッ
ド

・
ス
ト
ロ
ー
ク
で
処
理
す
る
の

が
よ
い
。

相
手
側

へ
速
く
、
し
か
も
低
く
押

し
返
せ
ま
す
か
ら
、　
一
般
的
に
バ

ッ

ク
が
上
手
に
で
き
な
い
人
達
も
、
特

に
ダ
ブ
ル
ス
で
は
ラ
ウ
ン
ド

・
ザ

・

ヘ
ッ
ド

・
ス
ト
ロ
ー
ク
を
使

っ
て
下

さ
い
。

次
号
は
特
徴
の
あ
る
小
片
千
恵
子

選
手

（日
体
大
）
に
登
場
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
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沖
縄

の
仲
間

に
愛

の
手

を

本
誌
は
さ
き
に
一
月
号

（技
術
講

座
特
集
口こ

巻
頭

で

「
復
帰

間

近

い
沖
縄
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
援
助
の
手

を
」
と
し
て
、
愛
読
者
の
皆
様
方
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ま
も
な
く

「
ス
ボ

ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
」
新
聞
紙
上
に
も
大

き
く
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
本
誌
に
も

時
々
、
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
る
日
本

体
育
協
会

・
競
技
力
向
上
課
の
射
越

栄

一
氏
か
ら
は
、
さ
っ
そ
く
金

一
封

の
寄
贈
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ら
に
学
連
関
係
で
も
、

機
会
あ
る
ご
と
に
呼
び
か
け
て
い
く

と
い
う
約
束
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
今
後
さ
ら
に
、
全
国
の
パ
ド
ミ

ン
ト
ン
愛
好
者
の
方
々
か
ら
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
月
号
紙
上
で
は
、
締
め
切
り
を

一
応
、
四
月
末
日
と
す
る
む
ね
、
う

た
い
ま
し
た
が
、
本
誌
の
発
送
が
や

や
遅
れ
て
い
る
関
係
も
あ
り
、
必
ず

し
も
、
こ
の
期
日
に
は
こ
だ
わ
り
ま

せ
ん
。
沖
縄
の
愛
好
者
が

一
番
こ
ま
っ
て

い
る
の
は
用
具
類
で
、
シ
ャ
ト
ル
や

ラ
ケ
ッ
ト
に
は
、
大
変
、
不
自
由
し

て
い
ま
す
。

本
誌
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
も
の

の
ほ
か
、
い
っ
さ
い
の
用
具
関
係
、

現
金
、
手
紙
な
ど
の
寄
託
も
受
け
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
厚
志
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々
の
氏
名

は
、
本
誌
上
に
発
表
い
た
し
ま
す
。

（編
集
部
）

★
読
者
の
皆
さ
ん
の
投
稿
、
寄
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内
容
、
長
さ
に
は
制
限
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
住
所

・
氏
名
を
必
ず
明
記

し
て
下
さ
い
。

残
念
な
が
ら
、
現
在
の
編
集
ス
タ

ッ
フ
の
力
で
は
、
全
国
す
み
ず
み
か

ら
の
興
味
あ
る
話
や
ニ
ュ
ー
ス
を
独

自
に
集
め
る
こ
と
は
、
む
ず
か
し
い

状
態
で
す
。

小
さ
な
ニ
ュ
ー
ス
、
出
来
ご
と
で

も
け
っ
こ
う
で
す
か
ら
、
ど
し
ど
し

お
寄
せ
下
さ
い
。
新
聞
の
切
り
抜
き

等
も
観
迎
し
ま
す
。
ま
た
、
写
真
が

あ
れ
ば
、
な
お
け
っ
こ
う
で
す
。

技
術
や
ル
ー
ル
等
に
関
す
る
ご
質

問
は
、
ご
返
事
に
時
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼

○
…
い
つ
の
間
に
か
葉
桜
も
す
ぎ

一
足
と
び
に
汗
ば
む
季
節
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

「
へ
え
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
も
、

よ
く
毎
月
、
雑
誌
を
出
す
だ
け
の
材

料
が
あ
る
も
ん
だ
ね
」
ス
ポ
ー
ツ
界

の
関
係
者
は
、
皮
肉
ま
じ
り
？
に
時

々
、
こ
ん
な
こ
と
を
い
う
。

「
そ
り
ゃ
、
当
た
り
前
だ
。
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
が
、
ど
れ
だ
け
愛
好
者
を

持

っ
て
い
る
か
、
き
み
は
知
ら
ん
の

だ
ろ
う
」
と
、
こ
ち
ら
は
胸
を
張
っ

て
答
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
そ

の
実
、
や
り
く
り
は
苦
し
い
。

○
…
や
り
く
り
と
い
っ
て
も
、
も

ち
ろ
ん
経
済
的
な
こ
と
も
あ
る
が
、

編
集
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、　
一
番
、

頭
が
痛
い
の
は
記
事
の
こ
と
。

面
白
い
話
、感
動
的
な

ニ
ュ
ー
ス
、

た
め
に
な
る
よ
み
も
の
、
全
国
い
た

《
表
　
紙
》

高
　
坂

　

　

薫

（青
山
学
院
大
）

ど
う
い
う
わ
け
か

´
虫
も
殺
さ
ぬ

高
坂
さ
ん
ψ
と
い
う
形
容
詞
を
つ
け

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
命
名
者
は
、

も
ち
ろ
ん
学
連
の
悪
童
。
筆
者
と
し

て
は
、
こ
れ
を

「
大
物
を
倒
す
秘
め

た
る
実
力
の
持
ち
主
」
と
解
釈
し
て

い
る
の
だ
が
。

バ
ド
界
の
名
門

。
新
潟
中
央
高
の

出
身
。
先
輩
に
元
ユ
杯
代
表
の
後
藤

和
子
選
手
が
い
る
。
二
年
の
と
き
全

国
高
校
ベ
ス
ト
８
、
三
年
で
相
沢
マ

チ
子
を
破
り
優
勝
し
た
。

当
時
か
ら

″
期
待
さ
れ
た
ψ
逸
材

の
ひ
と
り
で
、
学
生
と
な

っ
て
か
ら

は

一
年
で
全
日
本
総
合
ベ
ス
ト
８
、

三
年
で
ベ
ス
ト
４
。
東
日
本
学
生
の

タ
イ
ト
ル
を
握
り
、
今
春
の
第
二
回

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

ｏ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

の
出
場
権
を
得
て
い
る
。

頭
も
よ
い
。
専
攻

（英
文
科
）
の

語
学
を
生
か
し
た
仕
事
を
し
た
い
そ

う
だ
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
界
と

し
て
は
、彼
女
に
「
も
う
ひ
と
働
き
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

か
っ
て
、
イ
ン
タ
ピ

ュ
ー
し
た
と
き

彼
女
は
、
し
き
り
に

「
ス
ポ
ー
ツ
人

間
で
終
わ
り
た
く
な
い
」
と
い
う
意

味
の
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。

ス
ポ
ー
ツ
は
確
か
に

余́
技
夕
に

ち
が
い
な
い
が
、
そ
こ
か
ら
人
生
に

得
る
も
の
も
あ
る
は
ず
。

着
る
も
の
の
色
調
、
デ
ザ
イ
ン
な

ど
に
も
い
い
感
覚
を
持

っ
て
い
る
。

ふ

た

た

び

愛

読

者

に

お

願

い

ｗ
編

集

室

か

ら
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*NATIONAL JUNI trR l.{lGl{scHooL

Badminton Championship Tournament will be held

for the Iirst time in Japan next July in Tokyo. Why,

is this any news ! you might say. Well, yes. Now

let me tell you the reason.

As far as the sPorts activites are

concerned, situation in Japan is quite difierent Irom

any other countries. During several years after the

world War II ended, wa had much dif{iculties in

economic life; lood situation as well as transporta-

tions.

Under such circumstances, Ministry

of Education had in principle prohibited to organize

a nation-wide sports meetings for the youngsters

under the age of 15, in another words, {or the Junior

highschool students. But, Iast year the authorities

lifted the ban responding to the public demand.

* I VOULD LIKE TO CALL YOUR

attention to another angle. You'd be surprised to

hear that the best part of any kind ol sports/

physical training activities in our country relies on

schools and enterprises.

Of course, the post-Olympic ('64 In

Tokyo) movement has brought us a lot of. prlvate/

public sports clubs for soccer, volleyball, swimming

etc., but those kind of clubs are wanting yet, and

when it comes to the problems of playgrounds or

gymnasiums, we have to see them to be constructed

more and more.

by TADAHIRO GOTO

badminton. Many people who love to play badminton

have been complaining of their playcourt to be

secured.

*DO YOU SOMETII\ ES PLAY badmin-

ton in the open air? That's very good. Unfortunately

or not, we have very lew people who play the game

outdoors. The Japanese likes "Iormalities" and many

of the of{icials or coaches who don't think the out-

door play is a {ormal, are indifferent to encourage

the inlormal games.

But, recently. some of the lamous

coaches and players who paid a visit to the South-

east Asian countries told us. "We noticed {olks were

enjoying the play in the open air and it seems that

they never mind the wind. We have to have our

brain washed."

*MISS. TOMOKO TAKAFlASl'll, former

Uber Cup player, recently got married and became

Mrs. Mitate. She won the national ladies singles

title three years ago, and played lor the Uber Cup

in '66 and '69.

Mrs. Mitate said that she would retires

from competition but would not give up to play

just for fun.

By the way, Mr. Ippei Kojima, Japan's

{ive-time singles champion and Miss. Noriko

Takagi, this year's Dannish Open ladies champion

are waitng for their wedding ceremonies respectively,

inlormed sources says, though their partners are not

yet disclosed.Circumstances is Just the same with



反 擁力 抜群 .ノ
ス トレー ト特殊スチールパイプで

シャフトの効果が倍増されました

あなたのプレイが注日の的です

新製品 No3500キングメイト

●シャフトの反撥力をフルに発揮できる全長

16an直径 6.飾のストレート特殊スチール

ルバイプを使用

●小銀杏構造と綸入木材を基にした革命的な

特殊合板でパランス、耐久力は抜群

◎π会翼ご1鳥F所 1警鷺げ冒∵12濯 r・ 0号
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ヽ間も都市も砂漠化している現代  豊かで、しかも人間らしい生活を

あなたにとって幸福とは、いったい

何でしょう。CNP世界第2位の

裕福さでしょうか。ヒッピーたち

のもっている、あの自由な精神が

そうでしょうか。この索漠とした

現代、とにかく考えさせられます。

スコーレとは、物質文明と精神文明

の調和。つまり、豊かな人間社会

のための環境づくりと豊かな人間

生i舌のための物づくりにあります。

テイジンが拡大していく、豊かで

しかも人rl性を尊重した世界‐ 。

人間を愛し

人間を考え

人間に帰ろう
スコー レ

TEIJIヽ 帝人株式会社

0スコーレ
=拡
大するテイジン

天然資源開発 アフリカや南Jしアメリカで低硫責

`i油

を1闘発中。日,～2■オル‐ 資源確保のため 情 報 産 業

石油化学事業 ll界 中の合機生産に貢献。ボリエステルをはじめ、各種の合螢用原‖の牛産と輸出  プラスチ′ク事業

合成機縦事業 豊かな生i舌環境、新しい■1舌行動パターンの創造。ファッションから確葉資材まで  食 品 事 業

i毎 外 事 業 人罪め衣生活充実,世 界10余力I司
～
筵出。掏 =テ

ルなめ 生産技術で各国に協力  ll宅 間違事彙

嘔‐騨 |‐

人間は何かを見失ダ にヽるようです

escholeギ リシャ語●leisure(余 暇)rest(休 息)ease(ゆ ったり)の同意語school(学 問)の語源―岩波哲学辞典より

●訂 tギ リシャ人はスコーレをすべての文化の根源と考えていた●スコーしは最も人‖1的 な時間人‖1的 な生lrl

知識社会 1市報,L会の1広人。ヒ
./t、 X絵 .コ ンピューターのベースフィルムを生産

未来の
′
li活を支えるエンノニァリングプラスチッタやill Hlプ ラスチックの開発と生産

健康社会の推進 .理想的な食生 tFの ための食出づくり。■肉エキス、情物蛋自など

人IH14:を尊重したlt t空間、自1造 llな 空間の建設。′ヽウノングからレ′ャー分野まで

薦

鶴

静
'7


